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（基礎資料１－１）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり　
　　の人数

開講クラス数 履修者数 単位数

英語Ⅰ 前期 75/63/47 3 185 コ 演 0.5

英語Ⅱ 後期 72/58/43 3 173 コ 演 0.5

微分積分 前期 93/94 2 187 コ 1

情報リテラシ 前期 186 1 186 コ 1

統計学 後期 86/92 2 178 コ 演 1

スポーツⅠ 前期 93/92 2 185 技 0.5

スポーツⅡ 後期 83/90 2 173 技 0.5

(択)経済学 前期 107 1 107 コ 1

(択)法学 前期 55 1 55 コ 1

(択)社会心理学 後期 78 1 78 コ 1

(択)新潟の風土と歴史 後期 24/24 2 48 コ 1

(択)植物学 後期 34/32 2 66 コ 1

(択)気象学 後期 14 1 14 コ 演 1

(択)情報科学演習 後期 32 1 32 演 0.5

薬学に親しむ 前期・後期 185 1 185 コ 演 1

フレッシャーズセミナー 前期 185 1 185 コ 演 0.5

くすりと科学Ⅰ 前期・後期 185 1 185 コ 演 0.5

化学平衡 前期 93/92 2 185 コ 演 1.5

電磁波・放射線と物質の相互作用 後期 84/92 2 176 コ 1.5

物質のエネルギーと物理平衡 後期 83/90 2 173 コ 1.5

分子の構造 前期 98/97 2 195 コ 1.5

有機化学反応 後期 90/96 2 186 コ 1.5

体の構造と機能 前期 97/96 2 193 コ 1.5

細胞の構造と機能 前期 96/97 2 193 コ 演 1.5

感染症と微生物Ⅰ 後期 85/94 2 179 コ 演 1.5

生命倫理Ⅰ 前期・後期 185 1 185 コ 演 0.5

コミュニケーションを学ぶ 前期・後期 185 1 185 コ 演 0.5

地域住民の健康状態を知る 後期 173 1 173 コ S 演 0.5 ※１

(択)環境科学Ⅰ 後期 0 1 0 コ 演 1

基礎科学実習Ⅰ 前期 93/92（2） 2 185 コ 実 0.5

基礎科学実習Ⅱ 前期 93/92（2） 2 185 コ 実 0.5

基礎科学実習Ⅲ 後期 84/91（7） 2 175 実 1

基礎科学実習Ⅳ 後期 84/91（2） 2 175 実 1

地域におけるボランティア活動 前期・後期 185（4） 1 185 コ 実 演 1 ※２

早期体験学習Ⅰ 後期 173（5） 1 173 コ 実 演 1

(択)数学演習 前期 93 1 93 コ 演 1

(択)基礎数学演習 前期 93 1 93 コ 演 1

(択)化学演習 前期 78 1 78 演 1

(択)基礎化学演習 前期 110 1 110 演 1

(択)生物学演習 前期 91 1 91 コ 演 1

(択)基礎生物学演習 前期 98 1 98 コ 演 1

(択)物理学演習 前期 94 1 94 コ 演 1

(択)基礎物理学演習 前期 95 1 95 コ 演 1

(択)物理化学演習A 後期 97 1 97 演 1

(択)物理化学演習B 後期 76 1 76 演 1

(択)有機化学演習ⅠA 後期 117 1 117 演 1

(択)有機化学演習ⅠB 後期 56 1 56 演 1

25.5

19.5

45.0

※１：１年次後期から２年次前期を通して0.5単位

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 演習＝演

実＝実習 技＝実技

[注] １　教養教育・語学教育は、基本的に履修者
がいる科目について記入してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当す
る科目に「色」を付してください。

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

１　　年　　次

授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

薬
学
専
門
教
育

実習

演習

単位数の
合計

（必須科目）

（選択科目）

合計

※２：１年次前期から４年次後期を通して１単位

３　選択科目については、頭に「(択)」と記してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。

５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を最大３種類まで
　　記入してください。下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して
    作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。
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◒ꜝ☻№√╡⁷
⁷⁷─

◒ꜝ☻

з 41/45/41/47 4 174 ◖ 1

( ) з л 6 1 6 0.5

( ) з ♪▬♠ з 50 1 50 0.5

( ) и ♪▬♠ и 48 1 48 0.5

( ) з з 47 1 47 ◖ 0.5

( ) и и 47 1 47 ◖ 0.5

( ) 128 1 128 ◖ 1 β

( ) 19 1 19 ◖ 1 β

( ) 19 1 19 ◖ 1

( ) ⱴ☻הⱷ♦▫▪ 18 1 18 1 β

┼─ к 183 1 183 0.5

≤ 86/96 2 182 ◖ 1

≤ ≤ 184 1 184 ◖ 1

─ з 86/95 2 181 ◖ 1

и 172 1 172 ◖ 1

─ 187 1 187 ◖ 0.5

─ ≤ з з 186 1 186 ◖ 0.5

─ ≤ и и 82/89 2 171 ◖ 0.5

─ 85/95 2 180 ◖ 1

─ з з 87/96 2 183 ◖ 1

─ и и 84/93 2 177 ◖ 1

⅜ ╖ ∆ и 83/92 2 175 ◖ 1

≤ и и 84/94 2 178 ◖ 1

≤♃fiⱤ◒ и 87/94 2 181 ◖ 1

─⇔ↄ╖ й 80/90 2 170 ◖ 1

≤ з 83/93 2 176 ◖ 1

╩ ∆╢ и 81/90 2 171 ◖ 1

ה ≤ 80/90 2 170 ◖ 1

─ ↄⱪ꜡☿☻ ה 87/97 2 184 ◖ 1

≤ з ה з 81/93 2 174 ◖ 1

─ з 82/93 2 175 ◖ 1

≤⇔≡─ ⅎ ≤◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiи 80/89 2 169 ◖ 0.5

( ) 46 1 46 ◖ 1

86/88 1,7-8) 2 174 1

з 86/88 2 2 174 1

86/84 2 2 170 1

86/88 2 2 174 1

86/84 5-6 2 170 1

86/84 1,8 2 170 ◖ 1

≤ 86/88 2 174 ◖ 0.5

27

7.5

34.5

◖ PBL/SGD

[ ] ⁷ ה │⁸ ⌐
⅜™╢ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ ─₈ ─ ₉⌐∕∫≡⁸ ∆
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─
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≤ й ה й 100/83 2 183 ◖ 1

≤ к ה к 93/80 2 173 ◖ 1

и 88/88 2 176 ◖ 1

─ з 182 1 182 ◖ 1

─ и 176 1 176 ◖ 1

≤─ ≤◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiй 173 1 173 ◖ 0.5

≤ и 186 1 186 ◖ 1
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≤ з з 99/83 2 182 ◖ 1
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( ) ─ 50 1 50 ◖ 1

и 88/88 2 2 176 ◖ 1

88/88 4 2 176 1

88/88 8,4-5 2 176 ◖ 1

86/87 5-6 2 173 0.5

86/87 2,7-8 2 173 1

86/87 2-3 2 173 1

86/87 4-5 2 173 0.5

≤ ─ и 86/87 2 173 1

( ) 174 1 174 1

32.5

5

37.5

◖ PBL/SGD
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　（基礎資料１－１）から（基礎資料１－６）までの結果から下記の（１）および（２）を記入してください。

─₈ ₉⅔╟┘₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ⱥꜙכⱴ♬☼ⱶ ה 4 3.5

16 14.5

10 6.5

6 6.0

3 15.0

18 15.0

⁷ ⁷ 25.5 19.5 45.0

⁷ ⁷ 27.0 7.5 34.5

⁷ ⁷ 32.5 5.0 37.5

⁷ ⁷ 26.0 8.0 34.0

⁷ ⁷ 22.0 9.0 31.0

⁷ ⁷ 38.0 16.0 54.0

171.0 65.0 236.0

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⅔╟┘ ╩
⌐≈↑╢√╘─

─ ⅛╠ ≤ ─ ╩ ⇔≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷

─

─
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別添資料　　編入生が入学した学年

基準日におけ
る学年

編入学年次 備考

1年次 1年次 転学部

2年次 2年次

2年次 2年次

3年次 2年次

4年次 2年次 転学部

4年次 2年次 転学部

4年次 2年次

4年次 2年次

5年次 2年次

5年次 2年次

5年次 2年次

6年次 2年次

6年次 2年次

6年次 2年次 転入

6年次 1年次 転学部
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製   剤   学   ・

薬 物 動 態 学

カリキュラムマップ（平成 2３年度 1 年次入学生より適用）

1　年　次
前　期 後　期

２　年　次
前　期 後　期

３　年　次
前　期 後　期

４　年　次
前　期 後　期

５　年　次
前　期 後　期

６　年　次
前　期 後　期

薬剤師として求めら
れる基本的な資質

ディプロマ・
ポリシー

薬　学　導　入

ヒューマニズム・倫理

臨  床  薬  学

薬　　　　 理

・

薬 物 治 療 学

生  物  化  学

物  理  化  学

有  機  化  学

分  析  化  学

衛  生  薬  学

教　　　　養
( 自然科学系 )

教　　　　養
( 人文社会系 )

教養 ( 体育 )

教　　　　養

( 語学 )

薬 用 植 物 学

卒  業  研  究

総　合　学　習

物理・化学・生物から基礎薬学へ 基礎薬学から医療薬学へ 基礎薬学を土台に医療薬学へ 薬剤師に向けた学習へ

（薬剤師としての心構え）

薬の専門家として、豊かな人間性と

生命の尊厳について深い認識をもち、

薬剤師の義務及び法令を遵守すると

ともに、人の命と健康な生活を守る

使命感、責任感及び倫理観を有する。

 （患者・生活者本位の視点）

患者の人権を尊重し、患者及びその

家族の秘密を守り、常に患者・生活

者の立場に立って、これらの人々の

安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）

患者・生活者、他職種から情報を適

切に収集し、これらの人々に有益な

情報を提供するためのコミュニケー

ション能力を有する。

（チーム医療への参画）

医療機関や地域における医療チーム

に積極的に参画し、相互の尊重のも

とに薬剤師に求められる行動を適切

にとる。

（基礎的な科学力）

生体及び環境に対する医薬品・化学

物質等の影響を理解するために必要

な科学に関する基本的知識・技能・

態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）

薬物療法を総合的に評価し、安全で

有効な医薬品の使用を推進するため

に、医薬品を供給し、調剤、服薬指

導、処方設計の提案等の薬学的管理

を実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）

地域の保健、医療、福祉、介護及び

行政等に参画・連携して、地域にお

ける人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有する。

（研究能力）

薬学・医療の進歩と改善に資するた

めに、研究を遂行する意欲と問題発

見・解決能力を有する。

（自己研鑽）

薬学・医療の進歩に対応するために、

医療と医薬品を巡る社会的動向を把

握し、生涯にわたり自己研鑽を続け

る意欲と態度を有する。

（教育能力）

次世代を担う人材を育成する意欲と

態度を有する。

1 医療人たる崇
高な倫理観と豊
かな人間性をも
ち、医療に携わ
る使命感を有し
ていること

2 医薬品を理解
し、適正使用の
礎となる科学力
を有しているこ
と

3 医療福祉連携
を推し進め、地
域における人々
の健康自立を支
援する全人的能
力（科学力・臨
床力・対人力）
を有しているこ
と

4 医療や福祉を
取り巻く様々な
課題に気付き、
解決に導く論理
的・科学的能力
を有しているこ
と

5 最新の医療情
報の収集等、自
己研鑽に努め、
生涯にわたって
学修する態度・
習慣を身に付け
ていること

医療・臨床薬学から実務へ

本マップは http://www.nupals.ac.jp/ にて閲覧できます

注：副科目名称は省略（教養系を除く）

物質の構造と状態
化学平衡
薬学の基礎計算演習
物理化学実習

分析技術の臨床応用
症候と臨床検査値

生命活動とタンパク質
生命情報と遺伝子

官能基の性質Ⅰ
薬品化学実習Ⅰ

物質の分離と定量Ⅱ

有機分子の構造決定
生体分子のコアとパーツ
薬品化学実習Ⅱ

生命活動のしくみ
遺伝子を操作する
生化学実習

生体分子の解析
物質濃度の測定
物質の分離と定量Ⅰ
薬品分析化学実習

薬の効くプロセス
化学構造と薬理作用
症候と疾患
疾患と薬学

　

※

体の構造と機能Ⅰ
細胞の構造と機能
薬学の基礎生物

体の構造と機能Ⅱ
生物学実習
細胞を構成する分子

薬理作用と副作用Ⅰ
薬理学実習

薬理作用と副作用Ⅱ
薬理作用と副作用Ⅲ
疾患と薬物治療Ⅰ
疾病の成り立ち

処方せんと調剤Ⅰ
処方せんと調剤Ⅱ
薬理作用と副作用Ⅳ
疾患と薬物治療Ⅱ
医薬品情報と患者
医薬品の開発Ⅰ
薬物治療学実習
臨床化学実習

新薬の開発と一般薬
分子の立体構造
リード化合物の創製

目的化合物をつくる
医薬品のコアとパーツⅠ

有機分子の構造Ⅰ

調剤学実習 臨床実務事前実習

薬学への招待Ⅰ
薬学への招待Ⅱ

薬学への招待Ⅲ 薬学への招待Ⅳ

科学と薬学Ⅰ
科学と薬学Ⅱ

※
※

薬学総括演習Ⅰ 薬学総括演習Ⅱ

生命体と薬
最新薬理学
副作用・相互作用
最新薬剤学
予防薬学と社会薬学
薬剤師と法律・制度Ⅱ
有機化学から見た薬
物理化学から見た薬
病態と処方Ⅰ
病態と処方Ⅱ
病態と処方Ⅲ
病態と処方Ⅳ
病態と処方Ⅴ
症例と薬物治療Ⅰ
症例と薬物治療Ⅱ
症例と薬物治療Ⅲ
症例と薬物治療Ⅳ
症例と薬物治療Ⅴ
医薬品の開発Ⅱ
薬局の役割と経営

社会と薬学の基礎 総合薬学演習

臨床実務実習

社会と薬学の臨床

生命の大切さ 医療人としての心構え 患者との信頼関係

薬剤師と法律・制度Ⅰ
社会保障と医療経済※

メディカル・スタッフの役割
医薬品の開発と治験※

地域医療学※ 地域医療学※
メディカル・スタッフと共に学ぶⅠ
メディカル・スタッフと共に学ぶⅡ

※
※

メディカル・スタッフと共に学ぶⅠ
メディカル・スタッフと共に学ぶⅡ

※
※

メディカル・スタッフと共に学ぶⅠ※

原子や分子の構造
薬学の基礎物理

平衡の理論 反応速度論

有機分子の構造Ⅱ
構造から理解する有機分子

官能基の性質Ⅱ

生体の情報伝達

医薬品のコアとパーツⅡ 構造生物学とタンパク質工学生体分子認識科学
バイオインフォマティクス

＃
＃

ゲノム創薬
動物バイオテクノロジー

＃
＃

疾患と漢方薬
医薬品資源としての天然物

※
※

食品衛生
疾患と栄養

※
※

※
※
※

＃

漢方医学の基礎※

薬学の生命科学※

感染症と微生物Ⅰ

自然が生み出す薬物Ⅰ

製剤の基礎

社会・集団と健康

感染症と微生物Ⅱ
微生物学実習

体育実技Ⅰ
保健体育理論

自然が生み出す薬物Ⅱ
生薬学実習

生体の防御

※
※

疾患と薬物治療Ⅲ
患者個々の薬物治療

栄養と健康
有害物質と生体
衛生化学実習

疾患と薬物治療Ⅳ※

製剤設計Ⅱ※

保健機能食品の科学※

薬物の体内動態
製剤設計
薬剤学実習
香粧品の科学※

生活環境と健康
化学物質と毒性

食料・食品資源学
栄養科学
食品安全学

＃
＃
＃

人文社会 C（哲学）※ 人文社会 F（マス・メディア論）※

微分積分
基礎微分積分
情報リテラシ

※
統計解析
基礎統計解析※

人文社会 A（歴史学）
人文社会 B（社会学）
人文社会 F（マス・メディア論）

※
※
※

人文社会 D（経済学）
人文社会 E（言語学）

※
※

人文社会 A（歴史学）
人文社会 B（社会学）
人文社会 C（哲学）
人文社会 D（経済学）
人文社会 E（言語学）
人文社会 F（マス・メディア論）

※
※
※
※
※
※

体育実技Ⅱ

英語リスニングⅠ
英語リーディングⅠ

英語リスニングⅡ
英語リーディングⅡ

薬学英語Ⅰ
外国語 AⅠ（英語Ⅴ）
外国語 BⅠ（ドイツ語Ⅰ）
外国語 CⅠ（中国語Ⅰ）

※
※
※

外国語 AⅡ（英語Ⅵ）
外国語 BⅡ（ドイツ語Ⅱ）
外国語 CⅡ（中国語Ⅱ）

※
※
※

薬学英語Ⅱ※

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

薬物動態の解析
薬物動態演習
TDM 実習

※

必修科目
選択科目
選択科目（応用生命科学部開講科目）
実技・実習科目
演習科目

（無印）　
※
＃

（記号の見方）

（基礎資料４）カリキュラムマップ

 
- 106 -



製   剤   学   ・

薬 物 動 態 学

カリキュラムマップ（平成 27 年度 1 年次入学生より適用）

1　年　次
前　期 後　期

２　年　次
前　期 後　期

３　年　次
前　期 後　期

４　年　次
前　期 後　期

５　年　次
前　期 後　期

６　年　次
前　期 後　期

薬剤師として求めら
れる基本的な資質

ディプロマ・
ポリシー

薬　学　導　入

ヒューマニズム

・

倫　　　　理

臨  床  薬  学

薬　　　　 理

・

薬 物 治 療 学

生  物  化  学

物  理  化  学

有  機  化  学

分  析  化  学

衛  生  薬  学

地  域  医  療

教　　　　養

( 自然科学系 )

教　　　　養
( 人文社会系 )

教養 ( 体育 )

教　　　　養

( 語学 )

薬 用 植 物 学

卒  業  研  究

薬　学　総　合

・

総　合　科　目

物理・化学・生物を土台に基礎薬学へ
基礎薬学を土台に医療薬学へ

低学年から育んだ臨床薬学と医療薬学を融合し実務へ
薬剤師に向けた学習へ

（薬剤師としての心構え）

薬の専門家として、豊かな人間性と

生命の尊厳について深い認識をもち、

薬剤師の義務及び法令を遵守すると

ともに、人の命と健康な生活を守る

使命感、責任感及び倫理観を有する。

 （患者・生活者本位の視点）

患者の人権を尊重し、患者及びその

家族の秘密を守り、常に患者・生活

者の立場に立って、これらの人々の

安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）

患者・生活者、他職種から情報を適

切に収集し、これらの人々に有益な

情報を提供するためのコミュニケー

ション能力を有する。

（チーム医療への参画）

医療機関や地域における医療チーム

に積極的に参画し、相互の尊重のも

とに薬剤師に求められる行動を適切

にとる。

（基礎的な科学力）

生体及び環境に対する医薬品・化学

物質等の影響を理解するために必要

な科学に関する基本的知識・技能・

態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）

薬物療法を総合的に評価し、安全で

有効な医薬品の使用を推進するため

に、医薬品を供給し、調剤、服薬指

導、処方設計の提案等の薬学的管理

を実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）

地域の保健、医療、福祉、介護及び

行政等に参画・連携して、地域にお

ける人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有する。

（研究能力）

薬学・医療の進歩と改善に資するた

めに、研究を遂行する意欲と問題発

見・解決能力を有する。

（自己研鑽）

薬学・医療の進歩に対応するために、

医療と医薬品を巡る社会的動向を把

握し、生涯にわたり自己研鑽を続け

る意欲と態度を有する。

（教育能力）

次世代を担う人材を育成する意欲と

態度を有する。

1 医療人たる崇
高な倫理観と豊
かな人間性をも
ち、医療に携わ
る使命感を有し
ていること

2 医薬品を理解
し、適正使用の
礎となる科学力
を有しているこ
と

3 医療福祉連携
を推し進め、地
域における人々
の健康自立を支
援する全人的能
力（科学力・臨
床力・対人力）
を有しているこ
と

4 医療や福祉を
取り巻く様々な
課題に気付き、
解決に導く論理
的・科学的能力
を有しているこ
と

5 最新の医療情
報の収集等、自
己研鑽に努め、
生涯にわたって
学修する態度・
習慣を身に付け
ていること

本マップは新潟薬科大学ホームページ（http://www.nupals.ac.jp） にて閲覧できます

臨床実務実習事前学習Ⅰ

海外医療事情を学ぶ

最新医療を学ぶ

臨床実務実習事前学習Ⅱ

薬学に親しむ

フレッシャーズセミナー

くすりと科学Ⅰ

コミュニケーションを学ぶ

生命倫理Ⅰ 患者から学ぶ医療倫理 生命倫理Ⅱ

患者の権利と法規範

臨床心理学

地域におけるボランティア活動（履修期間は 4 年とする）

地域住民の健康状態を知る（履修期間は 4 年とする）

くすりと科学Ⅱ 薬学総括演習Ⅰ 薬学総括演習Ⅱ医療現場で役立つ物理学
医療現場で役立つ化学
医療現場で役立つ生物学
医療現場で役立つ衛生薬学
医療現場で役立つ薬理学

★
★
★
★
★

薬剤師と法律・制度
診断と治療の先端医療
薬剤使用評価
災害薬学
感染の制御と薬物治療
精神神経系疾患の薬物治療
循環器系疾患の薬物治療
内分泌系疾患、腎疾患の薬物治療
神経系疾患、脳血管障害の薬物治療
悪性腫瘍の薬物治療
緩和医療における薬物治療
呼吸器系・消化器系疾患の処方解析
免疫・アレルギー疾患、泌尿器系・生殖器系疾患の処方解析

※医療人としての倫理観

社会保障制度と医療経済

薬事関連法規

物質の変化と反応速度

早期体験学習Ⅰ

化学平衡
物理学演習
基礎物理学演習
数学演習
基礎数学演習

　
★
★
★
★

分子の構造
基礎科学実習Ⅰ
化学演習
基礎化学演習

　
　
★
★

官能基の性質
薬品有機化学実習
有機化学演習ⅡA
有機化学演習ⅡB

　
　
★
★

化学物質の構造決定
＃

生体分子のコアとパーツ
化学工業とグリーンケミストリー

生体の情報伝達
栄養の摂取と代謝

※

物質のエネルギーと物理平衡
電磁波・放射線と物質の相互作用
基礎科学実習Ⅳ
物理化学演習 A
物理化学演習 B

　
　
　
★
★

有機化学反応
有機化学演習ⅠA
有機化学演習ⅠB

　
★
★

早期体験学習Ⅱ 多職種間連携における薬剤師の役割

臨床実務直前演習

臨床実務実習

サプリメントと保健機能食品の科学※

※

医薬品の供給と安全管理
予防医療とプライマリケア
セルフメディケーションと一般医薬品
地域医療における薬剤師
医薬品の開発と治験
医療用具の適正使用
調剤学実習
患者応対と服薬指導

※
※

目的化合物をつくる
医薬品の歴史

新薬の開発

基礎科学実習Ⅱ

基礎科学実習Ⅲ

感染症と微生物Ⅰ

病態生理

生体防御と免疫感染症と微生物Ⅱ
微生物学実習

化学物質の構造解析 医薬品の定性定量分析
医薬品分析実習
分析化学演習 A
分析化学演習 B

　
　
★
★

神経系の疾患と薬
呼吸器系・消化器系の疾患と薬
循環器系、血液・造血器系の疾患と薬
身体所見実習
処方解析演習ⅠA
処方解析演習ⅠB

　
　

★
★

体の構造と機能
細胞の構造と機能
生物学演習
基礎生物学演習

　
　
★
★

生命情報と遺伝子
人体構造学実習
生物化学演習ⅠA
生物化学演習ⅠB

　
　
★
★

統計学
気象学
情報科学演習
植物学

　
※
※
※

英語Ⅲ
ロシア語Ⅰ
ハングルⅠ
中国語Ⅰ
ドイツ語Ⅰ
学術英語Ⅰ
学術英語Ⅱ
海外語学研修

　
※
※
※
※
※
※

英語Ⅳ
ロシア語Ⅱ
ハングルⅡ
中国語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ

　
※
※
※
※

経済学
法学

※
※ 社会心理学※

新潟の風土と歴史※ 新潟の食文化※ 文化人類学※ 発酵醸造学＃

マス・メディア論※ 哲学※

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅴ

生化学実習
生物化学演習ⅡA
生物化学演習ⅡB

　
★
★

動物バイオテクノロジー
微生物バイオテクノロジー
生体分子認識科学
バイオインフォマティクス

＃
＃
＃
＃

食品製造学
食品微生物学
食品化学
食品加工・保蔵学

＃
＃
＃
＃

※

構造生物学とタンパク質工学
食料・食品資源学

＃
＃

薬用植物と生薬
植物環境学

　
＃

薬理作用と薬物治療の基礎
症候と検査・疾患

生薬と天然由来活性物質・漢方薬
生薬化学実習

アロマセラピー※

スポーツⅠ スポーツⅡ

香粧品の科学※

薬物の体内動態
製剤の科学

化学物質と毒性
環境衛生実習

環境科学Ⅰ＃ 疫学と保健・医療統計

新潟地域でよく見られる疾病

地球・生活環境と健康
運動生理※

スポーツ薬学※ 食品の安全管理
病気と栄養

※
※

介護保険制度と医療福祉サービス
薬局の役割と経営
地域医療の実践

※
※
※

微分積分
情報リテラシ

英語Ⅵ 薬学英語Ⅰ 薬学英語Ⅲ薬学英語Ⅱ

卒業研究

薬物動態の解析
製剤の形状と機能
製剤学実習

代謝系・内分泌系の疾患と薬
感染症と薬
泌尿器系・生殖器系・感覚器・皮膚の疾患と薬
免疫系・炎症・アレルギー、骨・関節の疾患と薬
臨床研究デザインと医薬品の評価
薬物治療学実習
処方解析演習ⅡA
処方解析演習ⅡB

　
　

★
★

がんと薬
代表的な疾患における薬物治療の最適化
薬物治療に役立つ情報
個別化医療と薬物治療
処方解析演習ⅢA
処方解析演習ⅢB

　
　

★
★

多職種連携Ⅰ
多職種連携Ⅱ

※
※

必修科目
選択必修科目
選択科目
選択科目（応用生命科学部開講科目）
実技・実習科目
演習科目

（無印）　
★
※
＃

（記号の見方）

（基礎資料４）カリキュラムマップ
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科目名 開講年次

読み 書き 聞く 話す

英語リスニングⅠ（英語Ⅰ） 1 ○ ○

英語リーディングⅠ（英語Ⅱ） 1 ○

英語リスニングⅡ（英語Ⅲ） 1 ○ ○

英語リーディングⅡ（英語Ⅳ） 1 ○

薬学英語Ⅰ 2 ○ ○

薬学英語Ⅱ 3 ○ ○ ○ ○

外国語AⅠ（英語Ⅴ） 2 ○ ○ ○ ○

外国語AⅡ（英語Ⅵ） 2 ○ ○ ○ ○

外国語BⅠ（ドイツ語Ⅰ） 2 ○ ○ ○ ○

外国語BⅡ（ドイツ語Ⅱ） 2 ○ ○ ○ ○

外国語CⅠ（中国語Ⅰ） 2 ○ ○ ○ ○

外国語CⅡ（中国語Ⅱ） 2 ○ ○ ○ ○

（基礎資料５）語学教育の要素（例示）

要素

[注]　要素欄の該当するものに○印をお付けください。
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科目名 開講年次

読み 書き 聞く 話す

英語Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○

英語Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

英語Ⅲ 2 ○ ○ ○ ○

英語Ⅳ 2 ○ ○ ○ ○

英語Ⅴ 3 ○ ○ ○ ○

英語Ⅵ 3 ○ ○ ○ ○

薬学英語Ⅰ 4 ○ ○ ○ ○

薬学英語Ⅱ 5 ○ ○ ○ ○

薬学英語Ⅲ 6 ○ ○ ○ ○

ドイツ語Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

ドイツ語Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

ハングルⅠ 2 ○ ○ ○ ○

ハングルⅡ 2 ○ ○ ○ ○

ロシア語Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

ロシア語Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

学術英語Ⅰ 2 ○ ○

学術英語Ⅱ 3 ○ ○

海外語学研修 2 ○ ○ ○ ○

要素

（基礎資料５）語学教育の要素（例示）

[注]　要素欄の該当するものに○印をお付けください。
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/

。
平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

日
時

LS
到
達
目
標

形
式

担
当

補
助

臨
床
講
師
学
外
実
習
室

5月
27
日
(水
)

1限
Nl
-0
1

◎
事
前
実
習
・
実
務
実
習
を
行
う
意
義
、
進
め
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
(知
識
)

◎
礼
儀
、
笑
顔
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
身
だ
し
な
み
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
報
告
、
連
絡
、
相
談
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
実
習
報
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1

5月
27
日
(水
)

2-
4口
風
Nl
-0
2
◎
病
院
口 薬
局
実
務
実
習
の
内
容
・
実
態
に
つ
い
て
討
議
す
る
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

学
生
3人

塩
川
秀
樹

1
CB
20
1

5月
28
日
(木
)

1-
2限

N8
-0
4
◎
呼
吸
器
疾
患
(気
管
支
喘
息
、
CO
PD
な
ど
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説

明
し
、
治
療
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

5月
28
日
(木
)

3-
5口
員
Nl
-0
3

◎
薬
剤
師
に
必
要
な
医
療
倫
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

(態
度
)

◎
薬
剤
師
が
行
う
業
務
が
患
者
本
位
の
フ
ア
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
の
概
念
に

そ
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
南
雲
陽
子

阿
部
学

臨
床
薬
学

関
原
治
子
(S
P)

三
上
息
子
(S
P)

3
CB
20
1

5月
29
日
(金
)

1-
2限

N8
-0
5
◎
代
表
的
な
感
染
症
に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
す
る
た
め
の
抗

菌
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

5月
29
日
(金
)

3-
5日
風
N2
-0
4
自
分
の
能
力
や
責
任
範
囲
の
限
界
と
他
の
医
療
従
事
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
討
議

す
る
。
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
阿
部
学
臨
床
薬
学

CB
20
1

6月
1日
(月
)

1-
2限

N2
-0
1

◎
医
薬
分
業
の
仕
組
み
と
意
義
を
概
説
で
き
る
。
(知
識
)

◎
保
険
制
度
と
診
療
報
酬
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
保
険
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
(学
校
薬
剤
師
業
務
、
薬

物
乱
用
防
止
な
ど
も
含
む
)に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
(知
識
)

◎
在
宅
医
療
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
保
険
薬
局
で
取
り
扱
う
医
薬
品
(医
療
用
医
薬
品
、
一
般
用
医
薬
品
)、
健
康
食

品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
、
そ
の
流
通
経
路
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
山
岸
美
恵
子

1
CB
20
1

6月
1日
(月
)

3-
5限

N2
-0
2
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
薬
剤
師
が
関
わ
る
意
義
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
(態
度
)
演
習
(S
GD
)
山
岸
美
恵
子

阿
部
学
臨
床
薬
学

1
CB
20
1

6月
2日
(火
)

1限
N3
-0
2

◎
内
服
剤
(散
剤
、
水
剤
、
錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
な
ど
)に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(知
識
)

◎
外
用
剤
(軟
膏
、
点
眼
)に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
項
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(知

識
)

講
義
河
野
健
治

1
CB
20
1

6月
2日
(火
)

2限
N3
-0
5
◎
計
量
調
剤
(散
剤
)に
つ
い
て
基
本
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(知
識
)

講
義

阿
部
学

CB
20
1

6月
2日
(火
)

3-
4限

N8
-0
1
◎
症
候
と
疾
患
(バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
の
関
係
も
含
む
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
治
療
薬
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
3日
(水
)

1限
N8
-1
1
◎
妊
婦
・
授
乳
婦
へ
の
薬
物
療
法
に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
薬

の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義

阿
部
学

CB
20
1

6月
3日
(水
)

2限
N6
-0
3

◎
医
療
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
そ
の
回
避
シ
ス
テ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。
(知
識
)

◎
院
内
感
染
の
回
避
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
薬
剤
師
業
務
の
中
で
起
こ
り
や
す
い
事
故
事
例
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
を
説
明
で
き

る
。
(知
識
)

◎
誤
り
を
生
じ
や
す
い
投
薬
例
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
を
列
挙
し
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
持
参
薬
管
理
、
薬
歴
管
理
の
意
義
と
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
朝
倉
俊
成

CB
20
1

6月
3日
(水
)

3-
5限

N6
-0
4
◎
誤
り
を
生
じ
や
す
い
調
剤
例
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
具
体
策
を
提
案
す
る
。
(態
度
)

◎
事
故
が
起
こ
つ
た
場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
提
案
す
る
。
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
朝
倉
俊
成
臨
床
薬
学

CB
20
1

6月
4日
(木
)

1-
4口
艮

N2
-0
5
◎
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
と
り
方
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
青
木
定
夫
臨
床
薬
学
福
島
仁
美
(N
s)

渡
邊
恵
(N
s)

2
Ｃ
Ｂ
２
０
‐

Ｂ
３
０
３

N2
-0
6
◎
心
肺
蘇
生
〔A
ED
、
胸
部
圧
迫
法
(心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
)、
人
工
呼
吸
〕 を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

で
き
る
。
(技
能
)

N2
-0
7
◎
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
見
方
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

6月
5日
(金
)

1限
N3
-0
7
◎
処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
に
必
要
な
計
算
が
で
き
る
。
(知
識
口 技
能
)

技
能

阿
部
学

CB
20
1

6月
5日
(金
)

2限
N3
-0
3
◎
計
数
調
剤
(錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
な
ど
)に
つ
い
て
基
本
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
(知
識
)

講
義
齊
藤
幹
央

CB
20
1

6月
5日
(金
)

3限
N4
-0
2
◎
栄
養
の
必
要
性
を
判
断
し
て
、
必
要
栄
養
量
の
計
算
が
で
き
る
。
(知
識
・
技
術
)

◎
体
内
電
解
質
の
過
不
足
を
判
断
し
て
補
正
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
山
下
恒
弘

1
CB
20
1

6月
5日
(金
)

4限
N4
-0
1
◎
注
射
剤
の
包
装
形
態
お
よ
び
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
輸
液
と
経
管
栄
養
剤
の
種
類
と
適
応
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
注
射
剤
の
代
表
的
な
配
合
変
化
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
河
野
健
治

1
CB
20
1

6月
8日
(月
)

1限
N3
-0
6
◎
計
量
調
剤
(水
剤
)に
つ
い
て
基
本
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
朝
倉
俊
成

CB
20
1

6月
8日
(月
)

2限
N3
-0
4
◎
計
量
調
剤
(軟
膏
剤
)に
つ
い
て
基
本
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
8日
(月
)

3-
5限

N3
-0
7
◎
薬
袋
薬
札
を
適
切
に
作
成
す
る
た
め
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知

識
)

◎
処
方
せ
ん
を
見
て
薬
袋
、
薬
札
を
作
成
で
き
る
。
(知
識
・
技
能
)

実
習
阿
部
学

臨
床
薬
学

加
藤
由
起
子

塚
野
淳
子

田
原
清
子

皆
川
淑
哉

堀
田
ま
ゆ
み

5

CB
20
1

N3
-0
8
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(軟
膏
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
特
定
の
配
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
医
薬
品
の
性
状
、
外
観
の
変
化
を
観
察
す
る
(技

能
)

実
習
坂
爪
重
明

H1
02

N3
-0
9
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
数
調
剤
(錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
、
分
包
散
剤
、
貼
付
剤
、

点
眼
剤
な
ど
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
齊
藤
幹
央

H1
01

N4
-0
3

◎
代
表
的
な
配
合
変
化
を
検
出
で
き
る
。
(技
能
)

◎
ガ
ウ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
理
解
し
、
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

◎
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
の
基
本
的
な
使
い
方
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
手
洗
い
と
手
袋
の
着
脱
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
無
菌
的
に
注
射
剤
の
混
合
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
抗
悪
性
腫
瘍
剤
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避
の
基
本
的
手

技
を
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

◎
無
菌
操
作
の
原
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
(知
識
)

◎
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
河
野
健
治
笹
木
睦
子

清
水
健
―

岩
倉
潔

鈴
木
憲

内
山
真
理
子

渡
部
学

佐
藤
由
佳

勝
山
新
―
郎

山
下
英
臣

笹
山
明
子

10
H1
05

6月
9日
(火
)

1-
2限

N8
…
02
◎
消
化
器
疾
患
(胃
炎
、
消
化
性
漬
瘍
、
炎
症
性
腸
疾
患
、
便
秘
、
下
痢
、
肝
疾
患
な

ど
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

6月
9日
(火
)

3-
5限

N3
-0
7
◎
薬
袋
薬
札
を
適
切
に
作
成
す
る
た
め
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知

識
)

◎
処
方
せ
ん
を
見
て
薬
袋
、
薬
札
を
作
成
で
き
る
。
(知
識
口 技
能
)

実
習

阿
部
学

臨
床
薬
学

小
池
由
博

塚
野
津
子

後
藤
幸
奈

小
林
範
博

4

CB
20
1

N3
-0
8
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(軟
膏
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
特
定
の
配
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
医
薬
品
の
性
状
、
外
観
の
変
化
を
観
察
す
る
(技

能
)

実
習
坂
爪
重
明

H1
02

N3
-0
9
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
数
調
剤
(錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
、
分
包
散
剤
、
貼
付
剤
、

点
眼
剤
な
ど
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
齊
藤
幹
央

H1
01

N4
-0
3

◎
代
表
的
な
配
合
変
化
を
検
出
で
き
る
。
(技
能
)

◎
ガ
ウ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
理
解
し
、
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

◎
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
の
基
本
的
な
使
い
方
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
手
洗
い
と
手
袋
の
着
脱
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
無
菌
的
に
注
射
剤
の
混
合
が
で
き
る
。
(技
能
)

◎
抗
悪
性
腫
瘍
剤
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避
の
基
本
的
手

技
を
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

◎
無
菌
操
作
の
原
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
(知
識
)

◎
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
河
野
健
治
笹
木
睦
子

古
川
智
康

岩
倉
潔

山
崎
修
治

内
山
真
理
子

渡
部
学

佐
藤
由
佳

勝
山
新
一
郎

山
下
英
臣

笹
山
明
子

10
H1
05
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
10
日
(水
)

1限
N2
-0
3

◎
医
療
チ
ー
ム
の
構
成
や
各
構
成
員
の
役
割
、
連
携
と
責
任
体
制
を
説
明
で
き
る
.

(知
識
)

◎
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
医
療
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
薬
剤
師
の
位
置
づ
け
と
役
割
、
保
険
調
剤
に
つ
い
て

概
説
で
き
る
。
(知
識
)

◎
治
験
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
朝
倉
俊
成

CB
20
1

6月
10
日
(水
)

2限
N7
-0
3

◎
医
薬
品
添
付
文
書
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知

識
)

◎
緊
急
性
安
全
性
情
報
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
持
参
薬
の
鑑
別
方
法
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1

6月
10
日
(水
)

3-
5限

N6
-0
5
◎
持
参
薬
、
薬
歴
管
理
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
院
内
感
染
の
原
因
に
つ
い
て
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

演
習
(S
GD
)
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

CB
20
1

6月
11
日
(木
)

1-
2限

N3
…
01

◎
処
方
せ
ん
の
法
的
位
置
づ
け
と
機
能
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義

坂
爪
重
明

河
野
健
治

継
田
雅
美

須
佐
寿

鈴
木
憲

藤
井
桃
子

勝
山
新
―
郎

小
林
範
博

田
原
清
子

堀
田
ま
ゆ
み

9
CB
20
1

◎
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
概
説
で
き
る
。
(知
識
)

◎
処
方
せ
ん
の
種
類
、
特
徴
、
必
要
記
載
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
調
剤
を
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
口 演
習

◎
不
適
切
な
処
方
せ
ん
の
処
置
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
患
者
に
適
し
た
剤
形
を
選
択
で
き
る
。
(知
識
・
技
能
)

6月
11
日
(木
)

3-
5口
艮
N7
-0
4

◎
持
参
薬
を
鑑
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
(技
能
)

◎
鑑
別
し
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
効
能
口 効
果
、
用
法
・
用
量
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
鑑
別
し
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
警
告
、
禁
忌
、
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
鑑
別
し
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
相
互
作
用
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
鑑
別
し
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
副
作
用
の
初
期
症
状
と
検
査
所
見
を
具
体
的
に
説

明
で
き
る
。
(知
識
)

実
習
竹
野
敏
彦

朝
倉
俊
成
臨
床
薬
学

関
川
敬

渡
部
学

3
C8
20
1

6月
12
日
(金
)

1限
N7
…
08

◎
代
表
的
な
医
薬
品
の
用
法
口 用
量
お
よ
び
投
与
計
画
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知

識
)

◎
患
者
の
特
性
(新
生
児
、
小
児
、
高
齢
者
、
妊
婦
な
ど
)に
適
し
た
用
法
・
用
量
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
病
態
(腎
、
肝
疾
患
な
ど
)に
適
し
た
用
量
設
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
患
者
の
特
性
に
適
し
た
用
量
を
計
算
で
き
る
。
(技
能
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1

6月
12
日
(金
)

2限
N8
-1
4

◎
主
な
医
療
用
語
(カ
ル
テ
用
語
、
略
語
)を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
PO
S、
SO
AP
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
服
薬
指
導
の
意
義
を
法
的
、
倫
理
的
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

(知
識
)

◎
代
表
的
な
医
薬
品
の
服
薬
指
導
上
の
注
意
点
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
斉
藤
幹
央

CB
20
1
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
12
日
(金
)

3-
5限

N6
-0
6

◎
処
方
せ
ん
の
種
類
、
特
徴
、
必
要
記
載
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
調
剤
を
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
処
方
せ
ん
例
の
鑑
査
に
お
け
る
注
意
点
を
説
明
で
き
る
。

◎
処
方
せ
ん
の
鑑
査
の
意
義
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
(態
度
)

講
義
口 演
習

(S
GD
)
阿
部
学

CB
20
1

6月
15
日
(月
)

1-
2口
艮
N5
-0
1

◎
院
内
製
剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

(知
識
)

◎
薬
局
製
剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

(知
識
)

◎
代
表
的
な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
消
毒
薬
調
製
時
の
注
意
点
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
齊
藤
幹
央

CB
20
1

6月
15
日
(月
)

3…
4口
風

N8
…
07
◎
糖
尿
病
に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
糖
尿
病
薬
の
適
正
な
使
い
方

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
朝
倉
俊
成

CB
20
1

6月
15
日
(月
)

5限
N8
-1
0
◎
循
環
器
疾
患
(高
血
圧
、
狭
心
症
、
虚
血
性
心
疾
患
、
不
整
脈
、
心
不
全
な
ど
)に

つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
。
(知
識
)

講
義
渡
邊
賢
―

CB
20
1

6月
16
日
(火
)

1-
5限

N8
-1
2
◎
イ
ン
ス
リ
ン
注
入
器
・
SM
BG
、
MD
Iな
ど
の
医
療
用
器
具
の
取
り
扱
い
が
で
き
る

(技
能
)

実
習
朝
倉
俊
成
臨
床
薬
学

須
藤
志
帆

山
田
徹

長
井
―
彦

加
藤
由
起
子

小
池
由
博

関
口
知
行

6

CB
20
1
H2
01
H2
02

6月
17
日
(水
)

1限
N7
-0
1
◎
代
表
的
な
医
薬
品
に
つ
い
て
効
能
口 効
果
、
用
法
・
用
量
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
医
薬
品
に
つ
い
て
警
告
、
禁
忌
、
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1

6月
17
日
(水
)

2限
N7
-0
2
◎
代
表
的
な
医
薬
品
に
つ
い
て
相
互
作
用
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
医
薬
品
の
副
作
用
の
初
期
症
状
と
検
査
所
見
を
具
体
的
に
説
明
で
き

る
。
(知
識
)

講
義
坂
爪
重
明

CB
20
1

6月
17
日
(水
)

3限
N8
-1
5

◎
医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
使
命
や
医
療
倫
理
な
ど
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
(知

識
)

◎
服
薬
指
導
に
必
要
な
患
者
情
報
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
医
師
、
看
護
師
な
ど
と
の
情
報
の
共
有
化
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
患
者
接
遇
に
際
し
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
注
意
点
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
齊
藤
幹
央

CB
20
1

6月
17
日
(水
)

4限
N9
-1
◎
知
識
達
成
度
前
期
チ
ェ
ッ
ク
(知
識
)

講
義
口 試
験
朝
倉
俊
成
臨
床
薬
学

CB
20
1

6月
18
日
(木
)

1…
2限

N8
-0
3
◎
腎
疾
患
(糸
球
体
腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
腎
不
全
な
ど
)、
泌
尿
器
疾
患
(前
立
腺
肥

大
症
、
過
活
動
膀
眺
、
尿
路
結
石
な
ど
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治

療
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
18
日
(木
)

3…
4口
艮
N8
-0
6
◎
精
神
疾
患
(統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
、
神
経
症
・
心
身
症
、
睡
眠
障
害
、
過
換
気

症
候
群
な
ど
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
薬
の
適
正
な
使
い
方

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

6月
18
日
Cへ
)

5限
N8
…
13

◎
主
な
臨
床
検
査
値
の
意
義
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
薬
物
投
与
と
臨
床
検
査
値
の
変
化
に
つ
い
て
例
示
で
き
る
。
(知
識
)

◎
カ
ル
テ
か
ら
必
要
な
臨
床
検
査
値
お
よ
び
関
連
情
報
を
収
集
で
き
る
。
(知
識
)

◎
患
者
背
景
、
情
報
(コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
経
過
、
診
療
録
、
薬
歴
な
ど
)を
把
握
で
き

る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
疾
患
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目
を
列
挙
で
き
る
。
(知
識
)

◎
患
者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
守
秘
義
務
な

ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
渡
邊
賢
―

CB
20
1

6月
19
日
(金
)

1限
N7
-0
5

◎
疑
義
照
会
の
意
義
に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
を
含
め
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
配
合
変
化
の
組
合
せ
と
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
不
適
切
な
処
方
せ
ん
例
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
疑
義
照
会
の
流
れ
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義

阿
部
学

CB
20
1

6月
19
日
(金
)

2限
N6
-0
1

◎
医
薬
品
管
理
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
剤
形
の
安
定
性
、
保
存
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
薬
剤
の
管
理
の
科
学
的
根
拠
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
代
表
的
な
麻
薬
の
種
類
と
用
途
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
毒
薬
・
劇
薬
の
管
理
お
よ
び
取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
麻
薬
、
向
精
神
薬
な
ど
の
管
理
と
取
扱
い
(購
入
、
投
薬
、
廃
棄
な
ど
)に
つ
い
て
説

明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
長
井
―
彦

1
CB
20
1

6月
19
日
(金
)

3-
5限

N6
-0
2

◎
血
漿
分
画
製
剤
の
管
理
お
よ
び
取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
輸
血
用
血
液
製
剤
の
管
理
お
よ
び
取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
生
物
製
剤
の
管
理
と
取
扱
い
(投
薬
、
廃
棄
な
ど
)に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知

識
)

◎
生
物
製
剤
の
管
理
と
取
扱
い
(保
存
、
廃
棄
な
ど
)に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。

(技
能
)

◎
毒
薬
・
劇
薬
の
管
理
お
よ
び
取
扱
い
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
麻
薬
の
取
扱
い
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
代
表
的
な
放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途
を
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
放
射
性
医
薬
品
の
管
理
と
取
扱
い
(投
薬
、
廃
棄
な
ど
)に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

(知
識
)

講
義
口 実
習
長
井
一
彦

阿
部
学
臨
床
薬
学

1
CB
20
1

6月
22
日
(月
)

1-
2口
風

N8
…
08
◎
代
表
的
な
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
す
る
た
め
の

抗
悪
性
腫
瘍
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

6月
22
日
(月
)

3-
5口
風
N7
-0
7
◎
処
方
せ
ん
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
薬
剤
師
と
医
師
の
連
携
の
重
要
性
を
討

議
す
る
。
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
阿
部
学
臨
床
薬
学

CB
20
1

 
- 115 -



平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
23
日
(火
)

1-
2限

N8
-0
9
◎
免
疫
疾
患
(関
節
リ
ウ
マ
チ
、
SL
E、
AI
DS
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
レ
イ
ノ
ー
症
候

群
な
ど
)に
つ
い
て
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
治
療
薬
の
適
正
な
使
い
方
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

講
義
青
木
定
夫

CB
20
1

6月
23
日
(火
)

3-
5口
風

N7
…
06
◎
疑
義
照
会
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
。
(技
能
・
態
度
)

実
習
阿
部
学
臨
床
薬
学

CB
20
1

6月
24
日
(水
)

1…
4口
艮

N5
…
02
◎
代
表
的
な
院
内
製
剤
(注
射
剤
)を
調
製
で
き
る
。
(技
能
)

◎
消
毒
薬
を
調
製
で
き
る
。
(技
能
)

◎
代
表
的
な
院
内
製
剤
(坐
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
な
ど
)を
調
製
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
齊
藤
幹
央
臨
床
薬
学

須
佐
寿

相
田
宏
美

藤
井
桃
子

佐
藤
若
菜

勝
山
新
―
郎

小
林
範
博

井
上
幹
雄

H1
01
H1
02
H1
05
H2
02

6月
25
日
(木
)

1…
5限

N3
…
10
◎
薬
歴
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
薬
歴
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
(技
能
)

技
能
阿
部
学

臨
床
薬
学

坂
井
厚
志

塚
野
淳
子

中
沢
―
禎

佐
藤
若
菜

山
下
英
臣

堀
田
ま
ゆ
み

6

１ ２ ７

０ ０ ０

１ １ ２

Ｈ Ｈ Ｃ

N3
-1
1
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(散
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
齊
藤
幹
央

N3
-1
2
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(水
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
朝
倉
俊
成

N3
-1
3

◎
保
険
薬
局
で
処
方
箋
を
持
つ
て
き
た
患
者
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。

(技
能
)

◎
OT
C、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
希
望
す
る
来
局
者
へ
の
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き

る
。
(技
能
)

◎
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
健
康
相
談
へ
の
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。

(技
能
)

◎
在
宅
で
の
患
者
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
病
棟
で
の
初
回
面
談
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
共
感
的
態
度
で
患
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
(技
能
・
態
度
)

◎
病
棟
で
の
服
薬
指
導
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

◎
薬
局
窓
口
で
の
薬
剤
交
付
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

◎
一
般
用
医
薬
品
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

実
習
若
林
広
行
神
田
循
吉

CB
20
1

実
習
渡
邊
賢
―
張
馬
梅
書

H2
02
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平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

6月
26
日
(金
)

1-
5限

N3
-1
0
◎
薬
歴
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
(知
識
)

◎
薬
歴
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
(技
能
)

技
能
阿
部
学

臨
床
薬
学

須
佐
寿

塚
野
淳
子

藤
井
桃
子

瀧
澤
未
央

山
下
英
臣

皆
川
淑
哉

6

１ ２ ７

０ ０ ０

１ １ ２

Ｈ Ｈ Ｃ

N3
-1
1
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(散
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
斉
藤
幹
央

N3
…
12
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(水
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
坂
爪
重
明

N3
-1
3

◎
保
険
薬
局
で
処
方
箋
を
持
つ
て
き
た
患
者
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。

(技
能
)

◎
OT
C、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
希
望
す
る
来
局
者
へ
の
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き

る
。
(技
能
)

◎
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
健
康
相
談
へ
の
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。

(技
能
)

◎
在
宅
で
の
患
者
応
対
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
病
棟
で
の
初
回
面
談
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
共
感
的
態
度
で
患
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
(技
能
・
態
度
)

◎
病
棟
で
の
服
薬
指
導
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

◎
薬
局
窓
口
で
の
薬
剤
交
付
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

◎
一
般
用
医
薬
品
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
(技
能
)

実
習
若
林
広
行
神
田
循
吉

CB
20
1

実
習
渡
邊
賢
―
張
馬
梅
書

H2
02

6月
29
日
(月
)

1-
5限

N8
-1
7
◎
高
齢
者
、
妊
婦
、
視
党
障
害
、
四
肢
の
麻
痺
な
ど
の
身
体
不
自
由
を
体
験
す
る
(態

度
)

実
習
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

岩
倉
潔

稲
月
幸
範

山
田
徹

櫻
井
信
幸

中
沢
―
禎

後
藤
幸
奈

関
口
知
行

堀
田
ま
ゆ
み

8
CB
20
1
H1
02

6月
30
日
(火
)

1-
5口
艮
N8
-1
6

◎
患
者
背
景
、
情
報
(コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
経
過
、
診
療
録
、
薬
歴
な
ど
)を
把
握
で
き

る
。
(技
能
)

◎
代
表
的
な
症
例
に
つ
い
て
の
服
薬
指
導
の
内
容
を
SO
AP
の
書
き
方
で
適
切
に
記

録
で
き
る
。
(技
能
)

◎
適
切
な
言
葉
を
選
び
、
適
切
な
手
順
を
経
て
服
薬
指
導
す
る
。
(技
能
・
態
度
)

◎
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド・
コ
ン
セ
ン
ト
、
守
秘
義
務
な
ど
に
配
慮
す
る
。
(態
度
)

◎
医
薬
品
に
不
安
、
抵
抗
感
を
持
つ
理
由
を
理
解
し
、
そ
れ
を
除
く
努
力
を
す
る
。
(態

度
)

◎
代
表
的
な
医
薬
品
に
つ
い
て
、
適
切
な
服
薬
指
導
が
で
き
る
。
(知
識
・
技
能
)

◎
患
者
背
景
に
配
慮
し
た
服
薬
指
導
が
で
き
る
。
(態
度
)

演
習
(S
GD
)
齊
藤
幹
央
臨
床
薬
学
山
田
仁
志

関
川
敬

2
CB
20
1
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。
平
成
27
年
度
臨
床
実
務
実
習
事
前
実
習

実
習
日
程
表

7月
1日
Oκ
)

1-
5限

N3
…
11
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(散
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
齊
藤
幹
央

臨
床
薬
学

１ ２ ２

０ ０ ０

１ １ ２

Ｈ Ｈ Ｈ

N3
-1
2
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(水
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
朝
倉
俊
成

N6
-0
7
◎
代
表
的
な
処
方
せ
ん
例
の
鑑
査
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
調
剤
さ
れ
た
医
薬
品
の
鑑
査
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
坂
爪
重
明

7月
2日
(木
)

1-
5口
艮

N3
…
11
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(散
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
齊
藤
幹
央

臨
床
薬
学

１ ２ ２

０ ０ ０

１ １ ２

Ｈ Ｈ Ｈ

N3
…
12
◎
処
方
せ
ん
例
に
従
つ
て
、
計
量
調
剤
(水
剤
調
剤
)を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)
実
習
朝
倉
俊
成

N6
…
07
◎
代
表
的
な
処
方
せ
ん
例
の
鑑
査
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

◎
調
剤
さ
れ
た
医
薬
品
の
鑑
査
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
。
(技
能
)

実
習
坂
爪
重
明

7月
3日
(金
)

2限
N9
…
1
◎
知
識
達
成
度
前
期
チ
ェ
ッ
ク
(知
識
)

講
義
・
試
験
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

CB
20
1

7月
3日
(金
)

3-
5限

N9
-2
◎
処
方
せ
ん
受
付
か
ら
交
付
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
の
っ
た
調
剤
が
実
践
で
き
る

(技
能
)

実
習
・
試
験
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

須
佐
寿

渡
部
学

櫻
井
信
幸

藤
井
桃
子

井
上
幹
雄

笹
山
明
子

6

CB
20
1
H1
01
H1
02

7月
6日
(月
)

1…
5限

N9
-2
◎
処
方
せ
ん
受
付
か
ら
交
付
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
の
つ
た
調
剤
が
実
践
で
き
る

(技
能
)

実
習
口 試
験
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

岩
倉
潔

田
中
良
純

塚
野
淳
子

小
林
範
博

笹
山
明
子

堀
田
ま
ゆ
み

6

CB
20
1
H1
01
H1
02

7月
7日
(火
)

1-
5限

N9
-2
◎
処
方
せ
ん
受
付
か
ら
交
付
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
の
つ
た
調
剤
が
実
践
で
き
る

(技
能
)

実
習
・
試
験
坂
爪
重
明
臨
床
薬
学

岩
倉
潔

三
星
知

櫻
井
信
幸

塚
野
淳
子

後
藤
幸
奈

小
林
範
博

井
上
幹
雄

皆
川
淑
哉

8

CB
20
1
H1
01
H1
02

 
- 118 -



（基礎資料７）学生受入状況について

学科名 入試の種類
平成23年度　
入試（22年度

実施）

平成24年度　
入試（23年度

実施）

平成25年度　
入試（24年度

実施）

平成26年度　
入試（25年度

実施）

平成27年度　
入試（26年度

実施）

平成28年度　
入試（27年度

実施）

募集定員数に
対する入学者
数の比率（６
年間の平均）

受験者数 205 203 281 269 217 231

合格者数 160 198 154 144 174 178

入学者数(A) 89 106 94 89 112 97

募集定員数(B) 100 100 100 94 100 105

A/B*100(%) 89 106 94 95 124 92

受験者数 187 188 244 280 145 157

合格者数 153 173 151 164 112 132

入学者数(A) 28 39 53 46 22 19

募集定員数(B) 23 23 23 30 40 35

A/B*100(%) 122 170 230 153 55 1

受験者数 22 21 20 16 13 17

合格者数 22 21 20 16 13 17

入学者数(A) 22 21 20 15 13 17

募集定員数(B) 57［注1］ 57［注2］ 50［注3］ 50［注3］ 20 20

A/B*100(%) 96 86 108 82 65 85

受験者数 23 19 19 22 26 18

合格者数 23 19 19 19 23 16

入学者数(A) 23 19 19 19 22 16

募集定員数(B) 57［注1］ 57［注2］ 50［注3］ 50［注3］ 20［注4］ 20［注4］

A/B*100(%) 96 86 108 82 180 120

受験者数 2 1

合格者数 2 1

入学者数(A) 2 1

募集定員数(B) 7 6

A/B*100(%) 29 17

受験者数 9 19 8 15 13

合格者数 9 15 7 14 8

入学者数(A) 9 15 7 14 8

募集定員数(B) 57［注2］ 50［注3］ 50［注3］ 20［注4］ 20［注4］

A/B*100(%) 86 108 82 180 120

受験者数 1 0 1 0 0 4

合格者数 1 0 1 0 0 1

入学者数(A) 1 0 1 0 0 1

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可

受験者数 1 0 4 3 2 4

合格者数 0 0 4 2 2 4

入学者数(A) 0 0 4 2 1 1

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可 算出不可

受験者数 439 440 590 599 418 444

合格者数 359 420 366 353 338 356

入学者数(A) 163 194 208 179 184 159

募集定員数(B) 180 180 180 180 180 180

A/B*100(%) 91 108 116 99 102 88

薬
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
科

100.6

学　科　計

[注1]募集定員は指定校推薦入試と一般推薦入試の合算で57名

一般入試

大学入試センター
入試

指定校推薦

一般推薦入試
（専願制）

一般推薦入試
（併願制）

[注4]募集定員は一般推薦入試と高大連携講座推薦入試の合算で20名

高大連携講座
推薦入試

特別選抜
（社会人）入試
但し１年次入学

特別選抜
（学士）入試
但し１年次入学

薬
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
部

[注2]募集定員は指定校推薦入試と一般推薦入試と高大連携講座推薦入試の合算で57名

[注3]募集定員は指定校推薦入試と一般推薦入試と高大連携講座推薦入試の合算で50名
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33 名

6 名

＊１　大学設置基準　第二条別表第一、イ備考4

＊２　大学設置基準　別表第一、イ十号

（教員の部） 教授 准教授 専任講師 助教 助手 備考

教養教育 4 2 0 0 0

語学教育 0 1 0 0 0

薬学基礎教育 5 2 0 4 2

専門薬学教育 10(1) 4 0 4 7(2) 実:3

実務実習教育 2(2) 0 0 2(2) 1(1) 実:5

小計 21 9 0 10 10

専任教員数

（事務職員の部） 局長 部長 課長 事務員 その他の職種 備考

大学業務関連 0 1 6 16 0

法人業務関連 0 1 1 4 0

小計 0 2 7 20 0

事務職員数

[注] 　１　主に担当する科目（業務）で算出し、重複しないように注意してください。

　４　「その他の職種」の欄に記入した数については、「備考」にその職種名を記入してください。

　２　該当する場合は、（　）内に実務家教員、見なし教員または特任等の数を記入し、「備考」欄にその内訳
　　　を記入してください。（例示：6(2)＝６名のうち２名が特任）

　３　該当する場合は、（　）内に臨時・嘱託事務職員数を記入してください。（例示：3(1)＝３名のうち１名
      が嘱託事務職員）

　５　専任教務補助員（例えば､いわゆる副手、実験補助員等）、ティーチング・アシスタント（ＴＡ）、リサ
　　　ーチ・アシスタント（ＲＡ）については、「備考」欄にその各々の名称と人数を記入してください。

（基礎資料８）教員・事務職員数

①設置基準において、必要な６年制薬学科の教員数 ＊１

②設置基準において、必要な実務家教員数 ＊２

( 50 )

　　　（ 29 ）
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職
位

70
歳
代

6
0歳

代
50
歳
代

40
歳
代

30
歳
代

20
歳
代

計

0
11
(1
)

7
3

0
0

21

0%
52
.4
%

33
.3
%

14
.3
%

0%
0%

10
0％

0
0

2(
1)

7(
1)

0
0

9

0%
0
%

22
.2
%

77
.8
%

0%
0%

10
0％

0
0

0
0

0
0

0

0%
0
%

0%
0%

0%
0%

0％

0
0

0
6(
1)

4(
1)

0
10

0%
0
%

0%
60
.0
%

40
.0
%

0%
10
0％

0
11
(1
)

9(
1)

16
(2
)

4(
1)

0
40

0%
2
7.
5%

22
.5
%

40
.0
%

10
.0
%

0%
10
0％

定
年
年
齢

68
歳

[注
]
１
　
上
段
に
は
人

数
、
下
段
に
は
％
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
（
　
　
）
に

女
性
の
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
例
示
：
2(
1)
＝
２
名
の
う
ち
１
名

が
女
性
）

３
　
「
定
年
年
齢

」
に
は
、
規
定
さ
れ
た
定
年
退
職
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

合
計

（
基

礎
資
料
９
）
専
任
教
員
年
齢
構
成

教
　
授

准
教
授

専
任
講
師

助
教
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

官
能
基
の
性
質
I（

薬
化
学
I）

2.
0

2.
0

0.
0

0.
0

官
能
基
の
性
質
II

（
薬
化
学
II

）
2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

薬
品
化
学
実
習
I

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
2.
0

2.
0

0.
1

1.
2

1.
6

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

8.
0

3.
6

0.
1

5.
9

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

基
礎
科
学
実
習
I

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

医
薬
品
の
ｺｱ

と
ﾊﾟ

ｰﾂ
I（

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｼﾅ
ﾙｹ

ﾐｽ
ﾄﾘ

ｰI
）

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

薬
品
化
学
実
習
II

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

医
薬
品
の
ｺｱ

と
ﾊﾟ

ｰﾂ
II

（
ﾒﾃ

ﾞｨ
ｼﾅ

ﾙｹ
ﾐｽ

ﾄﾘ
ｰI

I）
1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
1.
2

2.
4

0.
5

2.
7

0.
0

0.
1

7.
2

0.
0

0.
0

11
.1

2.
4

0.
6

7.
4

自
然
が
生
み
出
す
薬
物
II

(生
薬
学
)

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

生
薬
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

漢
方
医
学
の
基
礎
（
漢
方
概
論
）

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
0.
1

2.
4

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

4.
8

0.
0

0.
1

7.
2

0.
0

3.
7

基
礎
科
学
実
習
II

I
4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
2

0.
0

0.
0

0.
2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

薬
理
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

薬
の
効
く
ﾌﾟ

ﾛｾ
ｽ（

薬
理
学
･薬

物
動
態
学
序
論
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

薬
理
作
用
と
副
作
用
I（

薬
理
学
・
毒
性
学
I）

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

化
学
構
造
と
薬
理
作
用
（
薬
理
学
演
習
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

生
体
の
情
報
伝
達
（
生
理
化
学
）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

薬
理
作
用
と
副
作
用
II

（
薬
理
学
・
毒
性
学
II

）
1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

薬
理
作
用
と
副
作
用
IV

（
薬
理
学
・
毒
性
学
IV

）
2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

最
新
薬
理
学

0.
6

0.
6

0.
0

0.
0

副
作
用
・
相
互
作
用

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

計
4.
5

3.
2

0.
2

3.
3

0.
0

0.
1

0.
0

9.
6

0.
1

7.
8

12
.8

0.
4

10
.7

20
11
.4
.1

京
都

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

京
都

大
学

）

前
田
　
武
彦

20
10
.1
.1

東
京

大
学

大
学

院
薬

学
系

研
究

科
博

士
課

程
修

了
薬

学
博

士

渋
谷
　
雅
明

薬
学
科

薬
効

薬
理

学
研

究
室

教
授

ま
え

だ
　

た
け

ひ
こ

男
46

20
11
.4
.1

19
94
.1
0.
16

京
都

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

薬
学

博
士

（
京

都
大

学
）

北
川
　
幸
己

薬
学
科

生
薬

学
研

究
室

教
授

し
ぶ

や
　

ま
さ

あ
き

男
59

20
10
.1
.1

20
04
.4
.1

東
北

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

薬
学

博
士

杉
原
　
多
公
通

薬
学
科

薬
品

製
造

学
研

究
室

教
授

き
た

が
わ

　
こ

う
き

男
65

19
94
.1
0.
16

薬
学
科

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

20
04
.4
.1

薬
化

学
研

究
室

薬
効

安
全

性
学

研
究

室
教
授

す
ぎ

は
ら

　
た

く
み

ち

男
52

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

（
基
礎
資
料
10
）

専
任

教
員

の
担

当
授

業
科
目
お
よ
び
時
間
数

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

物
質
濃
度
の
測
定
（
定
量
分
析
化
学
）

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

物
質
の
分
離
と
定
量
I(

薬
品
分
析
学
I)

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

物
質
の
分
離
と
定
量
II

(薬
品
分
析
学
II

)
0.
8

0.
0

0.
8

0.
0

薬
品
分
析
化
学
実
習

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

分
析
技
術
の
臨
床
応
用
（
臨
床
化
学
I）

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

症
候
と
臨
床
検
査
値
（
臨
床
化
学
II

）
0.
8

0.
8

0.
0

0.
0

臨
床
化
学
実
習

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

物
理
化
学
か
ら
見
た
薬

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

計
2.
0

0.
8

0.
0

0.
4

0.
0

0.
0

4.
8

2.
4

0.
0

7.
2

3.
2

0.
0

5.
2

電
磁
波
・
放
射
線
と
物
質
の
相
互
作
用

2.
8

0.
0

2.
8

0.
0

分
子
の
構
造

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
II

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
IV

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

物
理
化
学
演
習
B

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

基
礎
化
学
演
習

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

平
衡
の
理
論
（
薬
品
物
理
化
学
I）

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

物
理
化
学
か
ら
見
た
薬

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

計
3.
4

2.
8

0.
1

2.
5

1.
2

0.
0

2.
4

2.
4

0.
0

8.
3

6.
4

0.
1

7.
5

薬
物
の
体
内
動
態
（
薬
物
動
態
学
I）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

薬
物
動
態
の
解
析
（
薬
物
動
態
学
II

）
1.
0

0.
0

1.
0

0.
0

薬
剤
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

薬
物
動
態
演
習

1.
0

0.
0

1.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

最
新
薬
剤
学

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
0

1.
0

0.
0

1.
0

1.
0

0.
0

2.
4

0.
0

0.
0

4.
4

2.
0

0.
0

3.
2

基
礎
科
学
実
習
IV

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
理
平
衡

1.
0

0.
0

1.
0

0.
0

物
理
化
学
演
習
A

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

物
理
化
学
か
ら
見
た
薬

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

計
0.
0

1.
0

0.
0

0.
2

1.
2

0.
0

0.
0

2.
4

0.
0

0.
2

4.
6

0.
0

2.
4

栄
養
と
健
康
（
衛
生
化
学
I）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

衛
生
化
学
実
習

0.
0

0.
0

0.
0

社
会
と
薬
学
の
臨
床
（
討
論
学
習
II

）
1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

化
学
物
質
と
毒
性
（
衛
生
化
学
II

I）
0.
9

0.
0

0.
9

0.
0

食
品
衛
生

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

予
防
薬
学
と
社
会
薬
学

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

20
10
.4
.1

富
山

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

富
山

医
科

薬
科

大
学

）

皆
川
　
信
子

19
96
.1
1.
1

新
潟

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

理
学

博
士

（
京

都
大

学
）

大
野
　
智

薬
学
科

衛
生

化
学

研
究

室
教
授

み
な

が
わ

　
の

ぶ
こ

女
63

19
77
.2
.1

20
13
.1
0.
1

千
葉

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
）

久
保
田
　
隆
廣

薬
学
科

物
理

学
研

究
室

教
授

お
お

の
　

さ
と

る

男
67

19
73
.4
.1

20
12
.4
.1

東
京

大
学

大
学

院
総

合
文

化
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
学

術
）

星
名
　
賢
之
助

薬
学
科

生
物

薬
剤

学
研

究
室

教
授

く
ぼ

た
　

た
か

ひ
ろ

男
50

20
13
.1
0.
1

20
06
.4
.1

京
都

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

医
学

博
士

大
和
　
進

薬
学
科

薬
品

物
理

化
学

研
究

室
教
授

ほ
し

な
　

け
ん

の
す

け
男

45
20
06
.4
.1

薬
学
科

薬
品

分
析

化
学

研
究

室
教
授

や
ま

と
　

す
す

む

男
66

19
85
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

計
1.
9

0.
9

0.
0

0.
0

1.
6

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

1.
9

2.
5

0.
0

2.
2

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

薬
学
へ
の
招
待
IV

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

社
会
・
集
団
と
健
康
（
公
衆
衛
生
学
）

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

衛
生
化
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

食
品
衛
生

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
II

(総
合
医
療
学
習
II

)
0.
1

0.
0

0.
1

0.
0

予
防
薬
学
と
社
会
薬
学

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

計
0.
5

2.
4

0.
1

1.
5

0.
0

0.
0

2.
6

0.
1

0.
0

4.
6

2.
5

0.
1

3.
7

細
胞
の
構
造
と
機
能

3.
0

3.
0

0.
0

0.
0

感
染
症
と
微
生
物
I（

微
生
物
学
I）

3.
0

0.
0

3.
0

0.
0

感
染
症
と
微
生
物
II

（
微
生
物
学
II

）
1.
8

1.
8

0.
0

0.
0

微
生
物
学
実
習

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
4.
9

3.
0

0.
0

0.
5

0.
0

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

10
.2

3.
0

0.
0

6.
6

症
候
と
疾
患
（
疾
病
と
症
状
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

処
方
せ
ん
と
調
剤
Ⅱ
(臨

床
薬
剤
治
療
学
)

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

患
者
と
の
信
頼
関
係
（
倫
理
と
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝI

II
）

0.
5

0.
0

0.
5

0.
0

薬
物
治
療
学
実
習

3.
0

0.
0

3.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

0.
5

0.
0

0.
0

0.
5

病
態
と
処
方
I

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

病
態
と
処
方
II

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

病
態
と
処
方
II

I
1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

症
例
と
薬
物
治
療
I

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
2

2.
4

0.
0

4.
0

0.
5

0.
0

0.
0

3.
0

0.
5

5.
2

5.
9

0.
5

6.
1

疾
患
と
薬
物
治
療
I（

薬
物
治
療
学
I）

1.
6

1.
6

0.
0

0.
0

疾
患
と
薬
物
治
療
II

（
薬
物
治
療
学
II

）
0.
8

0.
0

0.
8

0.
0

薬
物
治
療
学
実
習

3.
0

0.
0

3.
0

0.
0

疾
患
と
薬
物
治
療
Ⅲ
（
薬
物
治
療
学
II

I）
0.
0

0.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

0.
6

0.
0

0.
0

0.
6

病
態
と
処
方
IV

0.
8

0.
8

0.
0

0.
0

病
態
と
処
方
V

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
6

0.
8

0.
0

1.
8

0.
0

0.
0

0.
0

3.
0

0.
6

3.
4

3.
8

0.
6

4.
2

医
薬
品
情
報
と
患
者
（
医
薬
品
情
報
学
）

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

TD
M実

習
2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

患
者
個
々
の
薬
物
治
療
（
臨
床
薬
物
動
態
学
）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
0

2.
4

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

2.
4

0.
0

1.
0

4.
8

0.
0

2.
9

20
04
.3
.1

金
沢

大
学

薬
学

部
卒

業
薬

学
博

士
（

金
沢

大
学

）

上
野
　
和
行

19
97
.7
.1

新
潟

大
学

医
学

部
卒

業
博

士
（

医
学

、
新

潟
大

学
）

博
士

（
薬

学
、

静
岡

県
立

大
学

）

渡
邊
　
賢
一

薬
学
科

薬
物

動
態

学
研

究
室

教
授

う
え

の
　

か
ず

ゆ
き

男
64

20
04
.3
.1

20
04
.1
2.
1

東
京

薬
科

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

千
葉

大
学

）

若
林
　
広
行

薬
学
科

臨
床

薬
理

学
研

究
室

教
授

わ
た

な
べ

　
け

ん
い

ち
男

66
19
97
.7
.1

20
02
.8
.1

東
京

大
学

大
学

院
薬

学
系

研
究

科
修

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

、
東

京
大

学
）

中
村
　
辰
之
介

薬
学
科

臨
床

薬
物

治
療

学
研

究
室

教
授

わ
か

ば
や

し
　

ひ
ろ

ゆ
き

男
61

19
83
.4
.1

20
12
.4
.1

東
京

大
学

大
学

院
薬

学
系

研
究

科
博

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

）

酒
巻
　
利
行

薬
学
科

微
生

物
学

研
究

室
教
授

な
か

む
ら

　
た

つ
の

す
け

男
62

20
02
.8
.1

20
10
.4
.1

富
山

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

富
山

医
科

薬
科

大
学

）

皆
川
　
信
子

薬
学
科

公
衆

衛
生

学
研

究
室

教
授

さ
か

ま
き

　
と

し
ゆ

き

男
46

20
06
.4
.1

薬
学
科

衛
生

化
学

研
究

室
教
授

女
63

19
77
.2
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

生
命
倫
理
I

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

医
療
人
と
し
て
の
心
構
え
(倫

理
と
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝI

I）
0.
4

0.
0

0.
4

0.
0

調
剤
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

0.
6

0.
6

0.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

1.
6

0.
0

0.
0

1.
6

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II

I）
1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

疾
患
と
薬
物
治
療
IV

（
薬
物
治
療
学
IV

）
0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

症
例
と
薬
物
治
療
II

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
1

0.
4

0.
1

2.
5

0.
0

2.
0

0.
0

6.
0

2.
6

3.
6

6.
4

4.
7

9.
7

生
命
倫
理
I

0.
5

0.
0

0.
0

0.
5

早
期
体
験
学
習
I

1.
3

0.
0

1.
3

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

医
療
人
と
し
て
の
心
構
え
(倫

理
と
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝI

I）
0.
4

0.
0

0.
4

0.
0

患
者
と
の
信
頼
関
係
（
倫
理
と
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝI

II
）

0.
2

0.
0

0.
2

0.
0

調
剤
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

2.
7

0.
0

0.
0

2.
7

医
薬
品
の
開
発
と
治
験

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II

I）
1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

症
例
と
薬
物
治
療
II

I
1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
1.
0

0.
4

0.
0

1.
0

0.
2

1.
7

0.
0

6.
1

3.
6

2.
0

6.
7

5.
3

9.
7

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

疾
患
と
薬
学
（
薬
学
入
門
）

2.
0

2.
0

0.
0

0.
0

疾
患
と
薬
物
治
療
Ⅲ
（
薬
物
治
療
学
II

I）
0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

1.
0

0.
0

0.
0

1.
0

症
例
と
薬
物
治
療
V

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
3.
2

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

1.
2

1.
9

3.
2

1.
2

1.
9

4.
1

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

目
的
化
合
物
を
つ
く
る
（
合
成
化
学
）

2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

薬
剤
師
と
法
律
･制

度
I（

薬
事
関
係
法
規
･制

度
）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

薬
剤
師
と
法
律
･制

度
II

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
2.
0

2.
0

0.
0

0.
4

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

2.
4

2.
0

0.
0

2.
2

基
礎
科
学
実
習
II

I
4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

20
13
.1
1.
1

新
潟

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
学

術
、

広
島

大
学

）

20
02
.4
.1

九
州

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

九
州

大
学

）

藤
原
　
英
俊

薬
学
科

生
物

学
教

育
研

究
室

教
授

し
ら

さ
き

　
ひ

と
し

男
63

19
78
.4
.1

20
12
.4
.1

新
潟

大
学

大
学

院
医

歯
学

研
究

科
博

士
課

程
修

了
医

学
博

士

青
木
　
定
夫

薬
学
科

社
会

薬
学

研
究

室
教
授

ふ
じ

は
ら

　
ひ

で
と

し

男
66

19
82
.7
.1

20
12
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
博

士
（

医
学

、
新

潟
大

学
）

坂
爪
　
重
明

薬
学
科

病
態

生
理

学
研

究
室

教
授

あ
お

き
　

さ
だ

お

男
59

20
12
.4
.1

20
06
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
博

士
（

薬
学

、
新

潟
薬

科
大

学
）

朝
倉
　
俊
成

薬
学
科

臨
床

薬
学

研
究

室
教
授

さ
か

づ
め

　
し

げ
あ

き

男
57

20
12
.4
.1

薬
学
科

臨
床

薬
学

研
究

室
教
授

あ
さ

く
ら

　
と

し
な

り
男

53
20
06
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

体
の
構
造
と
機
能

1.
4

1.
4

0.
0

0.
0

基
礎
生
物
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

植
物
学

2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
1.
4

2.
0

0.
0

1.
3

0.
0

0.
0

0.
0

4.
8

0.
0

2.
7

6.
8

0.
0

4.
8

微
分
積
分

2.
0

2.
0

0.
0

0.
0

統
計
学

2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

数
学
演
習

1.
4

1.
4

0.
0

0.
0

基
礎
数
学
演
習

1.
4

1.
4

0.
0

0.
0

計
2.
0

2.
0

0.
0

2.
8

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

4.
8

2.
0

0.
0

3.
4

た
か

は
し

　
つ

と
む

ス
ポ
ー
ツ
I

2.
8

2.
8

0.
0

0.
0

ス
ポ
ー
ツ
II

2.
8

0.
0

2.
8

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

2.
8

2.
8

0.
0

2.
8

2.
8

0.
0

2.
8

分
子
の
構
造

1.
8

1.
8

0.
0

0.
0

有
機
化
学
反
応

2.
8

0.
0

2.
8

0.
0

基
礎
科
学
実
習
I

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

有
機
化
学
演
習
IB

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

基
礎
化
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

薬
品
化
学
実
習
I

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
1.
8

2.
8

0.
0

2.
8

1.
2

0.
0

7.
2

0.
0

0.
0

11
.8

4.
0

0.
0

7.
9

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

生
命
活
動
と
タ
ン
パ
ク
質
（
生
化
学
II

）
2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

生
命
活
動
の
し
く
み
（
生
化
学
II

I）
1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

生
化
学
実
習

3.
0

0.
0

3.
0

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

生
体
の
情
報
伝
達
（
生
理
化
学
）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

計
3.
5

1.
2

0.
0

2.
1

0.
0

0.
0

0.
0

3.
0

0.
0

5.
6

4.
2

0.
0

4.
9

基
礎
科
学
実
習
II

I
4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

薬
理
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

化
学
構
造
と
薬
理
作
用
（
薬
理
学
演
習
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

薬
理
作
用
と
副
作
用
II

I（
薬
理
学
・
毒
性
学
II

I）
2.
0

2.
0

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

最
新
薬
理
学

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

副
作
用
・
相
互
作
用

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

計
2.
9

0.
0

0.
1

1.
3

0.
0

0.
0

0.
0

9.
6

0.
0

4.
2

9.
6

0.
1

7.
0

熊
本

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
）

川
原
　
浩
一

昭
和

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
）

小
室
　
晃
彦

薬
学
科

薬
効

薬
理

学
研

究
室

准
教
授

か
わ

は
ら

　
こ

う
い

ち

男
40

20
14
.9
.1

20
14
.9
.1

東
京

大
学

大
学

院
薬

学
系

研
究

科
修

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

、
東

北
大

学
）

本
澤
　
忍

薬
学
科

生
化

学
研

究
室

准
教
授

こ
む

ろ
　

あ
き

ひ
こ

男
47

20
11
.4
.1

20
11
.4
.1

日
本

体
育

大
学

体
育

学
部

卒
業

体
育

学
士

高
橋
　
努

薬
学
科

薬
化

学
研

究
室

准
教
授

ほ
ん

ざ
わ

　
し

の
ぶ

男
43

20
06
.4
.1

20
06
.4
.1

20
13
.1
1.
1

広
島

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

理
学

博
士

本
多
　
政
宣

薬
学
科

保
健

体
育

研
究

室
教
授

男
63

19
77
.4
.1

20
06
.9
.1

20
13
.1
1.
1

新
潟

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
学

術
、

広
島

大
学

）

白
﨑
　
仁

薬
学
科

数
学

教
育

研
究

室
教
授

ほ
ん

だ
　

ま
さ

の
ぶ

男
58

19
85
.4
.1

薬
学
科

生
物

学
教

育
研

究
室

教
授

し
ら

さ
き

　
ひ

と
し

男
63

19
78
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

薬
学
に
親
し
む

0.
2

0.
0

0.
0

0.
2

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

反
応
速
度
論
（
薬
品
物
理
化
学
II

）
1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

製
剤
の
基
礎
（
製
剤
学
I）

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

製
剤
設
計
（
製
剤
学
II

）
1.
8

1.
8

0.
0

0.
0

薬
剤
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

香
粧
品
の
科
学

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

物
理
化
学
か
ら
見
た
薬

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

計
2.
8

1.
2

0.
2

2.
3

4.
0

0.
0

2.
4

0.
0

0.
0

7.
5

5.
2

0.
2

6.
5

薬
学
英
語
I

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

有
害
物
質
と
生
体
（
衛
生
化
学
II

）
2.
0

2.
0

0.
0

0.
0

衛
生
化
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

社
会
と
薬
学
の
臨
床
（
討
論
学
習
II

）
1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

生
活
環
境
と
健
康
（
衛
生
化
学
IV

）
2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

食
品
衛
生

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

予
防
薬
学
と
社
会
薬
学

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

計
2.
4

2.
0

0.
0

0.
2

3.
2

0.
0

2.
4

0.
0

0.
0

5.
0

5.
2

0.
0

5.
1

薬
学
に
親
し
む

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
2

0.
0

0.
0

0.
2

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

基
礎
生
物
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

遺
伝
子
を
操
作
す
る
（
分
子
生
物
学
II

）
2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

微
生
物
学
実
習

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

生
体
の
防
御
（
免
疫
学
）

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

薬
学
英
語
II

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
0.
1

4.
8

0.
3

3.
1

1.
6

0.
1

4.
8

1.
2

1.
0

8.
0

7.
6

1.
4

9.
2

情
報
リ
テ
ラ
シ

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

有
機
分
子
の
構
造
決
定
（
分
子
構
造
解
析
学
）

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
3.
4

0.
0

0.
0

1.
2

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

4.
6

0.
0

0.
0

2.
3

星
薬

科
大

学
大

学
院

薬
学

研
究

科
博

士
課

程
修

了
薬

学
博

士
（

星
薬

科
大

学
）

高
津
　
徳
行

静
岡

県
立

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

千
葉

大
学

）

福
原
　
正
博

薬
学
科

基
礎

化
学

研
究

室
准
教
授

た
か

つ
　

の
り

ゆ
き

男
56

19
87
.7
.1

20
06
.4
.1

東
北

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

東
北

大
学

）

安
藤
　
昌
幸

薬
学
科

微
生

物
学

研
究

室
准
教
授

ふ
く

は
ら

　
ま

さ
ひ

ろ
男

48
19
91
.4
.1

20
08
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
博

士
（

理
学

、
東

京
工

業
大

学
）

飯
村
　
菜
穂
子

薬
学
科

衛
生

化
学

研
究

室
准
教
授

あ
ん

ど
う

　
ま

さ
ゆ

き

男
49

20
01
.4
.1

20
08
.4
.1

薬
学
科

物
理

薬
剤

学
研

究
室

准
教
授

い
い

む
ら

　
な

ほ
こ

女
46

19
91
.4
.1

20
08
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

化
学
平
衡

3.
0

3.
0

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
II

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
IV

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

生
体
分
子
の
解
析

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

計
5.
4

0.
0

0.
0

1.
5

0.
0

0.
0

2.
4

1.
2

0.
0

9.
3

1.
2

0.
0

5.
3

英
語
I

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

英
語
II

1.
0

0.
0

1.
0

0.
0

外
国
語
AI

 (
英
語
Ｖ
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

外
国
語
AI

I(
英
語
VI

)
1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

人
文
社
会
E（

言
語
学
）

1.
0

1.
0

0.
0

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
0

3.
2

2.
2

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

3.
2

2.
2

0.
0

2.
7

基
礎
科
学
実
習
I

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

有
機
化
学
演
習
IA

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

官
能
基
の
性
質
I（

薬
化
学
I）

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

官
能
基
の
性
質
II

（
薬
化
学
II

）
0.
4

0.
0

0.
4

0.
0

薬
品
化
学
実
習
I

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
0.
4

0.
4

0.
0

1.
2

1.
2

0.
0

7.
2

0.
0

0.
0

8.
8

1.
6

0.
0

5.
2

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

基
礎
科
学
実
習
I

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

化
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

情
報
科
学
演
習

1.
0

0.
0

1.
0

0.
0

薬
学
へ
の
招
待
IV

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

薬
品
化
学
実
習
II

4.
2

4.
2

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
II

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

生
体
分
子
の
ｺｱ

と
ﾊﾟ

ｰﾂ
（
生
物
有
機
化
学
）

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

有
機
化
学
か
ら
見
た
薬

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
4

6.
4

1.
0

0.
1

6.
7

1.
2

1.
0

13
.1

2.
2

1.
5

9.
1

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
2

0.
0

0.
0

0.
2

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

金
沢

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

博
士

課
程

単
位

取
得

満
期

退
学

博
士

（
薬

学
、

金
沢

大
学

）

京
都

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
医

学
）

浅
田
　
真
一

薬
学
科

生
化

学
研

究
室

助
教

み
や

も
と

　
ま

さ
ひ

こ
男

43
20
01
.4
.2
5

20
11
.4
.1

東
京

理
科

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
農

学
、

東
京

大
学

）

田
代
　
卓
哉

薬
学
科

薬
品

製
造

学
研

究
室

助
教

あ
さ

だ
　

し
ん

い
ち

男
45

20
07
.4
.1

20
07
.4
.1

東
京

学
芸

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
修

了
修

士
（

教
育

学
）

武
久
　
智
一

薬
学
科

薬
化

学
研

究
室

助
教

た
し

ろ
　

た
く

や

男
39

20
14
.4
.1

20
14
.4
.1

富
山

医
科

薬
科

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

博
士

（
薬

学
、

東
京

薬
科

大
学

）

田
辺
　
顕
子

薬
学
科

英
語

研
究

室
准
教
授

た
け

ひ
さ

　
と

も
か

ず
男

41
20
05
.9
.1

20
13
.4
.1

薬
学
科

基
礎

物
理

化
学

研
究

室
准
教
授

た
な

べ
　

あ
き

こ
女

55
20
07
.4
.1

20
07
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

生
物
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

生
命
活
動
の
し
く
み
（
生
化
学
II

I）
1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

生
命
情
報
と
遺
伝
子
（
分
子
生
物
学
I）

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

生
化
学
実
習

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
2.
6

1.
2

0.
2

3.
3

0.
0

0.
1

0.
0

3.
6

1.
0

5.
9

4.
8

1.
3

6.
6

物
質
濃
度
の
測
定
（
定
量
分
析
化
学
）

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

物
質
の
分
離
と
定
量
I(

薬
品
分
析
学
I)

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

物
質
の
分
離
と
定
量
II

(薬
品
分
析
学
II

)
0.
4

0.
0

0.
4

0.
0

薬
品
分
析
化
学
実
習

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

分
析
技
術
の
臨
床
応
用
（
臨
床
化
学
I）

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

症
候
と
臨
床
検
査
値
（
臨
床
化
学
II

）
0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

臨
床
化
学
実
習

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

物
理
化
学
か
ら
見
た
薬

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

計
1.
2

0.
4

0.
0

0.
3

0.
0

0.
0

4.
8

2.
4

0.
0

6.
3

2.
8

0.
0

4.
6

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
II

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
IV

2.
4

0.
0

2.
4

0.
0

物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
理
平
衡

2.
0

0.
0

2.
0

0.
0

物
理
化
学
演
習
A

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

物
理
学
演
習

1.
4

1.
4

0.
0

0.
0

基
礎
物
理
学
演
習

1.
4

1.
4

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
I

0.
4

0.
4

0.
0

0.
0

計
0.
0

2.
0

0.
0

4.
7

1.
2

0.
0

2.
4

2.
4

0.
0

7.
1

5.
6

0.
0

6.
4

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

衛
生
化
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

薬
学
英
語
II

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

予
防
薬
学
と
社
会
薬
学

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
0.
3

0.
0

0.
0

2.
1

0.
0

0.
0

2.
4

0.
0

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

2.
4

衛
生
化
学
実
習

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

食
品
衛
生

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

予
防
薬
学
と
社
会
薬
学

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
0.
3

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

2.
4

0.
0

0.
0

2.
7

0.
0

0.
0

1.
4

生
物
学
演
習

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

感
染
症
と
微
生
物
II

（
微
生
物
学
II

）
0.
6

0.
6

0.
0

0.
0

微
生
物
学
実
習

4.
8

4.
8

0.
0

0.
0

総
合

研
究

大
学

院
大

学
生

命
科

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
理

学
）

東
京

大
学

大
学

院
薬

学
系

研
究

科
修

士
課

程
修

了
博

士
（

医
学

、
千

葉
大

学
）

佐
藤
　
浩
二

薬
学
科

微
生

物
学

研
究

室
助
教

や
ま

ぐ
ち

　
と

し
お

男
41

20
06
.4
.1

20
07
.4
.1

東
京

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
博

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

、
共

立
薬

科
大

学
）

博
士

（
保

健
学

、
東

京
大

学
）

冨
塚
　
江
利
子

薬
学
科

公
衆

衛
生

学
研

究
室

助
教

さ
と

う
　

こ
う

じ
男

39
20
06
.9
.1

20
07
.4
.1

九
州

大
学

大
学

院
理

学
府

博
士

課
程

修
了

博
士

（
理

学
）

島
倉
　
宏
典

薬
学
科

衛
生

化
学

研
究

室
助
教

と
み

つ
か

　
え

り
こ

女
41

20
14
.4
.1

20
14
.4
.1

新
潟

大
学

大
学

院
医

歯
学

総
合

研
究

科
博

士
課

程
修

了
博

士
（

医
学

）

中
川
　
沙
織

薬
学
科

物
理

学
研

究
室

助
教

し
ま

く
ら

　
ひ

ろ
の

り

男
30

20
12
.4
.1

20
13
.7
.1

金
沢

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

博
士

課
程

単
位

取
得

満
期

退
学

博
士

（
薬

学
、

金
沢

大
学

）

宮
本
　
昌
彦

薬
学
科

薬
品

分
析

化
学

研
究

室
助
教

な
か

が
わ

　
さ

お
り

女
38

20
05
.4
.1

20
07
.4
.1

薬
学
科

生
化

学
研

究
室

助
教

み
や

も
と

　
ま

さ
ひ

こ
男

43
20
01
.4
.2
5

20
11
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

薬
学
英
語
II

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

薬
学
の
生
命
科
学
（
生
命
の
科
学
）

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

生
命
体
と
薬

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

計
0.
7

0.
0

0.
0

1.
6

0.
0

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

7.
1

0.
0

0.
0

3.
6

生
命
倫
理
I

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

社
会
と
薬
学
の
臨
床
（
討
論
学
習
II

）
1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

調
剤
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

2.
1

0.
0

0.
0

2.
1

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II

I）
1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

症
例
と
薬
物
治
療
IV

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

計
0.
7

0.
0

0.
0

0.
0

3.
2

1.
7

0.
0

6.
0

3.
0

0.
7

9.
2

4.
6

9.
6

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1.
5

1.
5

0.
0

0.
0

く
す
り
と
科
学
I

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

生
命
倫
理
I

0.
4

0.
0

0.
0

0.
4

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

0.
8

0.
0

0.
0

0.
8

早
期
体
験
学
習
I

1.
2

0.
0

1.
2

0.
0

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
知
る

0.
9

0.
0

0.
0

0.
9

薬
学
へ
の
招
待
IV

0.
3

0.
3

0.
0

0.
0

調
剤
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

0.
2

0.
2

0.
0

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

2.
0

0.
0

0.
0

2.
0

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II

I）
1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

疾
患
と
薬
物
治
療
IV

（
薬
物
治
療
学
IV

）
0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

症
例
と
薬
物
治
療
IV

0.
5

0.
5

0.
0

0.
0

計
1.
2

0.
0

0.
0

1.
5

0.
0

2.
4

0.
3

6.
0

3.
0

3.
0

6.
0

5.
4

9.
9

せ
き

が
わ

　
ゆ

み
基
礎
科
学
実
習
I

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

薬
品
化
学
実
習
II

4.
2

4.
2

0.
0

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

6.
6

0.
0

0.
0

6.
6

0.
0

0.
0

3.
3

基
礎
科
学
実
習
II

I
4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

薬
理
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

化
学
構
造
と
薬
理
作
用
（
薬
理
学
演
習
）

1.
2

1.
2

0.
0

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
0

1.
2

0.
0

0.
0

0.
0

9.
6

0.
0

1.
2

9.
6

0.
0

5.
4

基
礎
科
学
実
習
II

I
4.
2

0.
0

4.
2

0.
0

薬
理
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

53
19
96
.3
.1

19
96
.3
.1

北
海

道
大

学
大

学
院

薬
学

研
究

科
修

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

、
北

海
道

大
学

）

大
貫
　
敏
男

29
20
14
.4
.1

20
14
.4
.1

金
沢

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
博

士
課

程
修

了
博

士
（

医
学

）

山
田
　
大
祐

薬
学
科

薬
効

安
全

性
学

研
究

室
助
手

お
お

ぬ
き

　
と

し
お

男

関
川
　
由
美

薬
学
科

薬
効

薬
理

学
研

究
室

助
手

や
ま

だ
　

だ
い

す
け

男

新
潟

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
博

士
（

薬
学

、
福

山
大

学
）

齊
藤
　
幹
央

薬
学
科

薬
品

製
造

学
研

究
室

助
手

女
37

20
00
.4
.1

20
00
.4
.1

富
山

大
学

工
学

部
卒

業
学

士
（

工
学

）

日
本

大
学

薬
学

部
卒

業
博

士
（

薬
学

、
福

山
大

学
）

阿
部
　
学

薬
学
科

臨
床

薬
学

研
究

室
助
教

さ
い

と
う

　
み

き
お

男
44

20
10
.2
.1

20
10
.2
.1

総
合

研
究

大
学

院
大

学
生

命
科

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
理

学
）

山
口
　
利
男

薬
学
科

臨
床

薬
学

研
究

室
助
教

あ
べ

　
ま

な
ぶ

男
44

20
10
.2
.1

20
10
.2
.1

薬
学
科

微
生

物
学

研
究

室
助
教

男
41

20
06
.4
.1

20
07
.4
.1
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前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

前
期

後
期

通
年

授
 
業

 
科

 
目

最
終

学
歴

及
び

学
位

称
号

毎
週

授
業

時
間

数

年
間

平
均

毎
週

授
業

時
間

数
講

義
演

習
実

験
・

実
習

・
実

技
計

氏
 
 
　

　
名

現
職

就
任

年
 
月

 
日

科
目

名

( 年 齢 )

就
　

　
職

 
 

年
 
月

 
日

所
属

学
科

所
属

講
座

等
職

名

ふ
　

り
　

が
　

な

( 性 別 )

計
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

9.
0

0.
0

0.
0

9.
0

0.
0

4.
5

し
ろ

た
　

た
つ

ろ
う

基
礎
科
学
実
習
II

2.
4

2.
4

0.
0

0.
0

基
礎
科
学
実
習
IV

2.
4
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早
期
体
験
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民
の
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状
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を
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臨
床
実
務
事
前
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0
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0
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0

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II
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1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｶﾙ
･ｽ

ﾀｯ
ﾌと

共
に
学
ぶ
I(

総
合
医
療
学
習
I)

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

計
0.
0

0.
0

0.
0

1.
5

1.
6

1.
7

0.
0

6.
0

0.
9

1.
5

7.
6

2.
6

7.
1

調
剤
学
実
習

4.
8

0.
0

4.
8

0.
0

臨
床
実
務
事
前
実
習

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

総
合
薬
学
演
習
（
討
論
学
習
II

I）
1.
3

0.
0

0.
0

1.
3

計
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

1.
3

0.
0

4.
8

0.
0

0.
0

4.
8

1.
3

3.
7

  
  

  
  

  
５
　
１
授
業
科
目

を
複

数
の

教
員

で
担

当
す

る
場

合
は

、
当

該
授

業
時

間
数
を
担
当
者
数
で
除
し
て
毎
週
授
業
時
間
数
を
算
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
担
当
時
間
数
が
明
ら
か
な
場

合
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
時
間
数
を
算
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
６
　
「
年
間
平
均

毎
週

授
業

時
間

数
」

欄
に

は
、

各
専

任
教

員
ご

と
の

前
期
と
後
期
の
担
当
授
業
時
間
の
合
計
を
２
で
割
っ
た
年
間
平
均
の
時
間
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
７
　
卒
業
研
究
は

授
業

科
目

か
ら

除
外

し
て

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。34
20
13
.8
.1

20
13
.8
.1

笹
木
　
睦
子

　
 [

注
] 

  
１
　
「
所
属
学
科
」

に
は

、
（

　
　

）
に

兼
担

の
学

科
名

を
記

入
し

て
く
だ
さ
い
。

　
 　

　
  

 ２
　
「
所
属
講
座

等
」

に
は

、
所

属
講

座
ま

た
は

研
究

室
、

セ
ン

タ
ー

名
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
  

３
　
「
授
業
科
目
」

欄
に

つ
い

て
は

、
セ

メ
ス

タ
ー

制
の

場
合

を
例

示
し

て
い
ま
す
が
、
通
年
制
の
場
合
、
３
学
期
制
の
場
合
等
は
、
適
宜
、
欄
を
修
正
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
４
　
「
毎
週
授
業

時
間

数
」

は
、

時
間

割
編

成
上

の
い

わ
ゆ

る
コ

マ
で

は
な
く
、
実
質
時
間
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
例
：
１
コ
マ
90
分
授
業
の
場
合
の
実
質
時
間
数
は
1.
5時

間
）

44

昭
和

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

修
士

（
薬

学
）

宮
下
　
し
ず
か

薬
学
科

病
態

生
理

学
研

究
室

助
手

さ
さ

き
　

む
つ

こ
女

富
山

医
科

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
学

士
（

薬
学

）

19
98
.4
.1

19
98
.4
.1

小
林
　
真
理
子

薬
学
科

臨
床

薬
学

研
究

室
助
手

み
や

し
た

　
し

ず
か

女

新
潟

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

博
士

課
程

修
了

博
士

（
医

学
）

張
馬
　
梅
蕾

薬
学
科

薬
物

動
態

学
研

究
室

助
手

女
32

20
15
.4
.1

20
15
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

修
士

（
薬

学
）

20
05
.5
.1

新
潟

薬
科

大
学

薬
学

部
卒

業
学

士
（

薬
学

）

神
田
　
循
吉

薬
学
科

臨
床

薬
理

学
研

究
室

助
手

女
59

20
01
.4
.2
5

20
01
.4
.2
5

20
13
.4
.1

20
13
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

博
士

課
程

単
位

取
得

満
期

退
学

博
士

（
薬

学
、

新
潟

薬
科

大
学

）

桐
山
　
和
可
子

薬
学
科

臨
床

薬
物

治
療

学
研

究
室

助
手

男
40

20
05
.5
.1

20
13
.4
.1

20
13
.4
.1

新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
科

修
士

課
程

修
了

修
士

（
薬

学
）

城
田
　
起
郎

薬
学
科

物
理

薬
剤

学
研

究
室

助
手

き
り

や
ま

　
わ

か
こ

女
3053

19
96
.3
.1

19
96
.3
.1

北
海

道
大

学
大

学
院

薬
学

研
究

科
修

士
課

程
修

了
博

士
（

薬
学

、
北

海
道

大
学

）

大
貫
　
敏
男

薬
学
科

薬
品

物
理

化
学

研
究

室
助
手

男
30

薬
学
科

薬
効

安
全

性
学

研
究

室
助
手

男
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4年生の在籍学生数 178 名

5年生の在籍学生数 133 名

6年生の在籍学生数 193 名

4年生 　5年生 　6年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 薬化学 3 9 1 15 25

2 薬品製造学 3 12 8 13 33

3 生薬学 1 10 7 8 25

4 生化学 2 15 9 12 36

5 薬効薬理学 3 16 8 10 34

6 薬効安全性学 2 0 0 2 2

7 生物学教育 1 10 5 9 24

8 薬品分析化学 2 1 7 5 13

9 薬品物理化学 2 11 11 10 32

10 生物薬剤学 1 10 8 3 21

11 物理薬剤学 2 8 8 8 24

12 物理学 2 0 1 9 10

13 衛生化学 3 17 9 17 43

14 公衆衛生学 2 15 10 14 39

15 微生物学 3 15 10 18 43

16 臨床薬物治療学 2 11 7 6 24

17 病態生理学 2 3 1 2 6

18 臨床薬理学 2 1 9 11 21

19 薬物動態学 2 9 10 14 33

20 臨床薬学 5 4 3 7 14

21 基礎物理化学 1 1 1 2

46 178 133 193 504

[注]

　２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

指導教員数 合計

合　計

　１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料11）卒業研究の配属状況

配属講座など
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講
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1
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.
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情
報

実
習
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1
5
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共
用

1
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6
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室
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用
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9

専
用

1
,
0
8
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1
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0
8
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1
.
0
8

調
剤

・
製
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系

実
習

室
3
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1
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8
9

専
用

1
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0
8
0

1
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0
8
0

0
.
2
9

学
生

自
習

室
1

6
8
.
6
7

専
用

1
,
0
8
0

4
4

1
.
5
6

模
擬

薬
局

1
5
6
.
0
8

専
用

1
,
0
8
0

1
,
0
8
0

0
.
0
5

模
擬

病
室

1
3
9
.
0
0

専
用

1
,
0
8
0

1
,
0
8
0

0
.
0
4

[
注

]

　
２

　
全

学
で

全
て

の
施

設
を

共
用

し
て

い
る

場
合

は
、

「
キ

ャ
ン

パ
ス

」
欄

に
「

全
学

共
通

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
４

　
「

利
用

学
生

１
人

当
た

り
面

積
」

は
、

小
数

点
第

３
位

を
四

捨
五

入
し

、
小

数
点

第
２

位
ま

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
５

　
例

示
の

よ
う

に
適

宜
行

を
追

加
し

て
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

（
基

礎
資

料
1
2
）

講
義

室
等

の
数

と
面

積

キ
ャ

ン
パ

ス
利

用
学

生
総

数
（

Ｂ
）

収
容

人
員

（
総

数
）

新
津

キ
ャ

ン
パ

ス
（

全
学

共
通

）

　
１

　
６

年
制

薬
学

教
育

に
お

い
て

使
用

す
る

キ
ャ

ン
パ

ス
ご

と
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
３

　
共

有
・

全
学

共
通

の
場

合
は

備
考

欄
に

そ
の

学
部

名
（

学
生

数
）

を
記

載
し

、
「

利
用

学
生

総
数

（
Ｂ

）
」

欄
に

も
　

　
　

そ
の

数
を

含
め

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

備
 
 
 
考

講
義

室
等

室
 
 
数

総
面

積
(
㎡

)
（

Ａ
）

専
用

・
共

用
の

別

利
用
学
生
１
人
当

た
り
面
積
（
㎡
）

(
Ａ

/
Ｂ

)

薬
学

部
(
1
,
0
8
0
人

)
応

用
生

命
科

学
部

(
5
4
0
人

)
薬

学
研

究
科

(
1
2
人

)
応

用
生

命
科

学
研

究
科

(
3
7
人

)

薬
学

部
(
1
,
0
8
0
人

)
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図
書

館
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3
9
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,
6
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9

1
4
.
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学
生

自
習

室
J
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学
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習
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セ
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ナ
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ル
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F
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1
0
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学
生
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習
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)
学
生
自
習
室
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)
セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

F
B
1
0
7
(
44

人
)

0
薬

学
部

(
1
,
0
8
0
人

)
応

用
生

命
科

学
部

(
5
4
0
人

)
薬

学
研

究
科

(
1
2
人

)
応

用
生

命
科

学
研

究
科

(
3
7
人

)

計

収
容

定
員

に
対

す
る

座
席

数
の

割
合

(
％

)
Ａ

／
Ｂ

＊
1
0
0

そ
の

他
の

自
習

室
の

座
席

数
備

 
　

考

 
 
　

　
　

　
３

 
 
「

そ
の

他
の

自
習

室
の

整
備

状
況

」
欄

に
は

情
報

処
理

末
端

を
い

く
つ

設
置

し
て

い
る

か
等

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

[
注

]
　

１
 
 
「

学
生

収
容

定
員

（
Ｂ

）
」

に
は

、
当

該
施

設
を

利
用

し
て

い
る

全
て

の
学

部
・

大
学

院
学

生
等

を
合

計
し

た
学

生
収

容
定

員
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
　

　
　

　
２

 
 
「

備
考

」
欄

に
は

学
生

収
容

定
員

（
Ｂ

）
の

内
訳

を
、

学
部

・
大

学
院

等
ご

と
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

（
基

礎
資
料

13
）

学
生

閲
覧

室
等

の
規

模

そ
の

他
の

自
習

室
の

名
称

そ
の

他
の

自
習

室
の

整
備

状
況

図
書

室
（

館
）

の
名

称
　

学
生

閲
覧

室
　

座
席

数
（

Ａ
）

　
学

生
収

容
　

定
員

数
（

Ｂ
）
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図
書

の
冊

数
開

架
図

書
の

冊
数

(
内

)
内

国
書

外
国

書
平

成
2
6
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
4
年

度

図
書

館
5
6
,
8
2
2

5
6
,
8
2
2

1
3
6

3
4
0

6
5
4

1
0
6

9
8
0

1
,
3
5
6

1
,
8
9
8

計

　
　

　
３

　
視

聴
覚

資
料

に
は

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
、

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ッ
シ

ュ
、

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
、

ビ
デ

オ
テ

ー
プ

、
Ｃ

Ｄ
・

Ｌ
Ｄ

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

、
ス

ラ
イ

ド
、

映
画

フ
ィ

ル
ム

、
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｄ

－
Ｒ

Ｏ
Ｍ

等
を

含
め

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
４

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

が
中

央
図

書
館

で
集

中
管

理
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

中
央

図
書

館
に

の
み

数
値

を
記

入
し

、
備

考
欄

に
そ

の
旨

を
注

記
し

て
く

だ
さ

い
。

（
基

礎
資
料

14
）

図
書

、
資

料
の

所
蔵

数
及

び
受
け
入
れ
状
況

　
　

　
５

　
視

聴
覚

資
料

の
所

蔵
数

に
つ

い
て

は
、

タ
イ

ト
ル
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成19年5月～

IPE（多職種間連携教育）の実施 平成19年8月～

ISCE（双方向型社会連携教育）の実践 平成28年2月～

ブルース有機化学 第7版 平成27年2月

平成28年4月

「薬の顔を見てみよう～構造から見える薬の特徴～」 平成27年8月

「構造から見た糖尿病治療薬」 平成27年9月

国際化学オリンピック代表生徒強化合宿の実施

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年5月 廣川書店

単著 平成28年1月 肝胆膵（72巻1号）pp. 158-161

単著 平成27年1月 薬学雑誌（135巻1号）pp. 89-92

単著 平成26年9月 HETEROCYCLES, vol.88, pp. 975-980

共著 平成24年11月 HETEROCYCLES, vol.86, pp. 139-144

発表年月 学会名

平成28年3月 日本薬学会第136年会

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

行政(新潟市・南蒲原郡田上町)の協力によるISCEの
実現

高大連携「医療・薬学」講座（高大接続教育）の実
施

有機化学（ベーシック薬学教科書シリーズ 5）第2版

（論文）Development of Method for the Efficient
α-Oxidation of tert-Alkylamines Using
bis(2,2,2-Trichloroethyl) Azodicarboxylate

（論文）薬学教育現場の現状と求められるべき教育

有機合成化学協会関東支部幹事

日本薬学会関東支部幹事

日本薬学会薬学教育委員会委員平成25年4月～現在

平成19年4月～現在

平成27年4月～現在

氏名：杉原　多公通

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

新潟医療福祉大学、新潟大学、日本歯科大学と
の在宅チーム医療を題材とした連携教育

（演題名）次世代の若者に向けた高大連携「医療・薬学」講座の開
講

くすりと糖尿病学会における教育講演

（演題名）先導的薬剤師養成に向けた多職種間連携学習の実践とそ
の成果

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

化学同人出版

化学同人出版

新潟薬科大学 高度薬剤師教育研究センター主催
薬剤師生涯教育講座にて、化学構造と薬理作
用、ADMEの特徴に関する講演

薬学という学問分野の広報と高大接続教育

研究室：薬化学

（著書）化学構造と薬理作用－医薬品を化学的に読
む

（論文）-グルコシダーゼ阻害薬 ～形の違いが作用
強度の違いに～

（論文）Reaction of 1,2,3-Oxadiazole 3-Oxides
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

薬学教育評価機構評価委員

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成26年4月～現在
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年～

（授業評価） 平成24年度

平成25年度

平成25年度

平成23年3月

平成25年3月

平成26年3月

平成24年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年6月
Bioorganic & Medicinal
Chemistry, 18巻,3767-3775頁

共著 平成24年8月
 Animal Science Journal, 83
巻，577－584頁

共著 平成26年10月
 Peptide Science 2014, 37－40
頁

共著 平成28年
糖尿病（Journal of Japan
Diabetes Society）(accepted)

共著 平成28年
Journal of Pharmaceutical
Sciences   (accepted)

発表年月 学会名

平成27年5月 第58回糖尿病学会年次学術集会

・主にプリントを用いて授業を進めているが、
  講義中の節目で、教科書に戻って確認を
  行っている。
・講義音声は、できる限り「Cyber NUPALS」に
  アップをしている。
・実習では、アスパルテームの合成を課して
  おり、甘味を実感させている。

・医薬品のコアとパーツI（3年後期）
  授業評価結果評点平均 3.8/5.0
（全体平均：3.9/5.0）
・医薬品のコアとパーツII（4年前期）
　授業評価結果評点平均 4.1/5.0
（全体平均：3.9/5.0）
・薬品化学実習II（3年前期）
  授業評価結果評点平均 4.2/5.0
（全体平均：4.1/5.0）

・新潟薬科大学における臨床実務実習連携システム
を用いた実務実習支援

（論文）A　structure-activity　relationship
study　elucidating　the　mechanism　of
sequence-specific　collagen　recognition by the
chaperone HSP47

・新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト科
目「有機化学から見た薬」の取組み

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

氏名：北川 幸己

・新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト科
目「有機化学から見た薬」3年間の取組み

標記した題目で日本薬学会第134年会にてポス
ター発表を行った。

（論文）自己注射製剤への血液混入による影響～有
効濃度減少を伴う沈殿形成～

該当なし

・入学前スクーリングの担当

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

自己注射製剤における血液混入時の沈殿形成による影響の検討とそ
のメカニズムの解明

（論文）Sulfated cholecystokinin-8 increases
ghrelin secretion but does not affect
oxyntomudulin in holstein steers

（論文）Insulin fibrillation by shaking under
neutral pH conditions:Examination of insulin
analogs modified at dimer-forming interface

（論文）Characterization of novel insulin
fibrils that show strong cytotoxicity under
physiological pH

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：薬品製造学

推薦入試合格者に対して2月～3月に講義・実習・
討論学習で構成するスクーリングを行い、4月か
らの授業に円滑に参加できるような取組みを行っ
ている。

標記した題目で日本薬学会第133年会にてポス
ター発表を行った。

標記した題目で日本薬学会第131年会にてポス
ター発表を行った。
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平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

平成22年4月～平成24年3月　　 新潟薬科大学薬学部長

平成22年4月～平成24年3月
平成26年4月～平成27年3月

新潟科学技術学園　理事

平成22年6月～平成24年3月

国立研究開発法人科学技術振興機構　研究成果最適展開支援プログラム専門委員平成24年4月～平成26年3月

平成25年7月～ 新潟県立長岡高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員

平成24年11月～
新潟日報社主催　いきいきわくわく科学賞（新潟県児童生徒科学研究発表会)
最終審査会審査員

平成25年4月～ 新潟日報メディアシップ  4大学連携メディアキャンパス　キャンパス長

平成25年4月～平成27年3月
平成27年4月～

新潟科学技術学園　評議員

平成26年6月～

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

平成26年8月～平成27年7月
独立行政法人 日本学術振興会 特別研究員等審査委員会専門委員及び国際事業委員会
書面審査委員・書面評価員

独立行政法人 日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員

平成27年6月～ 国立研究開発法人科学技術振興機構　マッチングプランナープログラム専門委員

平成27年8月～ 独立行政法人 日本学術振興会 国際事業委員会書面評価員

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

インスリン製剤における血液混入時の沈殿原因の特定

自己注射製剤における血液混入時の沈殿生成による影響の検討

ペプチドヒドラジドを用いた硫酸化チロシン含有ペプチドチオエス
テルの合成と Native Chemical Ligation への適用

過酷条件下に曝されたインスリン製剤の構造的観点からの活性評価

平成23年1月～平成23年12月
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年4月～

平成24年4月

平成24年4月

平成24年4月

なし

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年1月
Biochem. Biophys. Res. Commun.
391, 899–902

共著 平成22年3月
Chem. Pharm. Bull., 60, 377-
380

共著 平成22年5月 FEBS Letters, 584, 2258-2264

共著 平成22年11月 ChemBioChem, 11, 426-433

共著 平成23年11月
Biosci. Biotechnol Biochem.,
77, 2278-2282

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

パートナー生薬学　改訂第二版　竹谷孝一、鳥居塚
和生編集

薬学用語辞典　日本薬学会編

第３章生薬成分の構造と生合成、第４章生薬の利
用、第５章生薬の同定と品質評価、化学同人

日本生薬学会　学術雑誌　編集委員

日本薬学会　学術雑誌　編集委員

日本生薬学会　評議員平成22年4月～現在

平成22年4月～現在

平成22年4月～平成24年3月

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：渋谷 雅明

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

得た評価は、評価を受けた教員の中で、最上位、
あるいはそれに準じるものであった。

なし

平成22年8月～平成24年7月

Antimicrobial Polyacetylenes from Panax ginseng
Hairy Root Culture

日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

各論　植物生薬

研究室：生薬学

Protostadienol Synthase from Aspergillus
fumigatus: Functional Conversion into
Lanosterol Synthase

Molecular Evolution of Fern Squalene Cyclases

Cyclization of all-E- and 2Z-geranylfarnesols
by a bacterial triterpene synthase: Insight
into sesterterpene biosynthesis in
Aleuritopteris ferns

Identification and Characterization of
Glycosyltransferases Involved in the
Biosynthesis of Soyasaponin I in Glycine max

毎年、生薬学の講義、及び実習で学生からの評価を
受ける。

ベーシック薬学教科書シリーズ７　生薬学・天然物
化学　改訂第二版　吉川雅之編
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

なし

最新薬理学　第９版　廣川書店 平成25年9月

平成27年10月

なし

FD講演「薬学教育評価とその事例」 平成26年7月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年4月 Pain, 149, 305-315, 2010.

共著 平成24年1月
J Pharmacol Exp Ther., 2012;
340: 577-87.

共著 平成24年5月
Biochem Biophys Res Commun.
2012; 421(2) :318-22.

共著 平成27年4月 Pain. 2015; 156(4) :684-93.

共著 平成27年5月
J Biol Chem. 2015; 290(20)
:12603-13.

発表年月 学会名

平成27年9月 第17回応用薬理シンポジウム

平成27年10月 第9回日本緩和医療薬学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

｢危険ドラッグの種類と毒性｣について新潟県警察学校にて講義を行なった

ファルマシア編集委員

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員

SSH課題研究指導（新潟南高校）平成23年4月～平成27年3月

平成26年4月～平成28年3月

平成24年12月～平成26年11月

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：前田 武彦

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

レチノイド化合物によるアルツハイマー病治療薬（招待講演）

学内FD講演会にて発表を行なった

がん疼痛モデルの特性とがん分子機構の研究（招待講演）

平成26年11月及び平成27年12月

２．学会発表（評価対象年度のみ）

薬理学講義に使用する教科書を分担執筆した

薬理学講義に使用する教科書を分担執筆した

Macrophage inflammatory protein-1α mediates
the development of neuropathic pain following
peripheral nerve injury through interleukin-1β
up-regulation.
Epigenetic augmentation of the macrophage
inflammatory protein 2/C-X-C chemokine receptor
type 2 axis through histone H3 acetylation in
injured peripheral nerves elicits neuropathic
pain.

Macrophage-T cell interactions mediate
neuropathic pain through the glucocorticoid-
induced tumor necrosis factor ligand system.

Peripheral interleukin-4 ameliorates
inflammatory macrophage-dependent neuropathic

HMGB1 as a potential therapeutic target for
neuropathic pain.

スタンダード薬学シリーズⅡ-6医療薬学Ⅰ
東京化学同人

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

研究室：薬効薬理学
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年9月

～平成27年9月

平成24年2月 東京化学同人

平成27年3月

平成27年9月

日本学術振興会　ひらめきときめきサイエンス

平成24～27年

平成27年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成25年4月 Life Sciences Vol. 92　No.12

共著 平成25年9月
Biomedical Chromatography Vol.
27 No. 5

共著 平成25年9月 Atherosclerosis vol. 230 No.1

共著 平成25年12月
Biological and Pharmaceutical
Bulletin　Vol.36　No.12

共著 平成26年4月
Annual　of Clincal
Biochemistry　Vol 51　No. Pt 2

発表年月 学会名

平成27年8月
第28回バイオメディカル分析科学
シンポジウム

平成27年9月
日本分析化学会関東支部第29回新
潟地区部会発表会

平成27年12月
糖転移ヘスペリジン･ビタミンP研
究会 第7回研究発表会

平成27年11月

平成27年11月

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文） Ezetimibe decreases serum oxidized
cholesterol without impairing bile acid
synthesis in Japanese hypercholesterolemic
patients.

（論文）Effect of polyphenols on 3-hydroxy-3-
methylglutaryl-coenzyme A (HMG-CoA) lyase
activity in human hepatoma HepG2 cell extracts.

研究室：薬品分析化学

（論文） Simple column-switching HPLC method
for determining levels of the antifungal agent
micafungin in human plasma and application to
patient samples.

「身近にある食べ物からおくすりになるものを
みつけよう！」実施

（論文）Detection of cytochrome P450 2C19 gene
polymorphism from noninvasive samples by
cycling probe technology.

特になし

　　　

朝倉書店
（教科書）生命科学における分析化学
中村　洋編集

南江堂
（教科書）薬学生のための臨床化学
藤田芳一、眞野成康編集

氏名：大和 進

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

イソプレノイド化合物定量のための前処理法と細胞培養系への応用

（論文）Inhibitory effect of protopanaxatriol
ginseng metabolite M4 on the production of
corticosteroids in ACTH-stimulated bovine
adrenal fasciculata cells.

「血液の中から病気を見つけよう！」実施

（教科書）物理系薬学　スタンダードシリーズ2
Ⅱ化学物質の分析　改訂第3版　日本薬学会編

細胞培養系/GC-MS法を用いたコレステロールの合成経路を抑制する
物質の探索

唾液中IgAを指標としたアロマテラピーによるストレス抑制効果と免
疫力増強効果の検討
唾液中IgAを指標としたγ-アミノ酪酸によるストレス抑制効果と免
疫力増強効果の検討

24S-ヒドロキシコレステロールの細胞毒性に対するヘスペレチンの
保護効果(招待講演）

実習説明においては、操作手技を写真にとって
スライドとし、具体的に分かりやすくする工夫
を行っている。

日本医療薬学会第25回年会
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平成28年2月

平成28年2月

平成28年3月

平成28年3月

平成28年3月

Ⅲ　学会および社会における主な活動

日本臨床化学会評議員

新潟県保健環境科学研究所嘱託アドバイザー

独立行政法人日本学術振興会専門委員

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

日本分析化学会関東支部新潟地区部会幹事

平成22年4月～平成27年

平成22年4月～平成27年

LC-MS/MSを用いた血漿中ファルネシルピロリン酸の定量とガン患者
検体への応用

コレステロールの異化代謝に対するダイゼインの影響-細胞培養系
/GC-MS法を用いた解析-

ダイゼインの新規コレステロール合成抑制作用-細胞培養系/GC-MS法
による解析-

LC-MS/MSを用いた血漿中ファルネシルピロリン酸の高感度定量

サイクリングプローブ法を用いた薬物代謝酵素CYP2C19の一塩基多型
測定法の開発

平成22年4月～平成27年

第26回生物試料分析科学会年次
学術集会

日本薬学会第136年会

平成22年4月～平成26年3月
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

リアクションペーパーの活用
平成22年4月

～現在

講義理解度の確認問題演習
平成22年4月

～現在

平成22年4月

平成26年4月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年10月
Bull. Chem. Soc. Jpn. 83,
1188-1192(2010)

共著 平成23年1月
J. Chem. Phys. 134, 064324 1-
8(2011)

共著 平成24年1月
J.Phys.Chem.A 116, 862-
831(2012)

共著 平成27年3月
Chem. Phys.Lett. 624,24-
28(2015)

共著 平成27年3月 日本化学会編

発表年月 学会名

平成27年6月19日 質量分析学会

平成27年9月19日 分子科学討論会

平成28年3月26日 日本化学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

平成23年6月8日－10日

氏名：星名 賢之助

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

講義最後に自由に質問を書いてもらい，次回の講義
にすべてに回答して配布，またはサイトに提示して
いる．

（演題名）キシレン位置異性体のフェムト秒レーザー多重イオン化質量
スペクトル解析

（演題名）Detection of neutral species in the MALDI plume ionized
by near-infrared femtosecond laser irradiation

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

毎回の講義において講義の概要と確認問題を配布し
ている．確認問題を活用し，自身で講義の理解度が
確認できるようにした．確認問題の解説は，講義後
にポータルサイトに掲載している．

第2章　原子・分子の章を執筆

研究室：薬品物理化学

（論文）Investigation of Protonation Efficiency for
Amino Acids in Matrix-Assisted Laser

（論文）Metastable decomposition and hydrogen
migration of ethane dication produced in an intense
femtosecond near-infrared laser field

（著書）強光子場の化学－分子の超高速ダイナミクス

（論文）Near Infrared Femtosecond Ionization of the
Acetic acid dimer

（論文）Double ionization and Coulomb explosion of
formic acid dimer induced by intense femtosecond
laser pulses

コンパス物理化学改訂2版

（演題名）キシレンのフェムト秒レーザーイオン化質量スペクトル：二
価イオンにおけるメチル基転位ダイナミクス

平成23年6月18日 高大連携講座講師

平成22年11月26日

平成22年6月23日 高大連携講座講師

飯山北高校出張講義

平成22年9月14日-17日

 第27回化学反応討論会ベストポスター賞審査員

 分子科学討論会優秀ポスター賞審査員

コンパス物理化学
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

高大連携講座講師

 日本化学会春季年回優秀講演賞審査委員

Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy　組織委員

 Ultrafast Phenomena 2014 組織委員

平成27年7月18－19日

平成25年7月7日－11日

平成27年8月21日 高校教員先端科学技術活用講座講師

 分子科学討論会優秀ポスター賞審査員

平成24年7月25日

平成27年9月16日－19日

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成28年3月27日

平成27年7月20日 高大連携講座講師

平成23年7月27日

平成25年5月19日 高大連携講座講師

平成26年5月18日 高大連携講座講師

平成24年6月23日

新発田高校出張講義

新発田高校出張講義
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年4月〜
現在

平成22年6月

　該当なし

平成27年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年6月 医薬ジャーナル社

共著 平成22年8月 Inflamm Bowel Dis,vol.16

単著 平成24年6月
Drug Discoveries &
Therapeutics, vol.6

共著 平成25年3月
Pharmacogenomics and
Personalized Medicine, vol.6

共著 平成27年9月
PLoS One, Sep
11;10(9):e0137798.

発表年月 学会名

平成27年11月
第18回日本補完代替医療学会学術
集会

平成27年11月
第18回日本補完代替医療学会学術
集会

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　薬物速度理論だけでなく、確認テストや症例解
析を交えた実用書を作成した。

　講義に症例解析を取り入れ、学んだ内容の実社
会における活用の場を紹介している。
　講義ごとに臨時テストを実施し、学生の把握度
を確認している。

　病院および企業などの見学を実施している。

　薬学分野において活躍している外来講師を招喚
している。
　授業評価アンケート調査を実施し、学生からの
意見や指摘内容を改善している。

氏名：久保田 隆廣

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）国産カンゾウのグラブリジン含量

　第１８回認定指導薬剤師養成ワークショップに
参加した。

（演題名）国産カンゾウのグリチルリチン含量

（論文）A prospective study evaluating
metabolic capacity of thiopurine and associated
adverse reactions in Japanese patients with
inflammatory bowel disease (IBD).

研究室：生物薬剤学

（著書）確認テストと症例解析で身につける 薬物速
度論入門

（論文）Thiopurine maintenance therapy for
ulcerative colitis - the clinical significance
of monitoring 6-thioguanine nucleotide.

（論文）Copy Number Variation in
Sulfotransferase isoform 1A1 (SULT1A1) is
significantly associated with enzymatic
activity in Japanese subjects.

（論文）Evaluation of skin surface hydration
state and barrier function of stratum corneum
of dorsa of hands and heels treated with
PROTECT X2 skin protective cream.

(1) 症例解析の採用

(2) 臨時テストの採用

(3) 学外教育

(4) 外来講師招喚

(5) 学生による授業評価

（著書）確認テストと症例解析で身につける 薬物速
度論入門

　認定実務実習指導薬剤師を修了

 
- 146 -



Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

日本補完代替医療学会 会員

平成27年4月〜現在に至る 日本薬物動態学会 評議員

日本臨床薬理学会 会員

平成24年4月〜現在に至る

平成9年4月〜現在に至る
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年12月

薬学の基礎物理 2x12回 ～

物理化学実習 6x8回 平成27年12月

平成22年12月

物理学実習書 教材 ～

物理化学実習書 教材 平成27年12月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成24年11月
J. Phys. Soc. Jpn. 81,
114714 (2012)

共著 平成26年2月
J. Phys. Soc. Jpn. 83,
024710 (2014)

共著 平成27年1月
J. Phys. Soc. Jpn. 84,
014706 (2015)

共著 平成27年7月
 J. Phys. Soc. Jpn. 84,
074706 (2015)

共著 平成27年8月
AIP Conf. Proc. 1673
020018 (2015)

発表年月 学会名

平成27年3月 日本物理学会

平成27年9月 日本物理学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

液体Fe-GdとCo-Ge合金の帯磁率

なし

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：大野 智

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

基礎物理学として必要な力学を中心に高校で履修して

いない学生も理解できるように講義し、また、問題を

液体遷移金属-Cu合金の帯磁率

（論文）Magnetic Property of Liquid 3d
Transition Metal-Sn Alloys

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

丁寧に説明し応用力を付けて単位の取得を目指す。

物理学の実習の理論や実験方法をまとめた教材。

研究室：物理学

（論文）Magnetic Property of Liquid 3d
Transition Metal-Sb Alloys
（論文）Magnetic Property of Liquid 3d
Transition Metal-Au Alloys

（論文）Magnetic susceptibilities of liquid Cr-
Au, Mn-Au and Fe-Au alloys

（論文）Magnetic Property of Liquid 3d
Transition Metal-Ge Alloys

 
- 148 -



（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

講義用のスライドやプリントを作成　 平成23年3月

試験問題形式の刷新 平成23年7月

最新衛生薬学第３版（別府正敏・平塚明編集） 平成23年4月

廣川書店

平成23年4月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

単著 平成24年6月 YAKUGAKUZASSHI, vol.132

共著 平成24年9月
Biochim. Biophys. Acta, vol.
1817

共著 平成25年4月 Physiol. Plant., vol. 111

共著 平成26年9月
Biochim. Biophys. Acta, vol.
1842

共著 平成27年2月 Plant Cell Rep., vol. 35 

発表年月

平成27年3月 日本農芸化学会2015年度大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

新潟日独協会会長

新潟日独協会理事平成15年4月～平成23年4月

   平成23年5月～

氏名：皆川 信子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

生化学関連から衛生薬学領域の内容に変わったの
で、最新のデータを盛り込んでスライドやプリン
トを作成した。　毎年度、適宜修正を加えた。

（演題名）Candida albicansにおけるシアン耐性呼吸の誘導機構

（論文）A lack of alternative oxidase
compromises capacity to recover from severe

２．学会発表（評価対象年度のみ）

試験問題の形式を変更し、学生の内容把握状況が
より明確にわかるようにした。

特に無し。

（論文）Mitochondria as targets of chemotherapy

（論文）Effects of ascochlorin on the yeast
Candida albicans

（論文）Alternative pathway is involved in the
tolerance of highland barley to the low-
nitrogen stress by maintaing the cellular redox
homeostasis

（論文）Changes in glutathione-dependent redox
status and mitochondrial energetic strategies
are part of the adaptive response in Candida
albicans

教科書を丸善株式会社の衛生化学から廣川書店の
最新衛生薬学に変更した。

演習や実習など、複数の教員で担当する場合は、
必ずきっちりと打ち合わせを行った。４年生と６
年生の演習は、一方的な講義ではなく、できるか
ぎり自主性を尊重するよう心がけている。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

研究室：衛生化学

１．著書・論文等の名称
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

各回の授業のポイント集の作成・配布 平成27年9月

討論学習と早期体験学習の連携教育 平成26年5月

平成23年4月

基礎生命科学（12　生命と環境）、培風館 平成26年2月

平成24年7月

平成26年3月

平成25年10月

本学でのFD講演 平成25年11月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年12月
Cancer Res., Vol.70, No.24,
10464-10473

共著 平成23年8月
Biochem Biophys Res Commun.,
Vol.411, No.4, 804-808

共著 平成25年6月
J Pharmacol Sci., Vol.122,
No.2, 138-148

共著 平成28年 PLoS One., in press

発表年月 学会名

平成28年3月 日本薬学会第136年会

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

医療現場見学前の討論、プレ・ポストテスト実施

発癌物質の代謝活性化、遺伝毒性試験等

種の多様性、食物連鎖、突然変異、地球環境等

米国での臨床薬学教育について

（論文）The canonical NF-kappaB pathway governs
mammary tumorigenesis in transgenic mice and
tumor stem cell expansion.

（論文）Squalene Inhibits ATM-Dependent
Signaling in γIR-Induced DNA Damage Response
through Induction of Wip1 Phosphatase.

コンパス衛生薬学（12章　化学物質による発癌）、
南江堂

米国における臨床薬剤師教育の実態(3) ～カリキュ
ラムを比較して～

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：酒巻 利行

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

授業内容を整理し、復習するための資料

（演題名）ErbB2を過剰発現させた乳腺上皮細胞におけるmiRNA-205
ターゲットの探索

本学学生による米国医療施設での研修での成果

学修成果基盤型教育について

6年制薬学教育におけるカリキュラムの構築

（演題名）乳腺上皮細胞におけるmiRNA-205の発現はERK/MAPKシグナ
ルを介したDNAのメチル化により制御されている

研究室：公衆衛生学

新潟薬科大学における医療社会のグローバル化を目
指したアメリカ短期研修

第3回薬学教育者のためのアドバンストワークショッ
プ出席

（論文）ErbB2 down-regulates microRNA-205 in
breast cancer.
（論文）Differential effect of schisandrin B
stereoisomers on ATR-mediated DNA damage

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

実務実習指導薬剤師養成ワークショップ・タスクフォース平成25年9月
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動 細胞の構造と機能、感染症と微生物　分野 研究室所属学生の指導

年　月

スタンダード薬学シリーズII 平成28年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年1月
Appl Microbiol Biotechnol.
(85:1069-79)

共著 平成23年4月 Microbiology, (157：1240-9)

共著 平成24年10年
Biosci Biotechnol Biochem.
(74:1116-9)

共著 平成25年8月 Microbiology, (159: 2191-9)

共著 平成25年10月 Biochemistry (51: 7766-74)

発表年月 学会名

平成27年11月 中部乳酸菌研究会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

生物系薬学III 生体防御と微生物　　SBO26

研究室：微生物

（論文）Characterization and analysis of the
regulatory network involved in control of
lipomycin biosynthesis in Streptomyces
aureofaciens Tü117.

（論文）Identification and characterization of
the Streptomyces globisporus 1912 regulatory
gene lndYR that affects sporulation and
antibiotic production.

（論文）Critical involvement of the E373-D434
region in the acid sensitivity of a NhaB-type
Na(+)/H(+) antiporter from Vibrio
alginolyticus.

（論文）Diversities and similarities in pH
dependency among bacterial NhaB-like Na+/H+
antiporters.

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：中村 辰之介

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）機能未知の膜タンパク質の大腸菌における役割の探索

（論文）Glultamate 85 is involved in the
sodium/proton exchange activity of the
Escherichia coli ChaA.
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成27年3月

Principal Pharmacotherapy 平成27年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年8月 癌と化学療法（第37巻第8号）

共著 平成25年8月
Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc Vol.21 No.8

共著 平成27年10月 癌と化学療法（第42巻第10号）

発表年月 学会名

平成27年10月
第8回国際CoQ10学会
（イタリア）

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

研究室：臨床薬物治療学

２．学会発表（評価対象年度のみ）

主要110疾患の病態と薬物治療、基本処方ならび
にそのケーススタディー症例集

臓器器官別の薬物治療学テキスト

（論文）胆道癌・膵癌術後症例に対するS-1単独療法
-手術術式が血清5-FU濃度に与える影響-
（論文）Distribution of vitamin K2 in
subchondral bone in osteoarthritic knee joints

（論文）5-FU血中濃度測定による投与量調節の有用
性 -インフューザーポンプの種類により5-FU持続静
注時の5-FU血中濃度は異なる-

わかりやすい疾患と治療薬の解説、病態・治療編、
ケーススタディー編

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：若林 広行

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

Effects of reduced form-coenzyme Q10 treatment on bone
metabolism in rat

新潟県薬事審議委員

公益社団法人 新潟県薬剤師会理事、常務理事

日本薬理学会評議員　　 平成10年４月～現在まで

　　 平成21年４月～現在まで

　　 平成15年４月～現在まで
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

臨床に沿った病態を解りやすく講義する

平成25年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年4月
International
Immunopharmacology. 2015; 29:
957-963

共著 平成27年5月 Cytokine. 2015; 76, 206-213.

共著 平成27年12月
Experimental Dermatology. 2015
(in press)

共著 平成27年12月
Cellular Signalling. 2015
 (in press)

共著 平成27年9月 PLOS ONE　2015.P1-P18. 

発表年月 学会名

平成27年4月 日本循環器学会

平成27年4月 American Diabetes Association.

Ⅲ　学会および社会における主な活動

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：臨床薬理学

Jumihaidokuto effectively inhibits colon
inflammation and apoptosis in mice with acute
colitis

氏名：渡邊 賢一

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

Depletion of cardiac 14-3-3η protein adversely influences
pathologic cardiac remodeling via exacerbation of
inflammation, endoplasmic reticulum stress, and suppression
of regeneration after coronary artery ligation in mice.

放射化学・放射性医薬品学・宮崎利夫編集・現代薬
学シリーズ（１９）・朝倉書店

心臓・血管系疾患・橋本隆男編集・疾病と病態生
理・P６０-P８８・南江堂

平成２２年４月～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

Curcumin Ameliorates Progression of Liver Tumors and Damage
through Inhibition of Oxidative Stress, Inflammation and
Fibrosis in Non-alcoholic Steatohepatitis-Hepatocellular
Carcinoma Mouse Model

Sirtuin-6 deficiency exacerbates diabetes
induced impairment of wound healing.

文部科学省科学技術専門調査員、厚生労働省労災協力医非常勤活動

日本循環器学会、日本薬学会、日本内科学会、日本薬理学会、日本核医学会、日本心
臓核医学会

薬物治療学-I,薬物治療学-II,薬物治療学-III,病
態と処方-IV,病態と処方-Vなど

平成２２年４月～現在

Tannic acid modulates NF<kappa>B signaling
pathway and skin inflammation in NC/Nga
transgenic mice through PPAR<gamma> expression.

 Schisandrin B Prevents Doxorubicin Induced
Cardiac Dysfunction by Modulation of DNA
Damage, Oxidative Stress and Inflammation
through Inhibition of MAPK/p53 Signaling.

 Small interfering RNA therapy against
carbohydrate sulfotransferase 15 inhibits
cardiac remodeling in rats with dilated
cardiomyopathy.
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

臨床薬物動態学（非売品）

(27年度分学術講演）

学術講演：抗不整脈薬の薬物相互作用について 平成27年11月

学術講演：循環器関連・特に抗不整脈のTDM 平成27年9月 神奈川県病院薬剤師会研究会

平成27年7月 第47回日本医学教育学会大会

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年5月 南江堂

共著 平成26年5月 南江堂

共著 平成26年4月
Live Transplantation 2,838-
849(2014)

共著 平成25年4月 J Anesth 27,346-350(2013)

共著 平成25年4月
Eur J Clin Pharmacol 69,449-
457(2013)

共著 平成23年4月 Int Heart J. 52;353-358(2011)

共著 平成22年4月
Jpn. J. Ther. Drug Monitor.
28,102-18(2011)

発表年月 学会名

平成27年5月 日本TDM学会

日本TDM学会

平成27年5月 日本TDM学会

平成27年3月 日本薬学会

長岡Circulation Seminar

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

医薬品情報学（3年）、臨床薬物動態学（4年）
において、薬物動態学と医薬品情報の重要性を
評価し、事例をあげて教育している

氏名：上野 和行

（演題名）テイコプラニンTDM解析ソフトウエアの使用実態調査によ
る評価

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

研究室：薬物動態学

TDM実習（3年）において、実習は臨床の課題を
テーマとして症例ごとの投与計画を実施

毎年4年生対象の講義に独自に学生用教科書を
作成

（著書）新薬剤学

（著書）臨床化学

（論文）Effects of brown rice on clinical
labolatory data, lipid metabolism, and
ferrokintics

〔論文）Hepatoprotevtive effect by pretreatment
with olprinone in a swine partial hepatectomy
model

学術講演：ジェネリック医薬品の現状と課題、
そして新しい時代

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題目）テイコプラニン点滴静注製剤用TDM解析ソフトウエア
「TOWA-TDM」Ver.2の開発

（演題目）市販製剤における低分子化合物の薬物動態パラメータ解
析

〔論文）The effect of hemodilution by
cardiopulmonary bypass on protein binding of
olprinone.

〔論文）Decreased vancomycin clearance in
patients with congestive heart failure.

〔論文）Repetitive evaluation of fibrillation
cycle length predicts the efficacy of bepridil
for interruption of long-lasting persistent
atrial fibrillation

（演題名）ガレノキサシン投与患者における蛋白結合率の検討
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平成27年3月 日本薬学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

平成20年前から現在継続中 日本不整脈心電学会評議員

平成20年前から現在継続中 日本ジェネリック医薬品学会評議員

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

平成20年前から現在継続中

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成23年6月～現在継続中

平成20年前から現在継続中

平成20年前から現在継続中

日本ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞ・セラピューティクス学会評議員

日本医療薬学会評議員

日本薬物動態学会評議員

日本TDM学会理事長（理事は平成20年以前から就任）

〔塩題名）ジゴキシン投薬量の実態調査
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成27年5月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年9月 南山堂

共著 平成25年8月 南江堂

単著 平成23年5月
Journal of Diabetes Science
and Technology,5(5),1203-
1209(2011).

単著 平成25年6月
くすりと糖尿病，3(1),47-
54(2014).

共著 平成26年12月
くすりと糖尿病,3(2),147-
156(2014).

発表年月 学会名

（演題名）注入器の識別色とイメージの対応に関する調査研究 平成27年5月 日本糖尿病学会

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

日本糖尿病教育・看護学会評議員

日本病態栄養学会会員 評議員

医薬品相互作用研究会評議員平成5年4月～現在

平成12年4月〜現在

平成12年1月〜現在

平成14年4月〜現在

平成16年4月〜現在

平成22年4月〜現在

雑誌「糖尿病ケア」編集委員

日本アプライド・セラピューティクス学会理事

日本くすりと糖尿病学会副理事長

雑誌「くすりと糖尿病」編集委員長

氏名：朝倉 俊成

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等 

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）インスリン製剤の識別性に関する複数の試験報告と今後
の展開について

特に無し

平成21年4月〜現在

平成22年4月〜現在

雑誌「糖尿病診療マスター」編集同人

研究室：臨床薬学

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

平成18年4月
（着任）〜

現在

毎回、マイクを２〜３本学生に手渡し、講義途中
に学生とディスカッションをしながら内用の奥行
きを理解してもらうようにしている。講義は、ア
ニメーションやビデオ、DVDを用いて、理解を高
めてもらうよう工夫している。

平成18年4月
（着任）〜

現在

実習の教材として、「臨床実務実習メディアテキ
スト」を制作。

第５８回日本糖尿病学会年次学術集会「薬学部に
おけるインスリン自己注射体験型実習の教育効果
に関する報告」

（著書）糖尿病薬物療法の管理

（著書）糖尿病治療のための注射手技マニュアル

（論文）朝倉俊成, Jacob Hyllested-Winge,星野貴
子：日本人糖尿病患者および医療従事者を対象とし
たプレフィルド型インスリン注入器フレックスタッ
チ,ソロスター,ミリオペンの有用性および選好性の
評価,

（論文）朝倉俊成：麻酔下ラットを用いたペン型注
入器専用針の穿刺痛のる検討−BDマイクロファインプ
ラス32Gとナノパス34Gの評価−

（論文）Toshinari Asakura: Comparison of
Clinically Relevant Technical Attributes of
Five Insulin Injection Pens,
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

「DM Ensemble」（日本糖尿病協会）編集委員

平成23年4月〜現在 日本糖尿病療養指導士認定機構理事

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成24年4月～現在
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

　

新潟市薬剤師会南地区会「研修会」 平成25年7月

26年度秋葉区産学官連携『地域交流講座』 平成26年9月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年11月 薬局, 61巻11号

共著 平成23年1月 薬局, 63巻1号

共著 平成24年12月 新潟市薬剤師会会誌

共著 平成25年3月 南山堂

共著 平成25年9月 医薬品相互作用研究　vol.37

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

降圧療法における配合剤の意義と使用評価
について

薬学的視点から配合剤を検証する「経口配合剤」

GEアセスメント　薬剤使用評価（DUE）、薬物治療評
価（MUE）の実践

薬剤師アンケートによる降圧薬配合剤の使用実態と
使用評価の検討

プロフェッショナルから学ぶ医薬品副作用の対応50

降圧薬配合剤への対応

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：坂爪 重明

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

高齢者副作用講座（副作用対策）

　

平成27年5月～　

研究室：臨床薬学

日本医薬品安全性学会理事

新潟県薬剤師学理事

新潟県病院薬剤師会理事

医薬品相互作用研究会評議員＆編集委員平成24年4月～

平成22年4月～

平成21年4月～平成22年3月
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成27年9月

朝倉内科学 平成25年6月

疾患と薬学 平成26年4月

RYLA研修における講師 平成27年10月

フィジカルアセスメント研修

平成24年5月
より、年5回、
平成27年まで

継続

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成25年3月 Int J Hematol.Vol 97 No.2

共著 平成25年10月 Leuk Lymphoma. Vol 54 No.10

単著 平成26年4月 臨床血液. Vol 55 No.2

単著 平成26年10月 臨床血液. Vol 55 No.10

単著 平成27年5月
Jpn J Cancer Chemother．Vol42
No.5

発表年月 学会名

平成27年9月
XVI International Workshop on
Chronic Lymphocytic Leukaemia

平成27年10月 第77回日本血液学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

（演題名）多発性骨髄腫治療における新規薬剤に対する血液専門医
の意識調査

日本リンパ網内系学会評議員

日本血液学会評議員平成5年4月～現在まで

平成21年6月～現在まで

平成6年6月～現在まで

氏名：青木 定夫

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）The characteristic of chronic lymphocytic leukemia
in Japan: An interim result of CLLRSG-01 study

平成26年11月～現在まで

薬剤師の研修プログラムとしてフィジカルアセス
メント研修を実施

臨床現場における実際の症例にかかわるグループ
討議の導入

症例検討においてグループ討議の導入を行い
治療法の提案を発表させレポートとして提出
させる。

日本血液学会編集委員

日本リンパ網内系学会プログラム委員

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

慢性リンパ性白血病を担当

テーマに関連する内科領域の詳細な資料作成

RYLA研修における健康自立をテーマにSGDを用い
た教育にかかわる講師を担当。

研究室：病態生理学

（論文）IL-6-positive classical Hodgkin's
lymphoma co-occurring with plasma cell type of
Castleman's disease: report of a case.

（論文）MYC rearrangements are useful for
predicting outcomes following rituximab and
chemotherapy: multi-center analysis of Japanese
patients with diffuse large B-cell lymphoma.

（論文）慢性リンパ性白血病に対する抗体療法

（論文）慢性リンパ性白血病:診断と遺伝子変異．

（論文）慢性リンパ性白血病．
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成19年

～平成26年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年3月 じほう

共著 平成25年3月 じほう

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：社会薬学

（著書)薬剤師が知っておきたい法律・制度第1版

（著書)薬剤師が知っておきたい法律・制度第2版

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：藤原 英俊

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

東京大学・日本薬科大学・高崎健康福祉大学・

富山医科薬科大学にモニターに行った。

CBTモニター（体験受験、本試験、追再試）

厚生労働省医道審議会薬剤師分科会薬剤師国家試験出題基準改定部会委員

日本私立薬科大学協会薬剤師国家試験問題検討委員会　薬事関係法規・
関係制度部会及び薬学教育協議会薬学及び社会教科担当教員会議の副委員長

薬学共用試験センターCBT問題精選委員（薬学と社会分野、現在主任に就任）H18年4月～

H22年4月～H23年3月

平成22年4月～
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

新潟薬科大学薬学部薬用植物園（本園）植物目録 平成23年

生物学実習書 平成25年

改訂・越後新津丘陵 里山の植物 平成25年 白崎 仁・石沢進　59 pp.

平成22年3月、
平成23年3月、
平成24年3月・
8月、平成25年
3月・8月

平成26年3月・
8月、平成27年
3月

平成22年6月、
平成23年6月

平成24年6月、
平成25年6月・
9月、平成26年
6月

平成23～27年
各12月

平成25年7月、
平成26年6月、
平成27年10月

平成26年8月、
平成27年8月

平成24年7月

平成24年12月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年4月
長岡市立科学博物館研究報告 45:
49-54.

共著 平成24年4月 東蒲原郡史編さん委員会

単著 平成25年4月
長岡市立科学博物館研究報告 49:
5-10.

（著書）新潟県第２次レッドリスト 共著 平成26年6月 新潟県

共著 平成27年2月 環境省

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

SPP「体の構造と機能を知ろう」実習＜（独）科学技
術振興機構＞

新潟薬科大学高大連携講座「体の構造と機能を知ろ
う」実習＜新潟薬科大学教育・学習方法等改善支援
事業＞

白崎 仁 56 pp.

白崎 仁 54 pp.

氏名：白崎　仁

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

研究室：生物学教育

高校生を対象に、生物の生体解剖の実習を行い、
生体器官・臓器等の機能を調べさせる。生物を扱
う上での適切な倫理等を教える。高校教員も実習
に参加してもらい、高校生の学習方法改善にも資
する内容としている。

コケ植物を室内培養して、配偶体の発育、胞子の
発芽に影響する無機イオンの作用を実験した。

新潟薬科大学高大連携講座
「健康に役立つ薬用植物講習会」実習

 新潟県植物保護. 50: 26-28.

新潟南高校SSH&高大連携講座

「エゾヒョウタンボクを知っていますか? 新潟県
のエゾヒョウタンボクの希少性とその保全」
シンポジウム（阿賀町）.　阿賀町教育員会・
東京大学大学院（共催）

１．著書・論文等の名称

（著書）東蒲原郡史 通史編１

（論文）新潟県苗場山田代高原のミズゴケ湿地
（蘚類）

（論文）新潟県加茂市の垂下状コケ植物イトゴケ
（蘚類）.

風穴地の立地とコケ植物の生育環境

東蒲原郡の風穴地を守るのは誰か？ エゾヒョウタン
ボクを守るだけでいいのか？.

SPP「健康に役立つ薬用植物講習会」実習＜（独）科
学技術振興機構＞

教員免許状更新講習

約400種の植物を栽培・展示している本学の薬用
植物園において、実際の薬草の見分け方や植物の
利用法などを実習する。薬草の健康効果を考えな
がら、調理・試食して、日常の健康に取り入れる
方法を教える。

（著書）生物多様性調査及びレッドリスト（植物
II）

「楽しい植物学」の題名で、高等植物とコケ植物
との違いと、自然環境の変化と植物の適応の関連
性について講義する。

「植物生態・分類・生物多様性保全の生物学」題
名で、自然植生の構造解析方法、植物の環境適応
と制限要因の解析、環境変動と植生の変化につい
て講義する。学内の森林で自然植生の構造解析方
法を実習する。

新潟南高校SSH研究指導
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発表年月 学会名

平成27年9月 日本植物学会第79回大会(新潟)

Ⅲ　学会および社会における主な活動

希少野生動植物種保存推進委員 環境省

自然環境保全調査員 新潟市

環境省

日本蘚苔類学会地方幹事

新潟県野生生物保護対策検討会 新潟県

鳥屋野潟整備実施計画検討委員会 新潟県

むらづくりのための大学による支援事業 北陸農政局

鳥屋野潟環境対策検討委員会 新潟県

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

多雪地域におけるコケ植物の分布と生態（公開シンポジウム）

平成26年12月〜平成27年10月

平成23年〜平成26年

２．学会発表（評価対象年度のみ）

平成25年8月〜

物多様性調査及びレッドリスト（植物II）
調査委員

平成9年9月〜

平成15年4月〜

平成23年〜

平成22年1月〜平成23年3月

平成17年1月〜
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成10年4月～

平成16年4月～
平成27年3月

平成26年4月～

平成27年4月～

平成7年4月～

平成13年9月～

平成14年4月～

平成16年4月～
平成26年4月

平成25年9月～

平成27年4月～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成24年2月
Bulletin of Fukuoka University
of Education 61(3)

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

・上記の統計学に関する授業の教科書傍用教材の巻
　末付録として、30頁程度の国家試験対策用資料を
　追加

1年次後期の統計学に関する授業の教科書傍用教
材としてプリント集を作成し、印刷・製本した
ものを学生に配付

 Some properties of factorized Lie algebras

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

・微分積分に関する授業時間中に小テストを導入

研究室：数学教育

・微分積分に関するリメディアル教育の演習内容を
　正課の授業における小テスト範囲に対応

微分積分に関する高校・大学教育間の接続（リ
メディアル教育）としての自由科目「基礎数学
演習」の内容を工夫することにより、微分積分
に関する学生の授業評価結果も改善

生物統計に関する薬剤師国家試験の問題に基づ
いた国試対策用資料を巻末に追加し、モデル・
コアカリキュラムの改定に併せて内容も改訂

・統計学に関する授業の教科書傍用教材として全190
　頁のプリントを作成

・自由科目「基礎数学演習」用教材として、全54頁
　のプリント集を作成

 公益財団法人 藩老本多蔵品館 評議員昭和60年5月～

２．学会発表（評価対象年度のみ）

演習の音声データは除くが、それ以外の全授業
データをCyber-NUPALSにアップし学内で公開

1年次前期の微分積分に関する授業の教科書傍用
教材としてプリント集を作成（その後、定期的
に改訂）し、印刷・製本したものを学生に配付

微分積分やその基礎に関する高校・大学教育間
の接続的内容を持つ教科書（プリント集）を教
材として作成（その後、定期的に改訂）し、印
刷・製本したものを学生に配付

微分積分に関する高校・大学教育間の接続（リ
メディアル教育）としての自由科目「基礎数学
演習」の教材として作成したプリント集を配付

・全授業について授業中の投影画像や音声データ、
　授業中に配布した資料データ等をWeb上で公開

・習熟度別編成の選択必修科目「基礎数学演習」/
　「数学演習」の中で、微分積分に関する上記のリ
　メディアル教育部分を実施

新カリキュラムにおける習熟度別編成の選択必
修科目「基礎数学演習」/「数学演習」の内容
を微分積分の授業中の小テスト範囲に対応

・微分積分に関する授業の教科書傍用教材として全
　150頁程度のプリント集を作成

・上記の自由科目用教材として作成したプリント集
　を新カリキュラムにおける習熟度別編成の選択必
　修科目「基礎数学演習」/「数学演習」の教材と
　して、全44頁のプリント集に改訂

元の全54頁のプリント集の中から特に重要な29
頁分を取り出して「基礎数学演習」/「数学演
習」の教科書傍用資料として配付し、次に重要
な15頁分を自習用資料としてWeb上で公開

・微分積分に関する基礎的内容を扱う応用生命科学
　部開講科目「基礎数学」の教科書として、全138頁
　のプリント集を作成

氏名：本多 政宣

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

前期の微分積分に関する授業中に複数回の小テ
スト（成績評価対象）を演習として実施

 特になし

特になし

特になし
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月

　　

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

一般財団法人新潟陸上競技協会（県）　常務理事平成23年4月1日～平成27年6月30日

平成22年4月1日～現在

平成22年4月1日～現在

平成27年6月26日～平成27年6月28日 第９９回日本陸上競技選手権大会（新潟）競技役員：総務員（総括）

平成25年4月1日～平成27年6月28日 第９９回日本陸上競技選手権大会（新潟）副準備委員長

平成22年4月1日～現在

新潟県体育学会　評議員

新潟市（中央）陸上競技協会　副理事長

一般財団法人新潟陸上競技協会（県）　専門部（医科学部長）

各種陸上競技大会の競技役員（審判長、上訴審判員など多数）

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：高橋 努

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

平成22年4月1日～現在

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：保健体育
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成26年2月
Heterocycles, vol.88, No. 2,
pp. 975-980

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

第65回有機合成化学協会関東支部シンポジウム実行委員

高田高校出張講義

新潟南高校SSH実験講師平成22年度〜平成26年度

平成22年12月 第60回有機合成化学協会関東支部シンポジウム実行委員

平成25年5月

平成23年6月〜7月

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：本澤 忍

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

研究室：薬化学

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Development of method for efficient α-
oxidation of tert-alkylamines using bis(2,2,2-
trichloroethyl) azodicarboxylate
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成23年～27年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

単著 平成23年4月 生化学会誌（第83巻第4号）

共著 平成23年4月 Plos One 6(4):e18842 (2011)

共著 平成22年5月
J Cell Biol. 189, 425-443
(2010)

共著 平成21年10月
Biochem. Biophys. Res Commun.
388(2):247-251 (2009)

共著 平成21年7月 J. Virol. 83, 7252-7260 (2009)

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

（論文） Neural stem cells express Oct-3/4 

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：小室 晃彦

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

特に画像と動画をたくさん使うように視覚でうっ
たえるような授業を行っている。授業の最後には
必ず確認試験を行い振り返りを行っている。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：生化学

（論文）A Shared Interface Mediates
Paramyxovirus Interference with Antiviral RNA
Helicases MDA5 and LGP2

（論文）A Role for the DEXH Box Protein LGP2 in
Innate Immune Responses Induced by Cytosolic
DNA and Listeria Monocytogenes

（論文）抗RNA自然免疫の制御

（論文） Mutant Huntingtin impairs Ku70-
mediated DNA repair.
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成26年度　薬理学実習テキスト 平成26年10月

平成27年度　薬理学実習テキスト 平成27年11月

平成23年12月

高校生を対象とした実習 平成27年3月 「体の構造と機能を知ろう」

高校生を対象とした医療薬学講座 平成27年7月

中高生教員を対象とした教員免許状更新講習 平成27年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年3月
Biochim. Biophys. Acta
1811:153-162

共著 平成24年4月 Neuroscience 207:243-260

共著 平成26年8月 J. Alzheimers Dis. 42:587-605

共著 平成27年4月
Biochim. Biophys. Acta
1851:414-421

共著 平成27年5月 MedChem News 25:69-74

発表年月 学会名

平成27年6月
平成27年度日本生化学会関東
支部例会/第56回新潟生化学会
懇談会

平成27年9月 第17回応用薬理シンポジウム

平成27年10月
The 3rd International
Conference on Retinoids

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

薬理学実習テキスト

薬理学実習テキスト

平成25年10月

研究室：薬効薬理学

（論文）Oxidized LDL and
lysophosphatidylcholine stimulate plasminogen
activator inhibitor-1 expression through
reactive oxygen species generation and ERK1/2
activation in 3T3-L1 adipocytes
（論文）Intracerebral microinjection of
interleukin-4/interleukin-13 reduces β-amyloid
accumulation in the ipsilateral side and
improves cognitive deficits in young amyloid
precursor protein 23 mice

（論文）レチノイン酸受容体α/βとレチノイドX受
容体の同時活性化によるアルツハイマー病の治療

氏名：川原 浩一

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）レチノイン酸受容体α/βとレチノイドX受容体の同時活
性化によるアルツハイマー病の治療

薬学に親しむ「生物と薬」

「痛みの制御と薬物療法」

平成26年度科学研究費助成事業の申請を行う熊本
大学の研究者に対して、熟練教員（過去に科研費
の採択が多い教員）として質的支援を行った。

（演題名）Retinoid receptor ligand as a candidate drug for
treatment of Alzheimer’s disease

熊本大学熟練教員：平成26年度科学研究費助成事業
の申請に関する質的支援者

（演題名）レチノイド化合物によるアルツハイマー病治療

高校生に対する講義・実習
高校生に対し、実習を通してスーパーサイエンス
を理解してもらった。酢酸ライジング法によりイ
ンドメタシンの鎮痛効果を調べた。

（論文）Prostaglandin E2-induced inflammation:

Relevance of prostaglandin E receptors.

（論文）Cooperative therapeutic action of
retinoic acid receptor and retinoid X receptor
agonists in a mouse model of Alzheimer’s
disease.
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Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

武田薬品創薬研究所　招待講演

日本学術振興会　審査委員候補者

英文雑誌「J. Alzheimers Dis」Associate Editor平成27年1月～平成28年12月

平成22年12月

平成25年4月〜現在
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成25年～
(主な導入
時期）

平成27年～
(主な導入
時期）

平成26年～
(主な導入
時期）

平成27年～
(主な導入
時期）

氏名：飯村 菜穂子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

各教科の教科書等のポイントを特に抜粋しなが
ら、簡潔に分かりやすく解説した資料を作成して
いる。
特に、2年生以上の学年においては、これらの資
料に合わせて、学生が自由に学ぶことができるよ
うに演習問題や間違いやすいポイント、要点など
をまとめた資料を作成し、それらの電子化も行っ
ており、物理薬剤学研究室ホームページ上で各学
年が利用できるようになっている。（利用には各
学年専用のパスワードを知らせ運営している）

学生からの声で、「分かりやすい授業であった」
「この講義を通じてさらに薬学への興味が沸い
た」等々の大変喜ばしい意見を得られたことか
ら、学生には強く記憶に残る授業になったと思わ
れる。しかし、授業の方法がパワーポイントを使
用した一方向的であったため、もう少し能動的に
取り組める手法なども導入した方が良いと感じ、
どこまで講義内容が理解できたか、またこれから
多くのことを学ぶことになる薬学に対する思いを
レポートにしてもらう取り組みを導入した。

薬剤学実習

実習の評価は技能試験とコンピューター試験、さ
らにレポートといった様々な方法を身についたこ
とを適切な評価法を使用して行っている。
コンピューター試験は共用試験を受ける前の良い
練習にもなったようであり、学生からも良い評価
を得ている。
また実習の評価は技能試験で測られるべきである
と考え、時間は少し要したが、1人1人について試
験実施している。試験については良い緊張感の中
で行われたと感じている。

製剤設計

製剤学では日本薬局方に基づく学習を欠くことは
できない。しかし現在、日本薬局方はＷＥＢで公
開されていることもあり、一昔前のように書籍と
して購入し、身近に置くということはしていな
い。そのためか日本薬局方に対する理解や周知が
希薄に感じられ学習の方法等も少し心配な面を感
じていた。そこで現在多くの学生がタブレットや
スマートフォン、ＰＣを持っていることを上手く
活用し、授業内で日本薬局方製剤総則等を電子
ツールを介して学習している。このことを導入し
てから学生の学習に奥行きを感じられるように
なった。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

研究室：物理薬剤学

主に以下の授業を担当している。
○薬学への招待II[必]（１年生前期）
○科学と薬学I[選]（１年生後期）
○薬学英語Ｉ[必]（2年生前期）
○反応速度論[必]（2年生後期）
○製剤の基礎[必]（2年生後期）
○薬剤学実習[必]（3年前期）
○物理化学からみた薬[必] （6年前期）
○薬学総括演習Ｉ[必]（４年生後期）
○薬学総括演習II[必]（6年生後期）
○香粧品の科学[選]（3年生前期）
○製剤設計[必]（３年生前期）
〇薬学に親しむ[必]（1年生通年）
〇メディカルスタッフと共に学ぶＩ[選]（5，6年後
期）

薬学への招待、科学と薬学、薬学に親しむ
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平成27年～

平成26年～
(主な導入
時期）

製剤化のサイエンス　基礎とＣＭＣ 平成22年3月

医薬品開発と生産　レギュラトリーサイエンス 平成22年7月

NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学 平成24年3月

平成27年3月

実践製剤学　そしてその基盤となる物理薬剤学 平成27年8月

薬剤学実習（物理薬剤学・製剤学）
平成22年3月～

毎年改訂
新潟薬科大学　物理薬剤学研究室編

平成22年3月～
毎年改訂

平成22年3月～
毎年改訂

高大連携「医療・薬学講座」テキスト
平成22年3月～

毎年改訂

学生の意欲的な授業への希望を多く取り入れ、講
義だけでなく一部実習や体験学習を盛り込んだ授
業にした。
授業アンケート結果をみると、こちらの創意工夫
は学生に伝わっている評価が得られたと思われ
る。

製剤化のサイエンス

香粧品の科学

〇反応速度論
〇製剤の基礎
〇製剤設計
〇薬学に親しむ

２　作成した教科書、教材、参考書

香粧品の科学

メディカルスタッフと共に学ぶＩ

この授業は、主に患者事例、仮想事例に基づき、
薬剤師、看護師、理学療法士、管理栄養士、作業
療法士、言語聴覚士、歯科衛生士等々の医療職を
目指す学生達のスモールグループで多職種間連携
を学ぶが、この評価を正当に行うためにレポート
や発表態度はもちろんであるが、日々の観察記録
に工夫が必要と考え、積極的な日々の活動を数値
として見える化することに努め、活動量計の導入
を試みた。学生も数字になって自分の活動が評価
されることについて納得しており、個人の活動に
力が入っているようであった。一定の成果は上
がっていると思われる。

薬学教育モデルコアカリキュラムC17分野を中心
として教科書であり「医薬品開発を計画する際に
考慮すべき因子」を執筆

物理薬剤学・製剤学に係わる最新の情報を可能な
限り網羅し、簡潔に分かりやすく解説した教科書
であり、「溶解と溶解現象」を執筆

改訂された薬学教育モデルコアカリキュラムに準
拠しE5製剤化サイエンスに関する分野を中心した
教科書であり、「「医薬品の安定性と速度論」
「反応速度と反応次数」、「複合反応」、「反応
速度に影響をおよぼす因子」、「製剤の安定化」
を執筆」

従来の物理薬剤学で学ぶ基礎理論が製剤のどうよ
うな状況において活用されているかを意識し、学
生がこれまで理解に苦しむまたイメージが沸きに
くい部分を考慮しながら、斬新かつ理解の深まり
やすい教科書として作成。また日本薬局方に基づ
く知識の定着にも努力した。（改訂された薬学教
育モデルコアカリキュラムに準拠している。）
「剤形各論」「製剤学総論」「医薬品の製造管理
と品質管理」について執筆

香粧品の科学に係わる最新の情報を可能な限り網
羅し、簡潔に分かりやすく解説した資料

各教科の教科書等のポイントを特に抜粋しなが
ら、簡潔に分かりやすく解説した資料
この資料は電子化も行っており、物理薬剤学研究
室ホームページ上で各学年が利用できるように
なっている。

製剤の基礎、またその周辺の最新の情報を可能な
限り網羅し、中高生に簡潔に分かりやすく解説し
た資料

薬学教育モデルコアカリキュラムC16分野を中心
として教科書であり「代表的な半固形製剤の種類
と性質」、「代表的な液状製剤の種類と性質」、
「代表的な無菌製剤の種類と性質」を執筆
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平成23年2月

平成26年8月～
毎年改訂

平成22年3月

平成23年3月

平成25年3月

平成25年3月

平成26年3月

平成26年9月

平成27年3月

平成27年3月

平成28年3月

平成28年3月

QOL向上を目指す専門職間連携教育用モジュール中心
型カリキュラム開発モジュール作成

新潟医療福祉大学で推し進められているＩＰＥの
教材作成に参加させて頂き、薬学部の学生が学
び易い題材で仮想事例、モジュール作成をさせ
てもらい、現在その事例を利用して医療人を養
成する大学との連携で多職種間連携教育を行う
ことができるようになった。
(http://webdb.ipe.nuhw.ac.jp/cgi-
bin/module.cgi?tid=default（題材：高齢者への投
薬)

薬剤師国家試験対策テキスト

演題：薬学広報活動 としての試み :高大連携
『医療 ･薬学』講座/いきいき県民カレッジの開
講

次世代を担う若者への薬学教育の取り組み
（IV）：高大連携「医療・薬学」講座の開講

演題：次世代を担う若者への薬学教育の取り組み
(III）

演題：先導的薬剤師養成に向けた多職種間連携学
習の取り組みと実践

演題：先導的薬剤師養成に向けた多職種間連携学
習の実践
（年会講演ハイライト集に採択されました）

日本薬学会第130年会発表

日本薬学会第131年会発表

日本薬学会第133年会発表

日本薬学会第133年会発表

日本薬学会第134年会発表

演題：先導的薬剤師養成に向けた多職種間連携学
習の実践とその成果

演題：次世代を担う若者への薬学教育の取り組み
（V）：高大連携「医療・薬学」講座の開講

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

演題：次世代の若者に向けた高大連携「医療・薬
学」講座の開講

演題：次世代を担う若者への薬学教育の取り組み
（II）

新潟薬科大学　物理薬剤学研究室編
物理薬剤学研究室では平成26年度より研究室内に
おいて薬剤師国家試験のための勉強・対策を実施
している。その際に用いるテキストは研究室内で
作成している。またこのテキストは電子化してお
り、例えば実務実習で大学に来ることが叶わない
学生が自宅でも学習できるように物理薬剤学研究
室ホームページ上で利用できるようになってい
る。この手法を導入してから学内における試験な
どの結果の向上に繋がっている。

第7回保健医療福祉連携教育学会

日本薬学会第135年会発表

日本薬学会第135年会発表

日本薬学会第136年会発表

日本薬学会第136年会発表

薬学教育に携わるにあたり、以下のことについて意
識し実践、担当に努めている。
〇高大接続教育（高大連携）
〇地域連携
〇社会貢献
〇大学間連携
〇生涯教育
〇後輩育成教育

演題：次世代を担う若者への薬学教育の取り組み
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担当・実施に
ついては学会
および社会に
おける主な活
動欄に記載

担当・実施に
ついては学会
および社会に
おける主な活
動欄にも一部

記載

担当・実施に
ついては学会
および社会に
おける主な活
動欄に記載

入学前教育
平成25年～
(毎年）

平成24年7月 参加（新潟：新潟薬科大学）

ＦＤ講演会「医療と倫理教育」(中島宏昭先生） 平成24年3月 参加（新潟：新潟薬科大学）

第５０回全国学生相談研修会（日本学生相談学会） 平成24年11月

平成25年8月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成25年2月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成25年9月 参加（新潟：新潟薬科大学）

高大接続教育（高大連携）

新潟薬科大学では中学校、高等学校と大学との連
携により科学技術、理科さらに「薬学」に関する
興味、関心と知的探求心等を育成することを目的
とする教育プログラム高大連携「医療・薬学」講
座を約8年にわたり実施している。このプログラ
ムは「基礎薬学」から「医療薬学」、「臨床薬
学」に至るまでを体験型学習スタイル・参加型授
業をふんだんに盛り込んで実施している。その企
画、運営に携わっており、自らも本講座で最低1
回の講義、実験を行いっている。さらにこのプロ
グラムの特徴といっても良い医療現場での体験学
習、討論学習のファシリテーターもつとめてい
る。毎年この講座受講生から平均１２～１３名の
生徒さんが本学に入学を決めている。

地域連携
社会貢献
生涯教育
後輩育成教育

大学間連携

推薦入試等で大学入学が決定した生徒さんを対象
に新潟薬科大学では入学前教育の一環としてス
クーリングを実施しており、大学で行われている
授業形態、講義、実験、討論学習のスタイルそれ
ぞれで授業体験、学習を深めてもらっているが、
その企画、運営担当している。毎年の出席率は大
変良好である。

高度な知識・技能を修得した高い倫理性をもち、
各医療人と協働できる薬剤師の育成のために新潟
大学や新潟医療福祉大学が主導している医療人教
育、多職種間連携教育プログラムに参加させても
らいながら大学間、学部・学科間の垣根を越え多
職種間連携、協働実践教育に携わっている。

平成26年度よりアロマセラピー講座を課外授業、
活動として実施している。この講座は学生からの
強い要望で開講に居たっている。この講座を通じ
て薬学的知識と技術を活用したアロマセラピーや
メディカルハーブなどの相補・補完療法もバラン
スよく提案できる知識、技能が身につくばかりで
なく、資格を取得する学生も多く見られ、一定の
実績が見られている。このことが幸いしたのか平
成28年度より選択科目として大学カリキュラムに
導入されることになった。ここで育った学生は取
得ライセンス等も利用しながら学生のうちか地域
ボランティアとして、夏休み期間を利用したアロ
マ・コスメ講座の開講や学園祭での出展、OBOG薬
剤師と協働する地域の方々の健康増進に貢献する
イベントの企画や実施で幅広く活躍するように
なっている。この講座にはＯＢＯＧ薬剤師も生涯
学習の目的で参加するようになってきた。この講
座を通じて知り合った先輩後輩、また薬学部、応
用生命科学部の学生同士がつぎの世代の後輩達も
指導するようにもなっており、今後の展開が期待
できると考えている。

FD講演会「上智大学におけるＦＤの取り組み」（曄
道佳明先生）

ＦＤ講演会「最近の学生の諸特徴と大学教職員の対
応をめぐって～精神保健相談の現場から」（七里佳
代先生）

ＦＤ講演会「授業改善に向けて―私の授業のご紹介
―」(飯島淳彦先生）

WS「新潟薬科大学薬学部の人材育成について考え
る」（新潟薬科大学薬学部ＦＤ委員会）

参加（東京：東京国際フォーラム）
（研修修了証取得）
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平成25年11月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成26年2月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成26年7月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成26年8月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成26年9月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成26年10月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成27年2月 参加（新潟：新潟薬科大学）

平成28年1月 参加（新潟：新潟薬科大学）

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年3月 （株）じほう

共著 平成22年6月 John Wiley & Sons, Inc.

共著 平成22年7月 （株）じほう

共著 平成24年4月 （株）技術情報協会

共著 平成24年3月 廣川書店

共著 平成25年6月 （株）シーエムシー出版

共著 平成26年7月 日本結晶学会

共著 平成26年10月 （株）技術情報協会

共著 平成27年3月 ネオメディカル

共著 平成27年8月 京都廣川書店

単著 平成22年3月
Annual Report of Cosmetology,
18

単著 平成22年4月 PHARM TECH JAPAN 、 26

共著 平成23年2月 HETEROCYCLES, 82, (2)

単著 平成26年2月 aromatopia vol.23 No.2

単著 平成26年10月 cosmetic stage vol.8 No.1

単著 平成26年11月 FRAGRANCE JOURNAL vol.42 No.11

発表年月 学会名

平成27年11月 第25回日本医療薬学会

平成28年1月
国際化粧品開発展（Pharm Tech
Japan2016)

平成28年1月 第136日本薬学会年会

平成28年3月 第136日本薬学会年会

（著書）日本の結晶学(II)その輝かしい発展

（著書）エマルションの特性評価と新製品開発、品
質管理への活用

（著書）製剤化のサイエンス

（著書）実践製剤学　そしてその基盤となる物理薬
剤学

（論文）両親媒性物質との分子複合体及びイオン交
換体形成を利用する新規機能性ケミカルピーリング
剤の開発

（著書）Organic Crystal Engineering　Frontiers
in Crystal Engineering
（著書）医薬品開発と生産　レギュラトリーサイエ
ンスの基礎

FD講演会「学生と連携した授業改善の取り組み」(城
斗志夫　先生)

１．著書・論文等の名称

（論文）Modification of D-ring Moiety of
Steroids-A Novel Palladium Caralyzed Baeyer-
Villiger Type Rearrangement of Cyclic Silylenol
Ether Derivatives

（著書）エマルションの調製技術 事例集～乳化剤の
選定、配合、処理条件～

（著書）NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学

（著書）機能性化粧品と薬剤デリバリー

（論文）大学におけるアロマテラピーの取り組みと
その現状
(論文）～素材レビュー～美白剤の開発動向と今後の
製品展望

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）ハイドロキノン含有新規美白剤の開発とそ
の評価

（著書）製剤化のサイエンス　基礎とＣＭＣ

ＦＤ講演会「学習成果基盤型教育に基づいた6年制薬
学教育におけるカリキュラムの構築について」(酒巻
利行先生)

WS「卒業研究Ⅱにおける評価用Rubricの作成」（新
潟薬科大学薬学部ＦＤ委員会）

（演題名）多剤併用に伴う製剤的物性変化と薬剤の適正使用

「ヒューマン　コミュニケーション研修会―コミュ
ニケーション『再考』と自らの『コミュニケーショ
ン力』を知る―」(高塚人志先生)

「薬学実務実習に関するガイドライン」（鈴木匡先
生）

ＦＤ講演会「問題基盤型学習PBLとチーム基盤型学習
TBL」(鈴木利哉先生)

FD講演会「薬学教育評価とその事例」(前田武彦先
生)

（演題名）先導的薬剤師養成に向けた多職種間連携学習の実践とそ
の成果

FD講演会「卒業研究のルーブリック評価」ならびに
「TBLの成果と実演」(安原智久先生)

（演題名）分子複合体形成技術を導入した皮膚トラブル改善材料の
開発

（演題名）次世代の若者に向けた高大連携「医療・薬学」講座の開
講

（論文）Hydroquinone 安定化条件と新規
Hydroquinone 含有色素沈着治療薬の開発、その院内
製剤への有用性
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Ⅲ　学会および社会における主な活動

平成22年4月～

平成22年5ー6月

平成22年7－12月

平成22年7－3月

平成22年7－8月

平成22年8月

平成22年8月5日

平成22年8－9月

平成22年8月18－20日

平成22年8月25日

平成22年9月13－17日

平成22年9月19－20日

平成22、23，24、25、
26、27年12月（毎年）

平成23年2月13日

平成23年2月

平成23年6月－10月

平成23年6月－12月

平成23年8月

平成23年7－8月

平成23年9月12－16日

平成23年9月19－20日

平成23年11月26日

平成23年12月

平成24年1月22日

平成24年2－12月

平成24年4月～

平成24年4月～平成25年3月

平成24年6月ー10月

新潟県立新潟南高校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
高大連携科学講座講師（講義1回、実験講座1回）

高大連携「医療・薬学講座」講師（実験・体験講座計3回）

新潟県立新潟南高校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
高大連携科学講座講師（3回）

新潟薬剤師研修会会長

新潟市教育委員会新津地区公民館市民講座講師
（2回、新津公民館（2010.5.27～6.3）

中高生薬学講座（7/5燕中等教育学校、12/10分水中学校、7/2新発田南高校）

SPP（サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト）プランＢ「ヒトの生命を支え
る科学と先端医療を支える薬学を学ぼう」代表・実施主担当

「お薬健康相談会」開催（物理薬剤学研究室主催）（会場：イオン新潟南ショッピン
グセンター内1階マリンコート）

高校出張授業・講演会（2/3関根学園、7/4長岡向陵高校、10/10五泉高校、10/18北越
高校、11/22第一高校、12/3新潟中央高校、12/13松商学園）

平成24年度女子中高生の理系進路選択支援プログラム（ＪＳＴ）「実施課題名：女子
中高生集まれ！未来に輝く女子力！「ＮＵＰＡＬＳサイエンススクール」に参加して
貴女の未来をつかもう！」（代表、実施主担当）

中学校高校生研究室紹介・授業見学（６回：五泉高校、五泉中学校、小須戸中学校、
北越高校、村松高校、山の下中学校、上山中学校）

秋葉区自治協議会委員

秋葉区地域交流講座講師

日本大学OSCE評価者

文部科学省戦略的大学連携支援事業共生型大学連携
「くらしの中にある学び」実施担当

FMラジオ新津薬大スコープ（計4回）

平成22年度戦略的大学連携支援事業共生型大学連携包括的施策
「連携教育学生セミナー」ファシリテーター

新潟医療福祉大学主催　総合ゼミファシリテータ

新潟地区ワークショップ（認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ）
タスクフォース

高校出張授業（糸魚川高校）

高大連携「医療・薬学講座」講師（講義2回、実験・体験講座計3回）

新潟薬科大学OSCE評価者、高崎健康福祉大学OSCE評価者、
国際医療福祉大学OSCE評価者

平成22年12月、1月

新潟薬科大学OSCE評価者

出張授業（6/22五泉高校、6/18小千谷高校、10/24燕中等教育学校）

中高生向け薬学講座講師（田上中学校、分水中学校、上山中学校、燕中等教育学校）

新潟地区ワークショップ（認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ）タスク
フォース

新潟医療福祉大学主催他の専門職と連携するために必要な知識、技能を学ぶ総合ゼミ
ファシリテータ

平成22年度新潟地区アドバンスト・ワークショップタスクフォース

新潟市教育委員会関屋地区公民館市民講座講師
（3回、関屋公民館（2011.2.10-17））
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平成24年7月29日

平成24年8月

平成24年9月10ー14日

平成24年9月20日

平成24年11月

平成24年11月16日

平成24年12月～26年11月30日

平成25年1月－12月

平成25年3月25日 平成24年度「健康保険組合連合会新潟連合会定期総会記念講演」 講師

平成25年6月ー10月

平成25年7月21日

平成25年7－8月

平成25年8月

平成25年9月9－13日

平成25年11月12日

平成26年4月～ 秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会委員長

平成26年5月ー11月

平成26年7－8月

平成26年8月17日

平成26年9月8ー12日

平成26年9月14－15日

平成26年10月－11月

平成27年4月～ 秋葉区自治協議会第３部会会長

平成27年4月～ 新潟県立新潟南高校スーパーサイエンスハイスクール(SSH)運営指導委員

平成27年4月～10月 高崎健康福祉大学製剤学非常勤講師

平成27年5月 秋葉区ささえあい活動支援事業補助金審査員（秋葉区健康福祉課）

中学高校生対象授業・講演会（10/9巻高校、11/6江南高校、11/25吉田中学校）

中学校高校生研究室紹介・授業見学（5/14長岡南中学校、6/12松浜中学校、7/11柏崎
市立瑞穂中学校、7/15出雲崎中学校、8/27東石山中学校、10/9巻高校、11/25吉田中
学校

平成26年度ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI（研
究成果の社会還元・普及事業）（日本学術振興会）（代表・実施主担当）HT26157
「皮膚疾患に適用する薬を調製し、その機能や効果を調べてみよう」

新潟医療福祉大学主催、他の専門職と連携するために必要な知識、技能を学ぶ「連携
総合ゼミ」ファシリテーター

新潟地区ワークショップ（認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ）
タスクフォース

新潟医療福祉大学主催、他の専門職と連携するために必要な知識、技能を学ぶ「連携
総合ゼミ」ファシリテーター

平成25年度ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI（研
究成果の社会還元・普及事業）（日本学術振興会）（代表・実施主担当）HT25Ｈ120
「使いやすい薬をつくるための「界面活性剤」の威力・不思議な力を体験しよう！」

平成2４年度ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI
（研究成果の社会還元・普及事業）（日本学術振興会）（代表・実施主担当）
HT24107「皮膚に作用する薬をつくり、その機能や効果を観察しよう」

新潟医療福祉大学主催、他の専門職と連携するために必要な知識、技能を学ぶ「連携
総合ゼミ」ファシリテーター

新津第二中学校薬物乱用教室　講師

平成24年度「新潟市秋葉区農業委員会地区別懇談会」講師

高校出張授業・講演会（1/25村上桜ヶ丘高校、7/3長岡向陵高校、7/11文理高校、
11/20第一高校、12/3高田北城高校、12/9新潟中央高校）

高大連携「医療・薬学講座」講師（実験・体験講座計3回）

高大連携「医療・薬学講座」講師（講義2回、実験・体験講座計4回）

高大連携「医療・薬学講座」講師（講義1回、実験・体験講座計4回）

新潟県立新潟南高校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）高大連携科学講座講師
（実験講座1回）

中学校高校生研究室紹介・授業見学（6/28新発田商業高校ＰＴＡ、7/16柏崎市立瑞穂
中学校、9/25新潟市立関屋中学校、新潟市立小須戸中学校、9/27新津第二中学校、
10/10三条市立大崎中学校、10/17新潟市立東石山中学校、新潟市立潟東中学校、11/7
加茂市立加茂中学校

科学研究費委員会専門委員（日本学術振興会）

平成25年度秋葉区農業委員会講演会講師

お薬健康相談会の開催（物理薬剤学研究室主催、新潟市共催）（新潟中央図書館ほん
ぽーと（新潟））
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平成27年6月26ー28日

平成27年7月1日

平成27年7－8月

平成27年8月

平成27年8月16日

平成27年8月20日

平成27年8月25日

平成27年9月

平成27年9月7ー11日

平成27年10月 高崎健康福祉大学卒業試験問題製剤学分野精査

平成27年10月6日

平成27年10月11－12日

平成27年12月

平成27年12月10日

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

中校高生研究室紹介・見学（新津高校）

関屋公民館講演会講師（ほがらか学級）

新潟医療福祉大学主催、他の専門職と連携するために必要な知識、技能を学ぶ「連携
総合ゼミ」ファシリテーター

平成27年度ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI（研
究成果の社会還元・普及事業）（日本学術振興会）（代表・実施主担当）HT27175
「皮膚の病気やトラブルに適用する薬を調製し、その機能や効果を調べてみよう」

第99回日本陸上競技選手権大会ドーピング関連業務（シャペロン）

高校出張授業（長岡大手高校）

新潟県立新潟南高校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）高大連携科学講座講師
（実験講座1回）

教員免許状更新講習講座講師

実験講座：新津第二小学校（薬剤師体験実験）

先進的植物バイオ技術活用促進事業公募審査員（健康ビジネス協議会）

高大連携「医療・薬学講座」講師（講義1回、実験・体験講座計４回）

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

新潟地区ワークショップ（認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ）
タスクフォース

冬季国体第71回 国民体育大会冬季大会フィギュア競技予選会ドーピング業務
（新潟）

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年～

平成22年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教科書活用ガイドを講義ごとに作成・配布

重点項目を定期試験で網羅し、すべての過去問を
公開

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：安藤 昌幸

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

５年分の試験でコアカリキュラムの範囲を網羅

研究室：衛生化学
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年9月

平成24年9月

平成24年9月

平成22年3月

平成24年3月

平成25年3月

平成25年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年8月 DNA Res. 17

共著 平成24年9月 Biochemistry; 51(39)

共著 平成25年2月 Med. Entomol. Zool., 64

共著 平成25年8月 Microbiology.,159

共著 平成25年11月 廣川書店

共著 平成26年3月 Med. Entomol. Zool., 65

発表年月 学会名

平成27年2月 日本環境感染学会

平成28年3月 日本細菌学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

薬学モデル・コアカリキュラム改訂調査研究チーム　委員

関東地区調整機構認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ（新潟）
タスクフォース

平成21年4月～

平成25年4月〜26年3月

氏名：福原 正博

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

簡易懸濁法における各種抗菌薬併用時の酪酸菌の安定性について

教員間の情報共有の場を設け、教育に向けた意思統一

を図るため、World Café を企画・運営

大腸菌のアルカリ条件下における新規細胞分裂維持機構の解析

２．学会発表（評価対象年度のみ）

ICTのアンケートサイトの内容を作製

大学間連携におけるIPEの試み

Genome comparison and phylogenetic analysis of
Orientia tsutsugamushi  strains.

Critical involvement of the E373-D434 region in
the acid sensitivity of a NhaB-type Na+/H+
antiporter from Vibrio alginolyticus.

Analyses of antigenic types of Orientia
tsutsugamushi  in naturally infected
Leptotrombidium  colonies by improved
immunofluorescent microscopy using monoclonal
antibodies.

Diversities and similarities in pH dependency
among bacterial NhaB-like Na+/H+ antiporters.

Transovarial transmission rates of  Orientia
tsutsugamushi  in naturally infected
Leptotrombidium  colonies by immunofluorescent
microscopy.

薬学領域のコア免疫学

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

研究室：微生物学

双方向の学習を意識し、学生へは紙媒体を用い
て、授業内容に関する質問をさせ、それに回答す
る。実習では、技術の伝達に動画やリアルタイム
の映像を見せることにより、学生の理解度を上げ
る試みを行った。質問内容を紙からICT利用に変
更し、よりスムーズに行えるようにした。また、
パワーポイントのみを変更し、板書も合わせるこ
とにより学生の集中力を維持させた。
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成25年3月

平成26年3月

平成26年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

日本薬学会第133年会横浜
新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト教科
目「有機化学からみた薬」の取り組み

新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト科目
「有機化学からみた薬」3年間の取り組み 日本薬学会第134年会熊本

ルーブリックを活用した客観試験における難易度評
価の試み

新潟薬科大学薬学部同窓会副会長

新潟薬科大学薬学部同窓会幹事平成7年4月～現在

平成27年4月～現在

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：高津 徳行

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

日本薬学会第134年会熊本

研究室：基礎化学

 
- 184 -



（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

平成23年10月
～11月

平成24年4月
～12月

平成24年12月

平成25年10月
～11月

平成26年4月～
7月

平成26年10月
～11月

平成27年7月

平成27年11月

平成23年10月

平成27年7月

平成23年11月

平成26年8月

平成27年11月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

新規開講の「基礎科学実習Ⅱ」を担当し、大学で
最初に経験する実習として、薬剤師を見据えた身
だしなみや態度、試薬・器具の取扱いの徹底を念
頭に内容と指導を工夫した。（授業評価：4.3）

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

3年次の下位学生に任意の演習を行い、指数対数
を用いるpH計算など酸・塩基平衡を中心とした化
学平衡の基礎の定着を図った。

「基礎計算演習」に難易度の高い問題を数題加え
てレベルを提示し、上位学生も達成感が得られる
よう教材や教え方を工夫した。（授業評価：4.4)

「薬学の基礎計算演習」にグループ学習の導入を
試みるとともに、感想や解説の要望を毎回アン
ケートで集約し、次回の講義に反映させた。（授
業評価：4.2）

「生体分子の解析」において、継続している小テ
ストに加えて講義資料の事前配布による準備を促
し、知識の定着を図った。（授業評価：4.3）

1年後期の「物理化学演習」において前期の「化
学平衡」の復習を再度行い、知識の定着を図ると
ともに下位学生の個別指導を行った。

薬学の基礎計算演習（問題と解説）

基礎科学実習Ⅱ実習書

環境省環境調査研修所 水質分析研修 講師（農薬
分析指導の総論・各論）

氏名：田辺 顕子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

新規に担当した「薬学の基礎計算演習」におい
て、高校化学・数学のリメディアル教育を取入
れ、同時進行の「化学平衡」の講義と関連付ける
指導を工夫した。（授業評価：4.0）

「化学平衡」及び「機器分析学」の講義におい
て、前回の講義に関する小テストを毎回実施する
とともに、正解・解説を講義のポイントとして配
布し、知識の定着を図った。（授業評価：4.0及
び4.1）

平成26年度障害学生支援ワークショップ参加（発
達障害学生の修学支援）

第53回全国学生相談研修会参加（学生相談・カウ
ンセリング・心理臨床）

研究室：基礎物理化学

１．著書・論文等の名称
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発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

日本環境化学会評議員

新潟市大規模小売店舗立地審議会委員

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成13年4月～平成23年3月

平成26年8月～　現在

２．学会発表（評価対象年度のみ）

新潟市環境審議会委員

日本分析化学会関東支部新潟地区部会幹事平成21年4月～平成23年3月

平成27年4月～　現在
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：准教授

Ⅰ　教育活動

年　月

 1) 注釈作成課題による問題発見・解決能力の涵養 平成22年～
23年

 2) 要約作成課題による高次読解技能の涵養 平成22年～
現在

 3) ランチョンセミナー形式の英文法補習講義 平成27年4月
～11月

新潟県立三条高等学校出張講義 平成27年12月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

単著 平成24年11月

Proceedings of the 26th
Pacific Asia Conference on
Language, Information and
Computation

単著 平成25年11月

Proceedings of the 27th
Pacific Asia Conference on
Language, Information and
Computation

単著 平成26年12月 The 2014 CLA Proceedings

単著 平成27年10月

Proceedings of the 29th
Pacific Asia Conference on
Language, Information and
Computation

発表年月 学会名

平成27年10月

The 29th Pacific Asia
Conference on Language,
Information and Computation
(上海交通大学、中国)

（論文）Where morphological complexity matters

（論文）Non-selected arguments and the ethical
strategy

氏名：武久 智一

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

科学的故事を扱った文章について言語的事項及び
非言語的事項に関する注釈を作成する課題によ
り、自ら疑問点を見つけそして解決する作業を通
して問題発見能力及び解決能力の涵養を図った。

Where morphological complexity matters

１年生総合学習「大学教授講義」にて「日本語と
英語の違いいろいろ」と題する講義を行った。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

一般読者向け科学雑誌の研究紹介記事に関して限
られた字数で要約を作成する課題を課すことによ
り、要点抽出等の読解技能の涵養を図った。

基礎英文法（英検３級程度）の要点を言語学の知
見も取り入れつつ再導入することを目的として、
昼食をとりながら講義を聞く形式で補講を実施し
た。

研究室：英語

（論文）On the condition on the base verb of
the indirect passive in Japanese

（論文）Yet another piece of evidence for the
common base approach to Japanese
causative/inchoative alternations
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Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

カナダ言語学会（Canadian Linguistic Association）　会員

日本英語学会　会員平成7年12月～現在

平成26年1月～現在

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

共通実習書（薬学部基礎科学実習Ⅰ・Ⅱ用） 平成27年7月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年8月 （株）エヌ・ティー・エス

共著 平成26年3月 Elsevier B.V.

共著 平成26年1月 Bioorg. Med. Chem. vol.22 No.2

共著 平成25年6月
Bioorg. Med. Chem. vol.21
No.11

単著 平成24年6月
Biosci. Biotechnol. Biochem.
vol.76 No.6

発表年月 学会名

平成27年8月 250th ACS National Meeting

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

（論文）Synthesis of RCAI-172 (C6 epimer of
RCAI-147) and its biological activity

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：田代 卓哉

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）Synthesis and Immunostimulatory activity of highly
purified alpha- and beta-anomers of GalCer and GlcCer

（演題名）ボロン酸エステルと各種酸化剤との反応

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

基礎科学実習を安全に行うための共通実習書

研究室：薬化学

（著書）糖鎖の新機能開発・応用ハンドブック、第
２編 第２章 第５節－１、NKT（pp.101-104）
（著書）Studies in Natural Products Chemistry,
Capter 1, Glycosphingolipid Ligands for Natural
Killer T cells as Immunostimulants (pp.1-31)

（論文）45. Structure-Activity Relationship
Studies of Novel Glycosphingolipids That
Stimulate Natural Killer T-Cells

（論文）RCAI-61 and related 6′-modified
analogs of KRN7000: their synthesis and
bioactivity for mouse lymphocytes to produce
interferon-gamma in vivo
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年～

平成22年～

平成23年～

平成24年～

平成27年度～

平成27年度～

平成27年度～

平成27年度～

平成23年3月

平成23年7月

平成25年3月

平成26年3月

平成23年度～

平成25年度～

平成25年8月

平成25年11月

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

地域住民の健康状態を知る、地域におけるボラン
ティア活動　担当：（授業継続中）：学生が大学
で学んだ知識や技術を地域で説明・披露すること
により、学生・地域住民がともに学ぶことが可能
となる。

該当なし

・新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト科
目「有機化学から見た薬」の取組み

・新潟薬科大学における有機化学系アドバンスト科
目「有機化学から見た薬」3年間の取組み

標記した題目で日本薬学会第134年会にてポス
ター発表を行った。

標記した題目で日本薬学会第133年会にてポス
ター発表を行った。

氏名：浅田 真一

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

生体分子のコアとパーツ主担当：学生の理解度に
合わせ、配布プリント記載内容を追記、平成26年
からは補講期間中に自由参加補講を実施。演習問
題をあらかじめ配り、解説を行うなど、学生が理
解度を自ら確認出来るよう改善を実施

薬品有機化学実習Ⅱ　担当：実習中の評価方法を
再検討、実施

第14回関東地区調整機構主催認定実務実習指導薬
剤師養成WS参加

研究室：薬品製造学

・米国における臨床薬剤師教育の実態(3)　～カリ
キュラムを比較して～

標記題目にて第20回クリニカルファーマシーシン
ポジウムにてポスター発表を行った。

・新潟薬科大学における臨床実務実習連携システム
を用いた実務実習支援

標記題目にて日本薬学会第131年会にてポスター
発表を行った。

災害ボランティア部顧問として、小学生向け科学
実験教室主催・指導（延べ10日）

災害ボランティア部顧問として長岡水害
ボランティア引率

構造から理解する有機分子　担当：分子の構造を
理解するための時間配分等を再評価、改善

有機化学から見た薬　担当：毎回テーマ及び実施
方法を再検討。基礎と臨床をつなぐ内容であるこ
とを学生が分かりやすいよう改善

フレッシャーズセミナー　主担当：新入学生が薬
学部で学ぶ意欲を強く持つための授業構成を作
成、実施

基礎科学実習Ⅰ　担当：科学実験の基礎的な知識
技能を身につけ、また、実験ノートやレポート、
研究倫理に関して学ぶことが出来るよう授業内容
を検討

早期体験学習Ⅰ　担当：「日本で一番信頼される
薬剤師」をテーマに、これからの学習において必
要な内容、特に安全管理の必要性に気付いてもら
えるよう授業を構成

本学学友会／災害ボランティア部顧問として、東
日本大震災現地ボランティアを企画・引率(12
回、延べ24日）
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平成26年4月～

平成27年6月

平成27年10月

平成27年10月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年6月
Bioorganic & Medicinal
Chemistry, 18巻,3767-3775頁

共著 平成26年10月
 Peptide Science 2014, 37－40
頁

共著 平成27年
J Neuropathol Exp Neurol., 74
巻 538-546頁

共著 平成28年
糖尿病（Journal of Japan
Diabetes Society）(accepted)

共著 平成28年
Journal of Pharmaceutical
Sciences   (accepted)

発表年月 学会名

平成27年5月 第58回糖尿病学会年次学術集会

平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

平成27年9月
第4回くすりと糖尿病学会年次学
術集会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

5th International Niigata Symposium on Diet and Health 大会実行委員

6th International Niigata Symposium on Diet and Health 大会実行委員

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）A　structure-activity　relationship
study　elucidating　the　mechanism　of
sequence-specific　collagen　recognition by the
chaperone HSP47

（論文）Insulin fibrillation by shaking under
neutral pH conditions:Examination of insulin
analogs modified at dimer-forming interface

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

第6回実務実習指導薬剤師養成WS参加

第1回薬学教育若手アドバンストWS参加

（論文）Activation of the Unfolded Protein
Response in Sporadic Inclusion-Body Myositis
but Not in Hereditary GNE Inclusion-Body
Myopathy.

自己注射製剤における血液混入時の沈殿形成による影響の検討とそ
のメカニズムの解明

第４回　日本くすりと糖尿病学会　学術集会実行委員

平成24年度

平成27年度

平成26年度
International Conference on Food for Health in Niigata 2014
大会副実行委員長

（論文）自己注射製剤への血液混入による影響～有
効濃度減少を伴う沈殿形成～

平成22年度

インスリン製剤における血液混入時の沈殿原因の特定

自己注射製剤における血液混入時の沈殿生成による影響の検討

過酷条件下に曝されたインスリン製剤の構造的観点からの活性評価

（論文）Characterization of novel insulin
fibrils that show strong cytotoxicity under
physiological conditions

災害ボランティア部顧問として、常総市水害
ボランティア引率

教務委員として薬学新・モデルコアカリキュラム
に対応した新カリキュラムの作成
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

平成23年4月〜

平成12年〜

平成24年4月〜

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年4月
Appl Microbiol Biotechnol.
vol.90 No.2

共著 平成23年7月 J Mol Recognit. vol.24 No.4

共著 平成23年12月
Appl Microbiol Biotechnol.
vol.92 No.6

共著 平成24年11月 Yeast. vol.29 No.11

共著 平成26年9月 Microbiol Immunol. vol.58 No.9

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

学生のモチベーションを上げるために、なるべく
身近な生化学的内容を実体験してもらうように
テーマを選定している。

研究室：生化学

An altered camelid-like single domain anti-
idiotypic antibody fragment of HM-1 killer
toxin: acts as an effective antifungal agent.

New avenues for phage-display library to
produce a Cryptococcus-specific anti-idiotypic
antibody of HM-1 killer toxin.

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：宮本 昌彦

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

平成27年度から、臨床薬学に潜む基礎科学の例を
紹介する講義授業を担当し、基礎科学を臨床に応
用する力を学生に気づかせ、身につけさせること
を試みている。

薬学部 教務委員会委員

Antigen itself antibody: an alternative one-
step immunoassay for measuring the anti-
idiotypic antibody titer.

The high-osmolarity glycerol- and cell wall
integrity-MAP kinase pathways of Saccharomyces
cerevisiae are involved in adaptation to the
action of killer toxin HM-1.

Peptide derived from anti-idiotypic single-
chain antibody is a potent antifungal agent
compared to its parent fungicide HM-1 killer
toxin peptide.

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

平成27年4月

日本学術振興会　ひらめきときめきサイエンス

平成24～27年

平成27年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成25年4月 Life Sciences Vol. 92　No.12

共著 平成25年9月
Biomedical Chromatography Vol.
27 No. 5

共著 平成25年9月 Atherosclerosis vol. 230 No.1

共著 平成25年12月
Biological and Pharmaceutical
Bulletin　Vol.36　No.12

共著 平成26年4月
Annual　of Clincal
Biochemistry　Vol 51　No. Pt 2

発表年月 学会名

平成27年8月
第28回バイオメディカル分析科学
シンポジウム

平成27年9月
日本分析化学会関東支部第29回新
潟地区部会発表会

平成27年10月 第90回新潟県臨床検査学会

平成27年11月 日本医療薬学会第25回年会

平成27年11月 日本医療薬学会第25回年会

平成27年12月
糖転移ヘスペリジン･ビタミンP研
究会 第7回研究発表会

平成28年2月
第26回生物試料分析科学会年次学
術集会

（論文）Detection of cytochrome P450 2C19 gene
polymorphism from noninvasive samples by
cycling probe technology.

24S-ヒドロキシコレステロールの細胞毒性に対するヘスペレチンの
保護効果(招待講演）

細胞培養系/GC-MS法を用いたコレステロールの合成経路を抑制する
物質の探索

教育講演Ⅴ　薬物代謝からみた個別化医療(招待講演)

唾液中IgAを指標としたアロマテラピーによるストレス抑制効果と免
疫力増強効果の検討
唾液中IgAを指標としたγ-アミノ酪酸によるストレス抑制効果と免
疫力増強効果の検討

LC-MS/MSを用いた血漿中ファルネシルピロリン酸の高感度定量

２．学会発表（評価対象年度のみ）

氏名：中川 沙織

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

イソプレノイド化合物定量のための前処理法と細胞培養系への応用

（論文）Inhibitory effect of protopanaxatriol
ginseng metabolite M4 on the production of
corticosteroids in ACTH-stimulated bovine
adrenal fasciculata cells.

「血液の中から病気を見つけよう！」実施

（論文） Ezetimibe decreases serum oxidized
cholesterol without impairing bile acid
synthesis in Japanese hypercholesterolemic
patients.

（論文）Effect of polyphenols on 3-hydroxy-3-
methylglutaryl-coenzyme A (HMG-CoA) lyase
activity in human hepatoma HepG2 cell extracts.

（論文） Simple column-switching HPLC method
for determining levels of the antifungal agent
micafungin in human plasma and application to
patient samples.

「身近にある食べ物からおくすりになるものを
みつけよう！」実施

講義にパワーポイントを使用し、図やアニメー
ション等を利用しイメージしやすい様に工夫して
いる。またできる限り、実物（尿検査試験紙、妊
娠検査薬など）を準備し、回覧させている。

特になし

特になし

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

研究室：薬品分析化学
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平成28年2月
第26回生物試料分析科学会年次学
術集会

平成28年3月

平成28年3月

平成28年3月

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

日本薬学会第136年会

平成18年4月～

平成24年3月～平成26年3月

平成20年4月～

LC-MS/MSを用いた血漿中ファルネシルピロリン酸の定量とガン患者
検体への応用

コレステロールの異化代謝に対するダイゼインの影響-細胞培養系
/GC-MS法を用いた解析-

ダイゼインの新規コレステロール合成抑制作用-細胞培養系/GC-MS法
による解析-

サイクリングプローブ法を用いた薬物代謝酵素CYP2C19の一塩基多型
測定法の開発

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

平成26年4月～ 日本分析化学会代議員

日本分析化学会関東支部常任幹事

日本臨床化学会関東甲信越支部世話人

日本分析化学会関東支部新潟地区部会幹事
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年11月 Mol. Phys. 114

共著 平成27年4月 J. Phys. Soc. Jpn.84 

共著 平成27年2月 J. Phys. Soc. Jpn.84

共著 平成27年12月 AIP. Conf. Proc.1673

共著 平成25年11月 J. Phys.: Condens. Matter, 25

発表年月 学会名

平成27年9月 日本物理学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

（論文）Magnetic Properties of Liquid 3d
Transition Metal-Ge Alloys

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：島倉 宏典

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）液体希土類金属-Al合金の帯磁率

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：物理学

（論文）Intermolecular correlations of racemic
mixtures - Comparison between liquid S2Cl2 and
（論文）Magnetic Properties of Liquid 3d
Transition Metal-Sn Alloys

（論文）Inter-molecular correlations in liquid
Se2Br2

（論文）Magnetic susceptibilities of liquid Cr-
Au, Mn-Au and Fe-Au alloys

 
- 195 -



（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年11月
Am J Phys Anthropol., 158,
359-370.

共著 平成27年2月 PLoS One, 6, e0117427

共著 平成26年5月 Am. J. Hum. Biol., 27, 349-357

共著 平成25年11月 Mitochondrion, 13, 602-609

低酸素適応におけるミトコンドリア複合体IIの役割 共著 平成25年8月 生体の化学, 65, 304-310

発表年月 学会名

平成28年3月 日本薬学会

平成27年11月 日本ミトコンドリア学会

平成27年7月 がんと代謝研究会

平成27年6月 日本生化学会関東支部会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

Association of protein intakes and variation of
diet-scalp hair nitrogen isotopic
discrimination factor in Papua New Guinea
Highlanders.

Characterization of the Gut Microbiota of Papua
New Guineans Using Reverse Transcription
Quantitative PCR.

Development, validation, and use of a semi-
quantitative food frequency questionnaire for
assessing protein intake in Papua New Guinean
Highlanders.

Type II Fp of human mitochondrial respiratory
complex II and its role in adaptation to
hypoxia and nutrition-deprived conditions.

がん微小環境、低酸素・低栄養下におけるミトコンドリアエネル
ギー代謝系酵素の解析

腸内細菌代謝物と腸内細菌移植マウスの解析によるパプアニューギ
ニア高地人の低タンパク適応機序の解明

腸内細菌メタボローム解析およびヒト腸管を模した細胞培養系によ
る低タンパク適応機序の解明

がん微小環境下におけるミトコンドリアエネルギー代謝酵素の解析

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：衛生化学 氏名：冨塚 江利子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年～

衛生化学実習に用いる実習書

平成26年～

学内のFD委員会の委員として活動

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年8月
Biochem Biophys Res Commun.
411(4):804-8

発表年月 学会名

平成28年3月 日本薬学会第136年会

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：佐藤 浩二

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

乳腺上皮細胞におけるmiRNA-205の発現はERK/MAPKシグナルを介した
DNAメチル化により制御されている

FD委員として学内のワークショップや講演会の企画

運営および勉強会への参加等を行っている。

ErbB2を過剰発現させた乳腺上皮細胞におけるmiRNA-205ターゲット
の探索

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

本学の3年生が衛生化学実習で用いる実習書を作成

し、毎年改訂を重ねている。

研究室：公衆衛生学

（論文）ErbB2 down-regulates microRNA-205 in
breast cancer.
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22〜27年

平成24〜27年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年1月 Plant Cell , 23: 224-239.

共著 平成24年9月 Biochemistry , 51: 7766-7774.

共著 平成24年3月

Improving crop resistance to
abiotic stress . (eds.
Tuteja,N., Gill,S.S.,
Tiburcio,A.F., Tuteja,R),
Wiley-VCH Verlag GmbH & Co.

共著 平成25年10月 Micrbiology , 159: 2191-2199

共著 平成25年10月 Front. Plant Sci .4: 410

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし

なし

FD委員として、講演会や研修会等のFD企画の立
案・運営を行った。

（論文）The Arabidopsis Intracellular Na+/H+
Antiporters NHX5 and NHX6 Are Endosome
Associated and Necessary for Plant Growth and
Development.

（論文）Critical involvement of the E373-D434
region in the acid sensitivity of a NhaB-type
Na+/H+ antiporter from Vibrio alginolyticus.

（論文）Sodium transport system in plant cells.

（著書）Potassium and sodium transporters:
improving salinity tolerance in plants.

（論文）Diversities and similarities in pH
dependency among bacterial NhaB-like Na+/H+
antiporters.

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：山口 利男

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

担当する講義科目では、教科書を用いた説明は極
力行わず、自作の資料（スライド及び印刷物）を
もとに、まず様々な現象の大枠をイメージしても
らい、それから詳細を付け加える形での授業進行
を心がけた。また、各回の授業ことに復習用の練
習問題を作成し、自己学習支援システムでいつで
も利用できる様にした。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

研究室：微生物学
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年12月 医療薬学（第36巻　第12号）

共著 平成23年4月
Allergology Intetnational
vol.60 No4

共著 平成23年12月
アレルギーの臨床（31巻臨時増刊
号）

共著 平成25年11月
医薬品相互作用研究会（第37巻
第2号）

共著 平成26年2月
Allergology Intetnational
vol.63 No2

発表年月 学会名

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：臨床薬学

（論文）簡易血糖測定器6機種の使用評価についての
検討

（論文）A Study of Elevated Interleukin-8(CXCL)
and Detection of Leukocyte Migration Inhibitory
Activity in Patients Allergic to Beta-Lactam
Antibiotics

（論文）Study on Patients Who Underwent
Suspected Diagnosis of Allergy to Amide-Type
Local Anesthetic Agents by the Leukocyte
Migration Test

（論文）薬剤師アンケートによる降圧薬配合剤の使
用実態と使用評価の検討

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：阿部 学

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）経口糖尿病薬服用患者に対するシックデイの新潟市内保
険薬局薬剤師の意識と保険薬局の対応のアンケート調査
（演題名）薬学部における糖尿病領域体験型実習の教育効果に
関する報告

（論文）薬物アレルギー起因薬検出における白血球
遊走試験の臨床的有用性の検討　～薬剤誘発性リン
パ球刺激試験との比較解析と発展的試験法の構築～

新潟小児糖尿病キャンプに毎年参加
小児Ⅰ型糖尿病患児のキャンプに学生とボランティアとして参加

新潟市薬剤師会理事平成22年4月～

平成24年～平成27年8月
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助教

Ⅰ　教育活動

年　月

特になし

プロフェッショナルから学ぶ医薬品副作用の対応50 平成23年8月

平成25年5月

平成27年7月

特になし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成23年8月 南山堂

共著 平成25年4月 アレルギー・免疫 Vol.20 No.7

共著 平成26年4月
Allergology International
Vol.63 No.4

共著 平成26年11月 Biol. Pharm. Bull Vol.37 No.11

単著 平成27年12月 Jpn J. Drug Safety Vol.1 No.1

発表年月 学会名

平成27年7月 日本医薬品安全性学会

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

研究室：臨床薬学研究室

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

「新潟県病院薬剤師会総会」にて有害事象に関す
る薬学的解析指導について概説

（著書）プロフェッショナルから学ぶ医薬品副作用
の対応50
（論文）漢方・生薬製剤によるアレルギー疑診患者
の検討

（論文）Significance and importance of adverse
event analysis of pharmaceuticals –Evalution
criteria and severity criteria of causal
relationships－

（論文）Examination  of  patients  diagnosed
as suspected hypersensitivity to iodinated
contrast media with leukocyte migration test

（論文）Study on Patients Who Underwent
Suspected Diagnosis of Allergy to Amide-Type
Local Anesthetic Agents by the Leukocyte
Migration Test

臨床現場で生じやすい副作用事例における予防と
対応法について

副作用の考え方と臨床解析の実践について

薬学教育の改訂について
～医療・臨床分野を中心に～

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：齊藤 幹央

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）白血球遊走試験による薬剤熱（Drug Fever）の検討

「応用薬学研究会」にて特に改訂コアカリのE，F
領域に関する概説

（演題名）糖尿病治療薬による肝障害発症例に関する解析

日本医薬品安全性学会事務局兼理事

厚生労働省推進事業「診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業」委員

日本アレルギー協会北関東支部支援員平成19年2月～

平成25年5月～

平成21年4月～
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

平成21年4月～
現在

平成27年7月

平成21年4月～
現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

発表年月 学会名

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

日本ペプチド学会会員

日本薬学会会員平成13年～現在

平成14年～現在

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：関川 由美

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

薬品化学実習Ⅱ：実習前に廃液に関する説明を行
い、適切な処理ができるよう指導している。実習
中は具体的な操作説明などを行っている。

ペプチドヒドラジドを用いた硫酸化チロシン含有ペプチドチオエス
テルの合成とNative Chemical Ligationへの適用

研究室：薬品製造学

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

基礎科学実習Ⅰ：実習中の操作指導など

薬品化学実習Ⅱ実習書
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成24年2月 Cancer Res.71(3),pp.1135-1145

共著 平成25年10月
J Cell Physiol.
227(10),pp.3477-3487

共著 平成26年4月 J Biochem.155(4),pp.227-233

共著 平成27年1月 J Neurooncol.121(2),pp.239-250

共著
平成27年

(in press)
Biosci Biotechnol Biochem.

発表年月 学会名

平成27年3月 第135回日本薬学会年会

平成27年12月
第38回　日本分子生物学会年会 /
第88　回日本生化学会大会　合同
大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

Loss of Tsc1 accelerates malignant
gliomagenesis when combined with oncogenic

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：山田 大祐

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

Tumor Cell-Derived Factors Decrease Sema3a Expression in
Osteoblast-like MC3T3-E1

腫瘍細胞はmTORC1の活性化を介して骨芽細胞におけるSema3aの発現
を制御する

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：薬効薬理学

NKX2.2 suppresses self-renewal of glioma-
initiating cells.
Osteoclastogenesis is negatively regulated by
D-serine produced by osteoblasts.

Tumor cell-derived secretory factor
downregulates Semaphorin-3a in osteoblasts by
activating mammalian target of rapamycin
pathway

Strong therapeutic potential of γ-secretase
inhibitor MRK003 for CD44-high and CD133-low
glioblastoma initiating cells.
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

平成27年6月

平成27年9月

平成27年6月

平成27年9月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成25年9月 廣川書店

単著 平成22年10月 応用薬理 83(3), 27-31

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：大貫 敏男

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

実習レポートに関して、文法も含め、できる限り
徹底的に添削を施すよう努力している。
課題開始前に、スライドにて、前課題のレポート
に関する総評を行っている。

薬理学実習の担当課題は、5-6人の班単位で遂行
させている。実習終了後、班内ディスカッション
を通して、班ごとにレポートを一部作成するよう
指示している。なぜ有益なディスカッションにな
らないかを説明している。

ディスカッションの課題は、提示課題と実習中に
自ら探し出す自由課題としている。
これ以外に、実験遂行における班への貢献度など
についての自己評価表、および班のレポートにつ
いての自己評価表に記入させている。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

生物学実習テキストおよび報告文作成指南

薬理学実習テキスト

研究室：薬効安全性学

（著書）医療薬学　最新薬理学

（論文）Comprehensive Evaluation of Therapeutic
Medicines : Comparison of Ketotifen and
Azelastine, Histamine H_1 Antagonist
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

物理化学実習 平成25年～26年

基礎科学実習Ⅳ 平成27年

物理化学実習実習書

基礎科学実習Ⅳ実習書

平成26年11月

平成27年2月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年3月
Rapid Commun. Mass Spectrom.
Vol.24 p679–686

発表年月 学会名

平成28年3月 日本化学会第96春季年会(2016)

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

実習書については、毎年、前年度の反省点や学生
の意見を取り入れ、毎年改訂を行っている。

教育学教育におけるアクティブ・ラーニング
研究対話集会　参加

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：薬品物理化学

（論文）Formation of H3O+ from alcohols and
ethers induced by intense laser fields

説明会時には、PPT、実習時には、実演や演習問
題等を用いて、学生ができるだけ理解できるよう
試みた。概ね良好に実習が進行できた。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：城田 起郎

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

近赤外フェムト秒レーザーによるMALDIプルーム中の中性分子種のイオン化検出

アクティブラーニングに関する講演聴講及び
ディスカッション

アクティブラーニングに関する講演聴講
薬学教育におけるアクティブ・ラーニング
の事例研究　参加
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

平成25年4月～
平成27年5月

平成25年～
平成27年

平成27年8月～

平成27年10月

平成27年11月

平成25年8月、
平成26年7月、
平成27年8月

平成25年7月

平成26年8月

平成27年8月

平成27年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成24年6月
Biochemistry誌に掲載
(51巻、7766-7774頁)

共著 平成25年8月
Microbiology誌に掲載
(159巻、2191-2199頁)

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

指導スタッフとして高校生の科学講座における実
験等の指導を行った。

薬剤学実習書(物理薬剤学研究室編)

物理薬剤学に関する教材

製剤学(DDS)に関する教材

研究室内国家試験対策テスト

新津第2小学校体験実習

ひらめき☆ときめきサイエンス

使いやすい薬を作るための「界面活性剤」の威力・
不思議な力を体験しよう

皮膚疾患に適用する薬を調製し、その機能や効果を
調べてみよう。

皮膚の病気やトラブルに適用する薬を調製し、その
機能や効果を調べてみよう

高大連携講座「医療薬学講座」

氏名：桐山　和可子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

研究室：物理薬剤学研究室

（論文）Critical Involvement of the E373−D434
Region in the Acid Sensitivity of a NhaB-Type
Na+/H+ Antiporter from Vibrio alginolyticus .

小学生を対象に、軟膏の調製、薬袋の記載など薬
剤師の仕事に関する体験実習を行なった。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室内での薬剤師国家試験対策で使用する物理
薬剤学分野の資料作成。

物理薬剤学、製剤学についての実習のテストで、
スマートフォン、タブレット、パソコンを用いて
行なった。

研究室に配属された5，6年生を対象にした研究室
内で行なうテストの問題の作成。

薬学総括演習(6年生)で使用するDDSに関する資料
の作成。

（論文）Diversities and similarities in pH
dependency among bacterial NhaB-like Na+/H+
antiporters.

薬剤学実習(3年生)

指導スタッフとして中学生・高校生に実験指導を
行った。
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成22年8月 癌と化学療法（第37巻第8号）

共著 平成25年8月
Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc Vol.21 No.8

共著 平成25年9月 医学評論社

共著 平成27年6月 ネオメディカル

共著 平成27年10月 癌と化学療法（第42巻第10号）

発表年月 学会名

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

平成28年3月 日本薬理学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表

研究室：臨床薬物治療学

（著書）イラストでみる疾病の成り立ちと薬物治療

（著書）Principal Pharmacotherapy

（論文）5-FU血中濃度測定による投与量調節の有用
性 -インフューザーポンプの種類により5-FU持続静
注時の5-FU血中濃度は異なる-

（論文）胆道癌・膵癌術後症例に対するS-1単独療法
-手術術式が血清5-FU濃度に与える影響-

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：神田 循吉

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

Effects of the topiramate, a newer antiepileptic drug, on
bone metabolism in rat

チアゾリジン薬のラット骨代謝に及ぼす影響

（論文）Distribution of vitamin K2 in
subchondral bone in osteoarthritic knee joints

 
- 207 -



（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

平成26年10月

3年生の「薬物治療学実習」を担当。

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成26年12月
Cell Signal. 2015
Apr;27(4):770-6.

共著 平成27年3月
Exp Dermatol. 2015
Jun;24(6):418-23.

共著 平成27年3月
Cytokine. 2015 Aug;74(2):305-
12.

共著 平成27年3月
Free Radical Research. 2015;
49(3): 279–289.

共著 平成27年4月
Experimental and Molecular
Pathology. 2015;98:558-562.

発表年月 学会名

平成27年6月
American Diabetes Association
75th scientific sessions

平成27年11月
1st Annual heart Failure
Conference: An Update on
Diagnosis and Therapy.

Ⅲ　学会および社会における主な活動

国際メディカル専門学校　非常勤講師

日本薬学会会員

新潟医学会会員平成10年10月～現在

平成16年04月～現在

平成20年10月～現在

氏名：張馬 梅蕾

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

「薬物治療学実習」は２段階に分けられた

前半：患者応対、服薬指導、疑義照会と在宅訪問

Curcumin decreases renal and liver triglyceride accumulation
through AMPK–SREBP signaling pathway in streptozotocin-
induced type 1 diabetic rats

Antioxidant therapy against dilated cardiomyopathy after
experimental autoimmune myocarditis in tats.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

後半：心電図、血圧、心エコー、処方、組織染色

Myocardial 14-3-3η protein protects against
mitochondria mediated apoptosis.
Modulation of HMGB1 translocation and RAGE/NFκ
B cascade by quercetin treatment mitigates
atopic dermatitis in NC/Nga transgenic mice.

Effect of carvedilol against myocardial injury
due to ischemia- reperfusion of the brain in
rats.

Curcumin ameliorates streptozotocin-induced
liver damage through modulation of endoplasmic
reticulum stress-mediated apoptosis in diabetic
rats

Telmisartan treatment targets inflammatory
cytokines to suppress the pathogenesis of acute
colitis induced by dextran sulphate sodium.

担当項目の心電図について、「説明が丁寧で分かり
やすかった」「心電図の読み取りがとても楽しかっ
た」と評価された。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

研究室：臨床薬理
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[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年1月 診療と新薬.第52巻第1号

共著 平成27年10月 医学と薬学.第72巻第10号

共著 平成27年10月 診療と新薬.第52巻第10号

発表年月 学会名

平成27年5月 第32回日本TDM学会学術大会

平成27年12月 第36回日本臨床薬理学会学術大会

平成28年3月 日本薬学会第136年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：薬物動態学

（論文）ジゴキシン投薬量の実態調査

（論文）テイコプラニン製剤用新規TDM解析支援
ソフトウェアの評価

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：小林 真理子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）テイコプラニンTDM解析ソフトウエアの使用実態調査
による評価

 (演題名) メトホルミン塩酸塩 250mg錠の品質試験

（論文）メトホルミン塩酸塩フィルムコーティング
製剤の味覚試験の比較検討

（演題名）ビソプロロール経皮吸収型製剤の放出性の検討
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

共著 平成27年4月
Experimental and Molecular
Pathology 98(2015)

共著 平成27年6月
Experimental Dermatology
24(2015)

共著 平成27年7月 くすりと糖尿病 Vol.4, No.1

共著 平成27年8月 Cytokine 74(2015)

共著 平成27年11月 Cytokine 76(2015)

発表年月 学会名

平成27年5月 日本糖尿病学会

平成27年9月 日本くすりと糖尿病学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

（論文）薬学部におけるインスリン自己注射体験型
実習の教育効果

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：宮下 しずか

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

（演題名）薬学部におけるインスリン自己注射体験型実習の
教育効果に関する報告
（演題名）薬学部における糖尿病領域体験型実習の教育効果に
関する報告

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

研究室：臨床薬学

（論文）Effect of carvedilol against myocardial
injury due to ischemia-reperfusion of the brain
in rats.

（論文）Modulation of HMGB1 translocation and
RAGE/NFκB cascade by quercetin treatment
mitigates atopic dermatitis in NC/Nga
transgenic mice.

（論文）Tannic acid modulates NFκB signaling
pathway and skin inflammation in NC/Nga mice
through PPARγ expression.

（論文）Telmisartan treatment targets
inflammatory cytokines to suppress the
pathogenesis of acute colitis induced by
dextran sulphate sodium.
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（基礎資料15）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名：新潟薬科大学 職名：助手

Ⅰ　教育活動

年　月

平成22年度～
平成27年6月

平成22年度～
平成27年5月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の年月

発行所、発表雑誌 （巻・号数）
等の名称

発表年月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動

[注]　１　各教員ごとに最近６年間の教育活動、研究活動、学会等および社会活動について作成してください。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、最近６年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください。

氏名：笹木 睦子

１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項（FDを含む）

科目「臨床実務事前実習」において、注射薬調
剤・無菌調製関係の実習を行った。基本的なスキ
ルを確実に身に付けられるように、4～6名の少人
数の学生に対して指導者が一人つく、と言うスタ
イルで実習をおこなった。内容は毎年前年度の反
省を踏まえ部分的に改定を行った。

平成22年度～
平成27年9月

科目「調剤学実習」において、注射薬調剤の実習
教育を行った。注射薬調剤については、概要を説
明し、特に無菌調製とその為の各操作の必要性を
理解できるよう事前に講義を行った。スキルを習
得できるように随時フィードバックを行いながら
実習を行った。また、注射薬調剤に関連する理解
を深めるため、課題を設定し発表会を行った。内
容は毎年前年度の反省を踏まえ部分的に改定を
行った。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

科目「総合薬学演習」において、注射薬調剤の一
連の流れ（計数調剤→鑑査→身支度・手洗い→調
製→調製後鑑査→クリーンベンチの清拭）を通し
て行う実習教育を行った。内容は毎年前年度の反
省を踏まえ部分的に改定を行った。

3年生；調剤学実習実習書（処方せん鑑査、
注射薬調剤関係）

4年生；臨床実務事前実習（無菌調製関係実習書）

5年生；総合薬学演習（注射薬調剤関係実習書）

研究室：病態生理学

平成22年度～
平成27年度
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